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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　いちやん
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プロローグ

01　リカルの過去

02　無人の巨人

03　忍び寄る過去

04　過去の亡霊

05　怒りの矛先

エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　静せい寂じやくだけが流れる夜の荒こう野や。

　荒野のとある巨きよ大だいな岩の上で、頭に青いバンダナを巻いた少年が毛布にくるまっている。

　片手には単眼鏡を持って地平線を見て、時折上空の月と星の位置を確かく認にんして時刻を測る。

「……一時間経過……『異常なし』っと……」

　近くの小石で岩の表面に傷をつけてから、一度単眼鏡を覗のぞき込む。

　──ザッ

「ん？」

　不意に、背後から物音がしたのでリカルはそちらに顔を向けた。

　そこにはセーラー服と呼ばれる衣い装しようを着た長い黒くろ髪かみの少女が立っていた。

「ユキ？」

「え…………あ……リカルさん……起きてたんですか？」

　青いバンダナを頭に巻いた少年──リカルはユキの言葉に呆あきれた表情をする。

「それはこっちのセリフだ。俺は見張り番だけど、ユキはどうした？　眠ねむれないのか？」

「少し……その、喉のどが渇かわいちゃって……」

「テント脇わきに貯水タンク置いてあるぞ」

「あ……はい……ありがとうございます」

　ユキが貯水タンクの方に向かうのを見送って、リカルは再び単眼鏡で周囲を見回す。

「──よいっ……しょっ」

「ん？　…………何やってんだ？」

　再び声がしたので振ふり返ってみると、ユキがリカルのいる高さまで岩を登ってきた。

「眼めが冴さえちゃって……私も一いつ緒しよにいいですか？」

「つまらねェぞ？」

「それでもいいんです」

　ユキが隣となりまでやってきたので、リカルは置いてあった予備の毛布をユキに渡わたす。

「ありがとうございます」

　ユキはリカルと同じように毛布にくるまり、空を見上げた。

「……星、綺き麗れいですね」

　夜空一面に輝かがやく星を見て、ユキはそんなことを呟つぶやいた。

「綺麗って……こんなの曇くもってなきゃ毎日見れるだろ？」
















「そうでもないんですよ？　街中だと、夜でも街灯で明るくって、星の光が見えなくなっちゃうんです」

「ふぅん……夜でも明るい、か。ユキのいた〝時代〟は相当裕ゆう福ふくだったんだな」

　リカルとユキは今こうして肩かたを並べて語り合っているが、本来なら出会うはずがなかった。

　リカルはこの荒こう廃はいした時代に生まれてきた人間であるが、ユキは違ちがう。

　ユキは今から数百年前に生を享うけ、コールドスリープによってこの時代まで眠り続けていた〈古代人〉なのだ。

　二人が出会ったのは今から遡さかのぼること一〇日。きっかけはユキがコールドスリープしていたカプセルをリカルが運び屋として運うん搬ぱんしたことからだった。

　目覚めさせたユキはなんとコールドスリープの影えい響きようで記き憶おくを失っており、自分の名前以外は何も覚えていないという状じよう況きようにはリカルも頭を抱かかえた。

　そのあとすぐにトラブルが舞まい込み、一度リカルとユキは離はなれ離ばなれになった。

　リカルはユキと会うために、ユキと同じ古代人で、古代人の保護と古代技術の悪用を防ぐために活動する組織〈ホルトゥス〉の協力を得てユキとの再会を果たす。

　そしてユキを連れ去った男が市長をしている都市〈ライアス〉から脱だつ出しゆつする際、リカルはホルトゥスが最優先に収集しようとしている〈ディライヴァー〉と呼ばれる存在によって、命を拾ったのだ。

「それにしても……あの市長様にはいい加減にしてもらいたいよなぁ……」

「……そうですね」

　ライアスからの脱出から四日……正確に言えばもう五日目となったのだが、ライアスからの追跡は今も続いており、こうして夜中に追っ手が来ないか警けい戒かいする日々が続いている。

　リカルもユキもライアスで市長をしている男〈ケビン・ライアス〉にはひどい目に遭あわされたので、できればもう二度と関かかわりたくないという心境であった。

　ふと、ユキはくるまっていた毛布を震ふるえる手で握にぎりしめる。

「……リカルさん…………私の家族……ちゃんと生きてるんでしょうか……」

「急にどうしたんだよ？」

「……なんだか不安になって……このまま一生会えなかったらどうしようって……」

　こうして二人が共に行動している理由は二人が交かわした最初の依い頼らいのためでもあった。

　──ユキを家族のもとまで送り届ける。

　リカルは運び屋として、その役目を全まつとうすると心に決めた。

　だが、肝かん心じんのユキの家族はどこにいるのかもわからないし、そもそもコールドスリープでこの時代まで生きながらえているのかさえも不明というのが現状であった。

「アレーシャの話を聞く限り、コールドスリープの対象になった者は家族も対象に含ふくまれることが多いっていうから……確率だけで考えれば会える可能性は十分に期待できる」

「それは……わかってるんですけど……」

　リカルの答えに対して、ユキは納なつ得とくがいかないという表情を見せる。

「……悪いけど、俺はユキが期待するような答えは口にはできない」

　依頼を受けたリカルだが、絶対にユキの家族に会えるという確信まで持てるほどお気楽ではない。最悪、会えない可能性だってあることも重々承知していた。

「だけど……ユキを家族のもとに送り届けるまでは……一緒にいる。何も解決にはならないけど、不安になったとき寄り添そうくらいは俺にだってできる」

「……リカルさん」

　自分でも随ずい分ぶんと青あお臭くさいことを言っているという自覚もあったし、何よりユキからじっと見つめられて照れくさくなった。

「…………ま、まぁそういうことだ。前にも言ったが流石さすがにすぐには会えないだろうから気長にいこう。不安になるなとは言わないが……あれだ、あれ。切り替かえていこうぜ！」

　顔を赤くして誤ご魔ま化かすように言葉を並べるリカル。

「ふふっ……はい、そうですね」

　そんな姿を見て、ユキは自然と笑えみが零こぼれた。だが、ユキはすぐに口元を押さえる。

「──ケホッ、コホッ」

「お、おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

　急にせき込んだユキを心配するリカルだが、ユキは苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「だ、だいじょうぶです……」

「いやでも……やっぱりもう寝ねてろって」

「──その通りだ」

　ユキとリカル以外に第三者の声がした。二人は同時に後方へと振り返ると、そこには夜だというのにサングラスをかけた長身の男がいた。

　男の名前はジョン。

　リカルに協力してくれた〈ホルトゥス〉のメンバーの一人である。

「たくっ……ガキ二人揃そろってイチャつきやがって……そういうのは他所よそでやれ、他所で」

　不ふ機き嫌げんそうに口に咥くわえた煙草たばこを吐はき捨て、グリグリと踏ふみ潰つぶして消火するジョン。

「なにイラついてんだよグラサン」

　リカルは呆れた様子であったが、隣に座るユキの反応は違った。

「イチャ……！　わ、私たちはべ、別にそういうわけではなくて──ゴホッ、ケホッ！」

　言葉の途と中ちゆうで再びせき込むユキ。ジョンはますますイラついた様子でリカルを睨にらんだ。

「ガキ、交替だ。ユキ・ヒメシマも、さっさとテントに戻もどって寝ろ。まさか俺と一緒に見張りしたいとか言わないだろうな？」

「妙みようなこと言ってんじゃねぇよ。ユキ、もう寝ようぜ」

「は、はい……あの……おやすみなさい…………コホッコホッ……」

　リカルと共に岩から降りるユキ。せき込みながらも自分のテントへと入っていく。

「……大丈夫か、ユキの奴やつ？」

「他人の心配する前にテメェもさっさと寝ろ」

「……で、なんでアンタはさっきから不機嫌なんだよ？」

「うるせぇな……こちとら寝不足なんだよ……ガキみたいにテンション上がるか！」

「そういうもんなのか？　うわぁ……年は取りたくねぇな……」

「誤解してんじゃねぇよ。単に寝不足が重なってるだけだからなっ、断じて眠っても疲つかれが中々とれないとか、そういうガタが来た的な意味合いじゃねぇからな！」

「はいはい……それじゃ、見張りよろしくー」

　声を荒あららげるジョンを軽く流して、リカルも自分のテントの中へと戻り、頭に巻いていたバンダナを外して眠りにつくのであった。




　◆




『────、以上だ。全部覚えたか？』

「……はい」

　耳元から聞こえた声に、頭に青いバンダナを巻いた子どもが頷いた。

　子どもの手には明らかに不ふ釣つり合いに大きい通信機を耳に当てている姿はおもちゃで遊んでいるように見えて滑こつ稽けいだった。

『それでいい、しっかり励はげめよ。八番』

「……はい」

　頭に青いバンダナを巻いた子どもは、通信が切れたことを確認してからその通信機を近くの下水が流れる側そつ溝こうに投げ捨てる。

　今、この子どもがいる都市の名は〈バーナーズ〉。

　どんな政策をしていて、どんな産業が盛んなのか……そういったことをこの子どもはまったく知らないが、一つだけこの都市でやるべきことを先ほどの通信で知らされた。

「…………いた」

　子どもは物もの陰かげから、一人の身み嗜だしなみの良い紳しん士しという言葉が連想される男を見つけた。

　男の名は〈レイモンド・バーナーズ〉。

　このバーナーズで市長をしている男で、よく貧ひん困こん街を視察に来るという変わり者だった。

　子どものレイモンドを見る眼めは普ふ通つうでない。少なくとも同じ人間を見る眼ではない。

　獲え物ものを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう、腹を空すかせた獣けものの眼だ。

　子どもが命じられたことは至ってシンプル。ただあの男に近づいて、服に忍しのばせているナイフをその胸部に突つき立てるだけだ。

　──きゅーっ……

　不意に、子どもは空腹から腹の虫が鳴った。

　すぐにでもご飯を食べたいのだが、食べるためには目的を遂すい行こうして帰る以外に方法はない。

　そんな純じゆん粋すいでいて貪どん欲よくな食欲が子どもの眼に捕ほ食しよく者としての意思をたぎらせる。

「ねぇ」

「…………」

「ねぇねぇ」

「…………」

「ねぇってばっ」

「っ!?」

　服を引っ張られてようやく子どもは自分に声が掛かけられているのだと気付き、驚おどろいて振ふり返ると同い年くらいの亜あ麻ま色の髪かみの可愛かわいらしい女の子がいた。

「こんにちはっ」

「えっ……あ……！」

　レイモンドに意識が向いていたために子どもは咄とつ嗟さに女の子に言葉を返せなかった。

　その代わり……

　──きゅ～～～～っ

　先ほどよりも一ひと際きわ大きな腹の虫が鳴ったのだ。

「おなかすいてるの？」

　女の子は純粋な気持ちで訊たずねたのだが、子どもはそれをからかわれていると思った。

「……………ふんっ」

　子どもは女の子からの質問を無視してそっぽを向く。

「ねぇ、おとーさんとおかーさんは？　まいごなのー？」

　しかし女の子は一向にその気配は見せずに話しかけ続ける。

「こらこら、何をやってるんだ？」

「ッ…………！」

　そうこうしている間に、何故なぜか標的のレイモンドがこちらにやって来た。

「あ、おとーさまっ」

「ッ!?　おとっ……！」

　レイモンドに対する女の子の言葉に、子どもは絶句する。

　そんな子どもに構わず女の子は標的に対して子どもを指さしながら忙せわしなく口を開く。

「あのねあのね、このこね、まいごでねそれでね、おなかすいててね、げんきないのっ」

「迷子？」

　レイモンドから視線を向けられ幼い子どもは全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出した。

「君、お父さんとお母さんは？　住所は言えるかな？」

　男はわざわざその場でしゃがみ込んで子どもと同じ目線で優やさしい声で訊ねてきた。

「っ……！」

　至し近きん距きよ離りに標的がいるということがさらに子どもを混乱させ、パニック状態に陥おちいらせる。

「君、大丈夫かい？　顔色が悪いよ？」

　呼吸が荒く、顔色も真っ青になった子どもに、レイモンドは心配そうに手を伸のばす。

　反射的にその手を避さけようと一歩下がったが、その拍ひよう子しにバランスを崩くずして転ぶ。

　──カランッ

「む？」

「あれ？」

「ッ！」

　転んだ拍子に子どもの懐ふところから無骨なナイフが転げ落ちる。

「あ、あぁ……！」

　──バレた。

　子どもはそう思った途と端たん、急に意識が遠くなってその場で倒たおれた。




　◆




　目を開けば、薄うす汚よごれた布と、それを支える骨組みが視界の中に入ってくる。

「…………………朝、か」

　自分がテントの中にいると理解し、そのテントの布越ごしに外から入ってくる陽ひの光で今が朝であることを知った。リカルはゆっくりと起き上がり、掛けられていた毛布を退ける。

　そうして、しばらくぼぅっとしてから顔を手で覆おおった。

「…………よりにもよって、あの頃ころの夢なんか見ちまうなんてな……」

　どこか悲しげな表情でそんなことを言ったリカルだったが、すぐに頭を切り替かえる。

　枕まくら元もとには丁てい寧ねいに畳たたまれていた青いバンダナがあり、それをポケットに入れて外に出る。

「ふぁあ…………んん～～～～～っ」

　欠伸あくびをしてから大きく背せ伸のびをして、テントの外の景色を見る。

　地平線まで続くような真っ赤な荒こう野や。今はその荒野にある大きな岩場の陰かげにいる。その岩に隠かくれるように二体の青と赤の鉄の巨きよ人じんが膝ひざをついている姿があった。

　これらはステアクラストと呼ばれ、今の世界を旅するには必要不可欠な存在である。

　そのステアクラストの中でも、この二機は〈ディライヴァー〉と呼ばれる特別な機体だ。

　赤い機体は〈マーク・ジア〉といい、赤く分厚い装そう甲こうと背中のバックパックに着けられた剣つるぎ型武装が特とく徴ちよう的だった。

　青い機体は〈マーク・ヴォールト〉。

　この機体こそケビン・ライアスがリカルたちに追つい跡せき部隊をけし掛けてくる最大の原因だ。

　元々このヴォールトはケビン・ライアスの管理下にあったのだが、成り行きでリカルがヴォールトを奪だつ取しゆしたのだ。ヴォールトに対して強い執しゆう着ちやく心を持っていたケビン・ライアスは再びヴォールトを我がものにしようとしている、というわけである。

「…………顔でも洗うか」

　まだ目が覚めないリカルはテントの横に置かれた小さな貯水タンクの水で軽く顔を洗う。

「ふぅ」

　完全に目が覚め、リカルは自分のトレードマークでもある青いバンダナを頭に巻いた。「──ふぁ……」

　別のテントから欠伸しながら一人の少女が出て来た。

「おはよう、アレーシャ」

「……えぇ……おはよう……随ずい分ぶん早いわね」

　肩かたほどの長さがあるライトブラウンの髪に、翡ひ翠すい色の眼をした少女──アレーシャは眠ねむそうに眼を擦こすりながらリカルに挨あい拶さつを返す。普ふ段だんは凜りんとしていて気品のある雰ふん囲い気きなのだが、今は寝ね起おきのためにどこかあどけなさの残る少女のように見えた。

　しかし、そんなアレーシャこそが赤いディライヴァーのジアを操あやつる搭とう乗じよう者なのだ。

「そうでもない、さっき起きたところだ…………ユキは？　まだ寝てるのか？」

　アレーシャが出て来たテントの方を見ながらリカルがそう訊ねる。アレーシャはタンクの水で洗った顔をタオルで拭ふいて「ふぅ」と息を吐はいてからリカルに向き直った。

「まだ寝てる。心配だからって勝手に覗のぞくんじゃないわよ？」

「それくらい弁わきまえてるつぅの……俺をなんだと思ってんだ？」

「言っていいのかしら？」

　ニヤニヤと愉ゆ快かい気に笑うアレーシャの顔を見て、リカルはげんなりとした気分になる。

「……前にも言ったが別に俺とユキはそういう関係じゃねぇんだからな？」

「あたしにまで照れなくてもいいのよ？　ジョンと違ちがってからかったりなんてしないし」

「だから違うって…………あと、ニヤけながら言われても説得力皆かい無むだからな」

　アレーシャは事あるごとにニヤニヤとリカルとユキの関係を邪じや推すいしてくるのである。

（女ってのはどうしてなんでもかんでも色いろ恋こい沙ざ汰たにこじつけようとするんだか……）

　うんざりとリカルは大きくため息を吐ついてそんなことを考えた。

　実際に口に出したら面めん倒どうなので言いはしないが……

「……ん？　つか、一機足りなくないか？」

　ふと、リカルは岩場の陰で膝をついているディライヴァーの姿を見た。

　あそこには昨日まで三機のディライヴァーがいたはずなのだが今は二機しかいない。

『おい、さっさと移動の準備をしろ』

　そう思った矢先、頭上から声が聞こえてきた。二人が視線を上げると、巨きよ大だいな岩山の上で狙そ撃げき銃じゆうを構えている黒いディライヴァーの姿がそこにあった。

〈マーク・マーキー〉

　ジョンが搭乗者として登録されている遠えん距きよ離り射撃と索さく敵てき能力に優すぐれた機体である。

「朝っぱらからなんだよ！　つか拡声器の音量デケェ！　ユキが起きるだろうが！」

　リカルがマーキーに乗っているジョンに向けてそう怒ど鳴なると、逆に怒鳴り返された。

『口動かす前に手を動かせ！　ライアスの部隊が近づいて来てんだよ！』

「「ッ!!」」

　リカルもアレーシャも、ジョンの報しらせを聞いた瞬しゆん間かんに行動に移った。リカルは貴重な水の入っているタンクを運び、アレーシャはまだ眠っていたユキを起こす。

「ユキちゃん、起きて！　すぐに出発するわよ！」

　その時、タンクを運ぶ途と中ちゆうでリカルはテントの入り口から起き上がるユキの顔を見た。

「…………は、い……今……おきます……」

　ユキの顔は昨日見た時より赤く、元気もない。そして何より、どこかボンヤリしていた。

「っ……………………くっ」

　今は状じよう況きようが状況のため、リカルはそのことに触ふれず、すぐにタンクを運び、テントの撤てつ収しゆうに取り掛かるのであった。
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　荷物をまとめるとリカルたちはすぐにディライヴァーに乗り込んで岩場から移動した。

　マーク・マーキーは向きを反転させながら走行し、後方にいる敵部隊の様子を見る。

　そこから得られる映像を確かく認にんし、ジョンは通信を他の二機に繫つなげて簡易な報告をする。

『あー……とりあえず後続部隊はいねェな。足の速い連中だけが追って来てる感じだな』

「そう……すぐに見つかったのは幸いね…………戦せん闘とうは避けて、このまま──」

　アレーシャが指示を出そうとしたとき、ヴォールトが先に動いた。

　ヴォールトの搭乗者であるリカルは有う無むを言わさぬ口調で言い切る。

『数は少ないんだろ。さっさと片付けるッ』

「え、ちょっとリカル！　勝手な行動は──」

　アレーシャがリカルを止めようと声を掛けるが、それよりも早くヴォールトの腰よう部ぶに取り付けられていたメインスラスターが青い火を噴ふん射しやした。

　爆ばく発はつ的に加速したヴォールトは約二キロ先にいる四機のステアクラストを捕捉する。

『オウル一、サーペント一、ウードロース二…………これなら俺一人でいけるから、アレーシャはスピードを緩ゆるめてハッチを開けておいてくれ』

「だから勝手な行動を──」

　アレーシャが何か怒鳴りつけているが、既すでにリカルの耳には届いていない。ヴォールトの接近する速度と、相手の追跡する速度が合わさり、両者の距離はグングン縮まっていく。

　オウルと呼ばれる頭部に大きめのレーダーを搭とう載さいした偵てい察さつに適した機体と、サーペントと呼ばれる運動性能の高い機体、さらにコストパフォーマンスに優れた量産機であるウードロース二機が、迫せまり来るヴォールトに向けて突とつ撃げき銃を向ける。

　そして、四機のステアクラストの突撃銃がヴォールトに向けて一いつ斉せいに火を噴いた。

　銃じゆう弾だんの速度とヴォールトの速度。相対速度から見てリカルから迫り来る銃弾は音速を軽く超こえるように見える。だが、リカルは怯ひるまない。腰部のスラスターが噴射方向を左に向けると、その反動でヴォールトの機体は右に跳とび、迫り来る銃弾を完全に回かい避ひする。

　──ガチャンッ！

　両りよう腕うでの装甲がスライドし、手を保護する形へと変化する。スラスターによる高速機動で回り込んだかと思えば、敵部隊の中心を駆かけ抜ぬけ、その一瞬で拳こぶしが思い切り振ふり抜かれる。

　──ドスンッ!!

　大たい砲ほうでも撃うたれたような音が轟とどろいた頃には、頭部に大きめのレーダーを搭載していたオウルが当初の姿が見る影かげもなく完全に破は壊かいされて地面に伏ふしていた。

　インパクトの一瞬に収納されていたスラスターが噴射されたのだ。加速された拳の威い力りよくは大砲の一撃と同等か、それ以上。並のステアクラストの装甲など呆あつ気けなく貫かん通つうする。

『まず、一機』

　リカルはコクピット内で拳を握にぎる。この場で一番厄やつ介かいだった索敵能力のあるオウルを潰つぶせば確実に敵部隊の追跡を楽に振り切れるようになる。とはいえ、まだまだ油断は禁物。

　リカルもすぐに次の行動に移った。ヴォールトは大きく迂う回かいして敵の反撃に備える。

『は、速いッ!?』『バカッ！　早く撃てッ！』『ど、どこいったんだッ!?』

　無線からそんなやり取りが聞こえてきて、残った三機は味方のオウルが撃げき破はされたことに動どう揺ようして連れん携けいも取れずに慌あわてているのが明らかだった。

『このままケリをつけて──』

　リカルがそう意気込んで再びスラスターを噴射させようとした時、一瞬で三機のステアクラストの胴どう体たいに風穴が空いた。

『──は？』

　──ドンドンドンッ！

　遅おくれて聞こえた三発の銃声。リカルはスラスターを停止させ、銃声のした方向を見た。

『……今の、俺一人で十分だったはずだが？』

　ヴォールトのカメラを拡大させて映像を見てみると、マーキーが狙撃銃を構えている姿があった。銃口からは硝しよう煙えんが昇のぼっており、今さっき銃弾を撃ったということがわかる。

　ジョンは、やれやれと呆あきれ気味に嘆たん息そくした。

『もう少し素す直なおになったらどうだ？　テメェの目的を叶かなえてやったんだぜ』

　そんなやり取りをする二人の通信にアレーシャが怒鳴り声で割って入ってきた。

「ちょっと、何勝手な事してるのよ！　上手うまくいったから良いものを、もしも失敗してたらどうするつもり──」『おいアレーシャ、ユキ・ヒメシマの様子はどうだ？』

　アレーシャの怒いかりが本格化する前に、ジョンがそんな質問を投げかけてやる。

「え？　ユキちゃん……」

　ハッと我に返ったアレーシャはコクピット内にいる一人の少女を見た。

「はぁ……はぁ……」

　狭せまいコクピット内で一つの座席に二人座るのは無理なので、アレーシャの膝の上に座る形となっている。そんなユキは今、苦しそうな息いき遣づかいでぐったりしていた。

『おい、ユキは大だい丈じよう夫ぶなのか！』

　通信越ごしにでも、体調が悪いのは明らかで、リカルは気が気でないという表情だった。

　その様子を見てアレーシャは先ほどのリカルの独断行動の理由を理解した。リカルはユキの体調を案じてすぐにこの状況を終しゆう了りようさせようと動いたのだろう。

『アレーシャ、さっさとユキ・ヒメシマを休ませられる場所に運ぶぞ。ガキ、テメェもさっさと戻もどってこい』

「……わかったわ」

『ああ、今戻る』
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「…………レーダーに反応なし…………こんなもんだろ」

　周囲に敵の追っ手がいないかをそれだけでリカルは判断した。

　そしてすぐにジョンたちの方へと戻るためにヴォールトの脚きやく部ぶローラーを稼か働どうさせた。

　だが、後々にこの怠たい慢まんがリカルたちの首を絞しめる。

　ユキのことで頭が一いつ杯ぱいになっていたリカルはそんなミスを犯おかしてしまったがために、その存在には気が付かなかった。

『青いディライヴァー…………発見』

　灰色の装そう甲こうを持った機体に遥はるか彼方かなたから見られているということに……
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　日が落ち、既に空には満天の星が見える。

　あれからまた別の大きめの岩陰に三機のディライヴァーが並んで膝ひざをつき、その足元には一つのテントと、二つの人影があった。その二人は焚たき火びを中心にして向かい合っている。

　一人はリカルで、もう一人はジョンであった。

「…………（カタカタカタカタッ）」

「……ふぅ……おいガキ、ちょっとは落ち着け」

　リカルは小刻みに貧びん乏ぼう揺ゆすりしながら何度もテントの方を見ていて、ジョンは煙草たばこを吸いつつそれをたしなめた。

「俺は落ち着いてる（カタカタカタカタッ）」

　真顔でハッキリ淀よどみなく言い切るリカルだが、貧乏揺すりは継けい続ぞくしていた。

「どこがだ。まったく……普ふ段だんは冷静に対応できるくせに、ユキ・ヒメシマのこととなると途と端たんに熱くなるよな、お前」

「うるせぇ……悪いかよ」

「悪いとは言ってねェさ。見てる分には退たい屈くつしねェからな」

　ジョンは煙草を咥くわえたまま愉快気に笑う。リカルはその反応に不快感を覚え、何か言い返そうとした時、テントからアレーシャが出てきた。

「！　アレーシャ……ユキは！」

「落ち着いて。今眠ねむったところなんだから」

　アレーシャはリカルをたしなめてから焚火を取り囲む席の一つに座る。

「疲ひ労ろうから熱を出しちゃったみたい。それにもともとステアクラストに乗り慣れてないことも重なって意識を失ったのよ。今のところしっかり休ませれば大したこともないわ」

「……そうか…………はぁー……よかったぁー……」

　話を聞いた途端、リカルはそれまで切せつ迫ぱくしていた表情が緩み、胸むねを撫なで下ろした。

「でも、そんな余よ裕ゆうはないわ。ライアスの追っ手がまだ諦あきらめる保証もないわけだし」

　アレーシャがそう言った途端、ジョンは同意するように頷うなずいた。

「そうだな。あの変態市長様はヴォールトのことがお気に入りみたいだし、下手すりゃ地の果てまで追ってきちまいそうだ。明日あしたの朝には出発するぞ」

　そう告げたジョンをリカルは睨にらみつけた。

「そこまで急がなくても良いだろ。せめて熱が下がるまで……ユキを無理に動かして体調が悪化したらどうするつもりだ！」

「だから落ち着け。この状態で襲おそわれた方が何倍もユキ・ヒメシマに負担が掛かかるぜ？　総合的に見て、多少無理させてでも移動した方が合理的だぞ」

「っ……それはそうかもしれねェけど……！」

　理解はしているが納なつ得とくはしていないという顔をしているリカルに、ジョンは続けて言う。

「第一な、俺たちの物資には限りがある。水や食料はもちろん、戦うための弾だん薬やくやスラスターの推すい進しん剤ざいだって余裕があるわけじゃねぇ。そもそも、俺のマーキーのスラスターはまだ故障してるんだ。本当なら戦える状態じゃねぇんだっつぅの」

「それは……そうだが……」

　ジョンの言うとおり、本来なら今のリカルたちは戦闘行動を避さけるべきなのだ。

　ここでユキのために動かないという選せん択たく肢しは、ハッキリ言ってもっとも危険といえる。

　それに加えてジョンはユキに対する気き遣づかいも忘れているわけではなく、ちゃんとフォローもしてくれている点を考こう慮りよすると、リカルもジョンに対しては強く反論もできない。

　またスラスターを壊こわした原因は自分にあるため、その負い目がないとも言い切れない。

　そうとわかっていても、リカルは黙だまっていられなかった。

「でも、こうして逃にげててもユキが疲ひ弊へいするばっかりだ……何か手を打たないと……」

　リカルは必死に現状を打開する方法を考える。その姿を見てアレーシャは自分を恥はじた。

「……リカル、ごめんなさい」

「え？　なんだよ、急に……」

　突とつ然ぜんのアレーシャからの謝罪にわけがわからない様子のリカル。

「ユキちゃんのことよ。本当ならあたしが気が付いてあげなくちゃいけなかったのに」

「……あ、いや……そんなことないって。ユキはもともとステアクラストに乗り慣れてなくて酔よいやすいのを、俺が無理言ってジアの方に乗せてもらったんだし」

　ユキを乗せるなら長ちよう距きよ離り戦に特化して動きの少ないマーキーが適しているが、ジョンとユキを一いつ緒しよにしておくのは、良くないと感じたリカルがアレーシャに頼たのみ込んだのだ。

　その考えはリカルだけでなく、この場の全員が持っていたらしく、ジョン自身も思春期の女の子の気持ちを考慮して何も言わずに、満場一いつ致ちでユキをジアに乗せることとなった。

　だがその結果、ジアはユキのことを考慮してスラスターの使用が制限されてしまう。またヴォールトは武装がないため、実質まともに戦せん闘とうができる機体はこの中にはない。

「辛しん気きくせぇこと言っても仕方がねェだろ。それよりも今後のことだ。そうでなくても予定より遅れてるんだ。このままだと本隊と合流できなくなっちまうぞ」

　今はホルトゥス本隊との合流のために進行しており、予定だったらもっと進んでいるはずだったのだが、ライアスの追っ手からの逃とう走そうのため、その予定に遅れが生じている。

「……でも、ユキちゃんに無理させて酷ひどい病気になったら大変じゃないの？」

「それも承知の上だ。そもそもこの辺りで追っ手を気にせず休める場所なんてねぇだろ」

　ジョンがアレーシャに投げやり気味にそう答えると、アレーシャは不敵に笑った。

「それがそうでもないの。さっき一応周辺の地図見たら、この近くって…………あ、リカルはちょっとユキちゃんのこと見てもらっていい？」

「……ああ、わかった」

　どうやらまだ自分には詳くわしい内部事情は聞かせたくないのだなとリカルはすぐに理解して、アレーシャに言われた通り席を外してユキが眠るテントの中に入った。

「すぅ……すぅ………」

　テントの中ではユキが毛布を重ねて作った即そく席せきの布ふ団とんで横になり、規則正しく寝ね息いきを立てていた。額に汗あせをかいていたので、リカルは近くにあったタオルで顔を拭ふいてやる。

「……無理してたんだろうな、やっぱり」

　わかっていたことだが、まさかここまで酷くなるとは思っていなかったリカルは、自分の考えの甘さを痛感した。平和な時代で生活していたユキにとって、この時代がどれだけ適していないのか、もっと真しん剣けんに考えてあげるべきだったと……

　汗を拭いたタオルを水につけてから絞しぼり、そっとユキの額に置く。

「ぅんっ……ん………………リカル、さん？」

「あ……悪い、起こしちまったか？」

　薄うすく目を開き、ぼんやりとした眼まな差ざしでユキはリカルのことを見て微笑ほほえむ。

「……いえ、むしろ……リカルさんの顔を見られて安心しました」

「そっか……何か欲ほしいものとかあるか？」

「……欲しい、もの？」

　熱で意識がはっきりしてないのか、ユキはどこかまどろんでいるような表情で口を開く。

「……すりリンゴ……」

　風邪かぜをひいた時は、あまり固い物は食べられない。そして今は甘いものと水分のあるものを口にしたかったので、ユキはそう口にしたが、リカルは困った表情を見せた。

「リ、リンゴ…………そんな高級品は流石さすがに用意は……」

「あ…………」

　リカルの表情を見て、自分がかなり無理難題を言ってしまったのだと気が付いた。

「……ごめんなさい、なんか……つい……こういうとき、なんとなくそういうの口にしてたような気がして……忘れてください」

「………………いや、俺こそ悪い。変な期待させちまって」

　リカルとユキではこれまでの生活水準がまるで違ちがう。ユキにとっては普ふ通つうに思えることでも、リカルにとっては難しいことであるなど、二人の間で嚙かみ合わない点は多々あった。

　自分では実現は難しい。リカルはそう理解していても、ユキの願いはどうにかして叶えてあげたいという思いがあった。

「……いや、この辺りはアルカディアに近いし、頑がん張ばればリンゴも手に入るはずだ」

「……アルカディア……？　確か……隕いん石せきが降ってこない安全地帯、でしたよね？」

　以前、都市トルメニアでそんなことを聞いたことを思い出すユキ。

「あの時は説明が途と中ちゆうだったな……まぁその通りだ。あそこは隕石が降ってこないから都市のある地域では絶ぜつ滅めつした前世紀──ユキの時代にもあった植物や環かん境きようが残ってるんだ。アルカディアには都市とは違ってコロニーって呼ばれる村の集まりがあって、それぞれの村に役目がある。果物くだもの、野菜、畜ちく産さん、麦むぎ穂ほ……村ごとで分担管理して作物を作ってるんだ。一つのコロニー内でも村の間が数十㎞は離はなれてて、村同士の移動には馬車とか使うんだ」

「馬車……？　……ホバーとか、ビークルとか、ステアクラストは使わないんですか？」

「使わない、じゃなく使えない、だ。あそこは神聖な土地で機械類は起動しなくなる」

「……神聖な土地？　……使えない？」

「……まぁ、実際はそう教え込んでいるだけで、ハッキリ言って原因不明なんだよ。とりあえずアルカディアに入ると数分で機械が動かなくなる、としか言えないな」

　すべてのステアクラストは一度稼働すれば酷い破損でも起きない限りは実質半永久的に動き続けることができる。そこにどんな原理があるのかリカルは知らないが、これも古代技術を司つかさどるバベルあってのものなのだろうと漠ばく然ぜんに考えていた。

「とりあえずヴォールトでアルカディアの境界線まで行って、まぁそうだな……そこから三日三晩歩き通せば、運よくコロニーの端はじっこに辿たどり着けるかもしれないな。そこでリンゴを買って、また歩けば……うん、早ければ一週間で帰ってこれるな」

　そんな計算をするリカルに、今度はユキが困ったような表情をする。

「あ、あの……別にそこまでしなくても…………そんなに気を遣つかわないでください」

「え、いや……別に俺なら問題ないぞ？　一週間なんて、あっという間だぜ？」

「いえ……本当に大だい丈じよう夫ぶですから。それに……今は私たちは追われてる身ですし……その足を引っ張ってる私が言えたことじゃないですけど……先を急ぐべきだと思います。明日の朝までにはどうにか良くなるように頑張りますから……だか、ら…………」

　ユキの手が伸のびてきて、そっとリカルのジャケットの袖そでを摘つまむ。

「……私のために、そんなに無理……しないで、くださ……ぃ…………」

　そんなことを言い残し、ユキは瞼まぶたを重そうに閉じて眠りについた。

「…………何やってんだよ、俺」

　リカルは左手で顔を覆おおい、顔をしかめる。

「病人に気を遣わせる上に…………何を無茶苦茶なこと語ってんだ」

　自分でも途中からかなり無理を言っている自覚はあったが、ユキの前ではどうしてか頼たよられる存在でありたいという気持ちが働き、ついつい大たい言げん壮そう語ごを吐はいてしまう。

　とはいえ、そんなリカルでも今のユキの発言には反論したい点があった。

「…………無理してるのはどっちだよ」

　リカルはそう呟つぶやいて、自分の袖を摘むユキの手をそっと毛布の中に戻もどしてやる。

「本当は、誰だれよりも不安なくせに……」

　リカルはそう呟いて、自身の左手の腕うで輪わに視線を送る。この腕輪こそディライヴァーを動かすためのもので、尚なお且かつ、ユキが古代人であるという証しよう拠こだ。そしてユキからの依い頼らい料の前まえ払ばらいでもある。ユキを家族のもとへ連れて行くという依頼に契けい約やくしたのだ。

「…………やっぱ、会わせてやりたいな」

　望みは薄いとわかっていながらも、リカルはユキのことを思ってそう呟く。

　これだけ優やさしい少女が、このまま家族に会えないままになってしまうなど、惨むごすぎる。

　リカルがそう考えながらユキのことを見ていたとき、テントの入り口が開いた。

「……リカル、ちょっといい？」

　アレーシャが入り口から顔を出し、ユキが寝ていることを確かく認にんして小声でそう言った。

「今後の方針でも決まったのか？」

「ええ、ちょっと迷ったけど……リカルの言った通り、ユキちゃんの保護もあたしたちの大事な仕事だし、この場合は仕方ないかなって」

「？　どういうことだよ」

「まぁ、いいから来て」

　アレーシャに手招きされてテントを出る。何故なぜかジョンの姿がなかった。

「グラサンはどうした？」

「ちょっと本部と通信中よ。合流ポイントを変へん更こうした方が効率的だったし」

「変更？　進路を変えるのか？」

「ええ。追っ手も来ないし、そこでならユキちゃんも安静にできると思って」

　アレーシャのその言葉に、リカルはすぐに食いついた。

「本当か？　それってどこだっ！」

　アレーシャは小型の端たん末まつを取り出し、何かのスイッチを押す。すると、端末のディスプレイから立体映像が出てきて、この辺りを示す地図が表示された。

「相変わらず古代技術はスゲェな……」

　投とう影えいされた映像に関心するリカルを他所よそに、アレーシャは映像の地図の上を指で示した。

「ほら、ここよ」

「ここ……？　……ん？　ちょっと待て……これが、この岩場で……こっちに見えるのが、あそこにある岩場だよな？　えっと……だから……」

　リカルは地図上に示された位置と周囲の地形を入念に確認する。そして、アレーシャの顔を信じられないとでも言いたげな顔で見た。

「あのさ、ここって……まさか」

　一応確認のために恐おそる恐るリカルがそんな質問をすると、アレーシャはそのリアクションに満足したような笑みを浮うかべながら頷うなずいた。

「そうよ。あたしたちがこれから向かう場所は──」
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　──チュンチュンッ……

「…………ん、んん…………」

　不意にどこからか小鳥の声が聞こえてきて、ユキはゆっくりと目を開く。

「…………あれ？」

　最初に視界に入って来たのは、木の梁はりと板で作られた見慣れない天てん井じようだった。

　横になったまま視線を別方向に向けると木製のテーブルや床ゆかが目に入り、ここが木造の小屋の中であることがわかる。その上、どこからか青々とした草の匂においがしてきた。

「……ここ、どこ？」

　だるい身体を起き上がらせ、自分が着ている衣服が違うことに気付いた。白いセーラー服ではなく、何かの紋もん様ようが織り込まれた肌はだ着ぎであった。状じよう況きようがわからずに首を傾かしげるユキ。

　その時、建物の扉とびらが開いてユキにとって見慣れた顔の少年──リカルが入って来た。

「おっ……ユキ、目が覚めたか？」

　リカルの手には大きめのプレートがあり、そこには何かが載のせられている。

「……リカル、さん？」

　リカルはテーブルにプレートを置き、載せられていた赤い物体をユキに見せる。

「ほら、これ、ユキが食べたいって言ったろ？」

「…………リン、ゴ？」

　リカルの手にあるのは、赤々と熟うれた大きなリンゴで、甘く芳ほう醇じゆんな香かおりが漂ただよってきた。

　これは間ま違ちがいなく本物だ。そんな本物のリンゴを前にして、ユキは何度も瞬まばたきをしてこれが現実であるのかを確かめる。

「え……だってこれ、アルカディアまで行かないとないって……」

　朧おぼろげではあるが、昨日のリカルとの会話を思い出してそんなことを口にするユキに、リカルはイタズラが成功した少年のように笑った。

「ユキ、俺たち今、どこにいると思う？」

「どこって…………」

　ユキの視線は、自然と先ほどリカルが入って来た扉の方に向けられた。

　ゆっくりとベッドから降りようとするユキ。

「……あ」

　立ち上がった瞬しゆん間かんに、急に力が抜ぬけて立っていられなくなり、倒たおれそうになる。

「おいおい、まだ熱があるんだから無理するなって」

　リカルは素す早ばやくユキを受け止め、ユキの身体をしっかりと支えてやる。

「あ、ありがとうございます……」

「どういたしまして……ほら、俺に寄りかかって」

　リカルからそんな風に支えられてゆっくりと扉まで歩いていく。

「あんまり驚おどろいて腰こしを抜かすなよ？」

　リカルは冗じよう談だん交じりにそう言ってドアノブを摑つかみ、ゆっくりと捻ひねってドアを開け放った。開いたドアから入ってきた太陽の光が眩まぶしくてユキは目を細めた。だが、それも一瞬。明るさに慣れた目の中にドアの向こうに広がる一面の〝緑〟が飛び込んでくる。

「…………わぁっ」

　気が付いた時には、そんな感かん嘆たんが口から零こぼれていて、それを恥はずかしいと思う暇ひまもなく、眼の前に広がる光景にユキは感動していた。

「スゲェだろ？　ここんとこ荒こう野やばっかり見てたから、余計にこの景色が綺き麗れいに思える」

　リカルはユキの表情を見てその感動に共感していた。ユキたちがいるのは小高い丘おかの上にある小屋で、下には点々と小さな木造住宅があり、綺麗な川が流れている。

「リカルさん……この村って……」
















　リカルはユキの言葉に頷き、ここがどこであるのかということを明かした。

「そう、アルカディアの中にある村だ」

　──アルカディアにいる。

　昨日の話を聞いた限りではそれは到とう底てい不可能なはずなのに、どうしてそんなことになっているのかわからずユキは啞あ然ぜんとしてしまう。

「俺たち、しばらくこの村に滞たい在ざいすることになったんだ。ここならライアスの追っ手も来ないからゆっくりできるぜ」

　現状はよくわからない。それでも、ユキはリカルから告げられたその言葉に、コールドスリープから目覚めて以来これまで感じたこともない安心感を覚えたのであった。







　１　リカルの過去







　都市ライアス・バベル上層の一室。

　ホルトゥスのディライヴァーと、奪うばわれたヴォールトの追つい跡せきに向かわせた部隊からの報告はどれも芳かんばしくない内容だった。

「クソッ……！　部隊は悉ことごとく撃げき退たいされたどころか、今度は完全に見失っただと！　ふざけるのも大たい概がいにしろよ、あのドブネズミめぇぇぇぇぇぇ!!」

　半はん狂きよう乱らんとなりながらライアスの市長であるケビン・ライアスは読み終えた報告書を摑み、引き裂さいて力ちから一いつ杯ぱいに投げつけた。紙かみ屑くずとなった報告書は部屋の中に散らばっていく。

「はぁぁ……クソ、クソ、クソ……チクショウめ！　私のディライヴァーを、あのドブネズミ、よくも……よくもぉ……！」

　リカルのことを思い出し怒いかりに打ち震ふるえるケビン。そんな中、内線のコールが響ひびく。

「…………ふぅー……ふぅー……」

　数コールの間を置き、深呼吸をして頭に上った血を下げてから、通話ボタンを押す。

「……何の用だ？」

『ケビン様、〈ネビュラス〉と名乗る者から通信が入ったのですが……』

「……繫つなげ」

『畏かしこまりました』

　ピーッという電子音が聞こえ、その後にスピーカーから無機質な女の声が聞こえてきた。

『──こちらネビュラスです』

「……一体何の用だ？」

『……ディライヴァーの行方ゆくえをお知らせしようかと』

「なんだとッ……！」

　ケビンはネビュラスの言葉に大きく目を見開く。

「どこだ！　私のディライヴァーは！　あのドブネズミも、どこにいやがるッ!!」

『…………』

「おい、黙だまってないで何とか言え!!」

　通信機の向こうから、どこか呆あきれの感情のこもったため息が聞こえてきた。

『ただで情報を与あたえるとでも？』

「ッ…………！　なにが、望みだ……？」

　こちらの足元を見るようなネビュラスの発言に、今すぐにでも怒りで震えるその拳こぶしを通信機に向かって振ふり下ろしたい衝しよう動どうに駆かられるケビン。

　しかし折角の情報をむざむざ逃のがすことはしたくないので、どうにか我が慢まんする。

『……近くにいるそちらの機体を貸していただくこと……です。青以外にも二機のディライヴァーが同行しているので、私はそちらを鹵ろ獲かくしたいので』

「……何機だ？」

『最低でも二〇は欲ほしいですね』

「……多すぎる、今の追跡部隊の半分も持って行かれては、こちらが私のディライヴァーに人員を回せないではないか！」

『…………対象はアルカディアの奥地にいます。通常装備しかないステアクラストでは、到とう達たつすらできません』

「…………なんだと？」

　思わず耳を疑ったケビン。一方、それを補足するようにネビュラスは語り出す。

『追跡部隊に投入しているすべてのステアクラストを預けてくれるのならば……青いディライヴァーも鹵獲を試みますが…………どうします？』

「ま、待て……！　アルカディアにいるとは……どういうことだ？　あそこは機械の類たぐいが動かなくなるはず……！」

『どうしますか？』

　同じ質問を繰くり返すネビュラス。どうやらケビンの疑問に答えるつもりはないらしい。

「…………わかった、好きにしろ」

『了りよう解かいしました。では、標的の青いディライヴァーの情報と、可能な範はん囲いで搭とう乗じよう者の情報を……できれば顔など映像データを譲じよう渡としてください』

「……あのドブネズミの……？　そんなものをどうする？」

『ディライヴァーに乗ってる時に狙ねらうより降りている時を狙った方が楽なので』

「…………少し待て」

　ケビンは通信を一時保留にして、机の引き出しを開いた。

　以前、ユキの入ったカプセルを運うん搬ぱんする際に参考にした運び屋たちのデータを集めたメモリがそこには入っていた。ケビンはそれをコンピュータに読み込ませた。

「……これだな」

　リカルの写真を選せん択たくし、今電話をしている相手に写真のデータを転送するケビン。

「今画像データを送ったぞ」

『はい、確かく認にんしまし──………………え？』

　今まで機械のように事務的な声を出していたのに、突とつ如じよ一転してスピーカーの向こうから驚きの感情のこもった声が聞こえてくる。

「どうした？」

『あの、この……頭に青いバンダナを巻いて、灰色の髪かみの男が……ディライヴァーの搭乗者……ですか？』

「ああ……生意気な運び屋のガキで……確か名前はリカルとかいったな。だが、私から言わせればただのドブネズミだ」

　ネビュラスの変化を特に気にする様子もなく、椅い子すに座ってふんぞり返るケビン。

『……情報の提供を感謝します。……この男はどうしますか？』

「……生いけ捕どりだ。私の前まで連れて来い。直々に私の手でこいつは殺す」

　ケビンは固く拳を握にぎりながら、画面に映るリカルに殺意を込こめた眼まな差ざしを送る。

『では、契けい約やく内容の変へん更こうをこちらから申しん請せいします』

「…………は？」

　一瞬、通信相手が何を言っているのかケビンには理解できなかった。

『ディライヴァーの共有を破は棄きする代わりに……私にこの男の殺害を許可してください』

「……な、何を言ってるんだ貴様？　正気か？」

　ケビンとしては破格の条件だ。むしろリカルの殺害を望んだのはディライヴァーの所有権を一部とはいえ奪われることに対する八つ当たりのためだったと言っても過言ではない。

　だからこそそんな条件で所有権を破棄するというネビュラスの言葉が信じられなかった。

『いたって正気です。私にとってはディライヴァーの所有権より──……』

　ネビュラスの声が途と切ぎれたかと思えば、すぐに今までで一番低い声が聞こえて来た。

『その男を殺すことの方が、ずっとずっと……ずっと……大事なことですから』

「…………」

　通信越ごしとはいえ、ネビュラスの言葉から感じ取れる執しゆう念ねんにケビンは寒気を覚え、すぐに言葉を発することができなかった。

『それで……どうしますか？』

「……あ、ああ……良いだろう。そこまで言うなら、ドブネズミの処分は好きにしろ」

『感謝します。それでは……何か、他に情報はありませんか？』

「……他の情報って……ドブネズミに関する情報は今送っただろ？」

『いえ他にこの男の……例えば、そう…………大事な人……などはいませんでしたか？』

「そんな奴やつは……………いや、待て……」

　少し考え込んで、ケビンはあることに気付いて別の画像データをネビュラスに送る。

「今送ったのは、さっきのドブネズミがわざわざ助けようとしていた女だ」

『……姫ヒメ島シマ雪ユキ……青いディライヴァーの正規の搭乗者、ですか？　この女の身み柄がらについてはなにか要望でも？』

「そちらの好きにしろ。私にはもうこんな小こ娘むすめは必要ない」

　ケビンがそう言ったとき、数秒ほどの間が空いて、

『──ふふっ』

　とても楽しげな声が聞こえた。

「っ!?」

　しかしどういうわけかその声を聞いた途と端たんにケビンは背筋が震えるほどの悪お寒かんを感じた。

『では、ディライヴァー三機の鹵獲……及および青いディライヴァーの運搬を執とり行います』

　ネビュラスの声は元の感情の起き伏ふくが少ない無機質なものへと戻もどる。

「わ、わかった……部隊の者には、お前に従うように指示を出しておく」

『その必要はありませんし……そもそも中身も要いりません』

　そしてその要求に、ケビンは耳を疑う。

「……どういうことだ？」

　ネビュラスの言葉の意味がわからずにそう訊たずねる。

『機体だけで結構。〈スペリアー〉の私にとって、他の搭乗者は邪じや魔まです』
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「あの……ここがアルカディアって所なのはわかったんですけど……どうやってここまで来たんですか？　もしかして……私、何日も寝ねたままだったんですか？」

　小屋の中のベッドに戻されたユキにリカルはリンゴの皮をナイフで剝むきながら答える。

「いや、あれからせいぜい七時間程度しか経たってないぜ」

「七時間…………でも、アルカディアに入ってからコロニーの端はしの村に到とう着ちやくするまで三日は掛かかるって……それにここってコロニーの中心だって……」

「まぁとりあえずこれ食べて落ち着け……ほれ」

　昨日話した内容と現在の置かれた状じよう況きようの差に混乱するユキにリカルは皮を剝いたリンゴをすばやくすりおろし、底の深い椀わんに入れ、木匙さじと共に手て渡わたした。

「あ……すりリンゴ……」

「昨日は何も食えなかっただろ？　とりあえずは先にソレを腹に入れて、食欲出てきたらコレも食べろよ」

　リカルはそう言って、先ほど持ってきたプレートの上に置かれたパンを指さした。

「は……はい……いただきます」

　リカルからすりおろしたリンゴの入った椀を受け取り、一匙掬すくって口に運んだ。

　口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、瑞みず々みずしい甘さと仄ほのかな酸味が口の中に広がり、自然とユキの頰ほおが緩ゆるむ。

「甘くて、おいしい……」

「そりゃよかった。粘ねばって値切った甲か斐いがあったぜ」

　ユキが喜んでくれたのを見て、リカルも満足気に頷うなずく。だが、リカルの言葉を聞いた途端にユキの表情は曇くもってしまった。

「……もしかして……これ、リカルさんのお金で……？」

「気にしなくていいって。これでユキが元気になってくれるなら安いもんだ。そもそも、俺のって言ってもケビンのクソ野や郎ろうが捨てた金の残りだしな」

　リカルはそんな風に笑っていたが、ユキは後ろめたさを覚える。この時代、ユキが知っている時代より物価が高い。リンゴ一つでも高級品と呼ばれるほどの価値のあるものなのだ。それをずっと迷めい惑わくをかけっぱなしの自分が貰もらうのに申し訳ない気がしてならなかった。

　一方のリカルはユキが落ち込んでいることにも気が付かず、おもむろに立ち上がった。

　小屋の窓はすべてガラスの代わりに木でできた庇ひさしで閉じられていて外の景色は見えない。その窓を開いて、リカルはユキに小屋の外を見せる。

「俺たちはコイツでそのままアルカディアの中を突つっ切って来たんだよ」

　開かれた窓の外。そこにあるのはユキにとって見慣れた青い機械の巨きよ人じんだった。

「……ヴォールト？」

　小屋の外にあるユキと共に発はつ掘くつされたディライヴァーのヴォールト。

　リカルの話では、アルカディアでは機械の類が使えなくなるはずなのに、どうしてヴォールトがここにあるのかと、ユキの中で疑問が生じる。

「俺も驚おどろいたけど、何故なぜかディライヴァーだけがアルカディア内でも稼か働どうできたんだよ。だからこうしてアルカディアに入って、さらにライアスからの追っ手もそう易やす々やすと来れないコロニーの中央までやって来たわけだ」

「ディライヴァーだけが……？」

「搭とう載さいされたバッテリーの容量が他とは桁けた違ちがいにデカくて、バベルからのマイクロウェーブ？　の充じゆう電でんがなくても稼働できる、とか言ってたな。正直意味はわからなかったが」

「マイクロウェーブ……？」

　コールドスリープの影えい響きようか、過去の記き憶おくを失っているユキ。しかし、ユキにはどうもその単語が妙みように引っかかって落ち着かなかった。

　そんなとき、突とつ然ぜん小屋の扉とびらが開き、そこから大きな荷物を持ったジョンと、両手いっぱいに衣服を持ったアレーシャが入ってきた。

「はぁ……まったく……こんな大荷物持ってここまで運ぶの、結構大変だな」

　ジョンはそんなことを呟つぶやきながら自分の腰こしを軽く叩たたいた。

「ぎっくり腰にはならないでよね。いい歳としなんだから」

「ならねェよ！　流石さすがにそこまで老おいてねェ！」

「はいはい。あ、ユキちゃん起きてたのね。体調は？」

　ジョンをたしなめつつ、アレーシャはユキにそう声をかける。

「あ……大だい丈じよう夫ぶです。まだ少しぼーっとしますけど、昨日よりずっと楽になりました」

「そう、よかった。でも念のためにもう少し安静にしててね」

　アレーシャにそう言われユキは素す直なおに頷くと、今度はリカルがアレーシャに声を掛ける。

「おう、買い出しお疲つかれ。頼たのんでたのは貰えたか？」

「はい、これが仕事着よ。これさえ着てれば他の村でも仕事が請うけ負えるそうよ」

「おう、助かる」

　リカルはアレーシャから受け取った紋もん様ようの入ったマントをジャケットの上に羽織る。

「……それ、このシャツとはなんだか少し違ちがいますね」

　ユキは自分が着ているシャツとリカルのマントに織られている紋様の違いに気が付いた。

「これ、この村伝統の織物なんだって。ユキちゃんが着てるのは微び風ふうを表していて、村にいる女性や子どもが着ることになってるの。ユキちゃん、制服のままだとしわになっちゃうから、私が着き替がえさせたの」

「そうなんですか……わざわざありがとうございました」

　ユキのお礼にアレーシャは「どういたしまして」と微笑ほほえみ返す。

「それで、だいたい一五歳以上の男は仕事を与あたえられて、紋様が仕事内容を表してるんだ。俺のが疾しつ風ぷうで、仕事を与えられる男の中でも、荷物の運うん搬ぱんを任せられているんだよ」

「荷の……運搬？　それってリカルさんの本職ですよね？」

「おう。本来なら全部の村回るのに馬とか使って一ひと月つき以上は掛かるけど、ヴォールトがあるから、どれだけ大量でも三日で終わらせられるぜ。それじゃ、ちょっと行ってくる」

　誇ほこらしくそう語るや否いなや、意気揚よう々ようと小屋から出ていくリカル。

「み、三日？　あの、リカルさん！」

　ユキが咄とつ嗟さにリカルを呼び止めようとしたが、その前にリカルがユキに伝言を残す。

「あとッ、俺の荷物少し置いて行くけど、触さわらないようにな、危ないから！」

「えっ、あ──ちょ…………あ」

　呼び止める前にリカルは小屋の扉を閉め、数秒後には小屋の外で止まっていたヴォールトが動きだす地鳴りがしたが、それもすぐに離はなれて何も感じられなくなった。

「はぁ……まったく、タフなガキだよな」

「あの……リカルさん、ちゃんと帰ってきますよね？」

「三日後にな」

「そう、ですか……聞き間違いじゃなかったんだ」

　リカルと三日後まで会えないと知り、明らかにがっかりした様子のユキ。

「まぁ、それはそれとしてだ……」

　ジョンは窓から身を乗り出し、小屋から離れていくヴォールトを見送る。

「…………これくらいいけばもう大丈夫だな」

　ジョンは窓を閉め、リカルが座っていた椅い子すをベッドの横に移動させて座る。

「ユキ・ヒメシマ……お前は結局何者なんだ？」

「え……それは……どういう意味ですか？」

　ジョンからの突然の質問。その意図がわからず、戸と惑まどいを隠かくせないユキ。

「なんでディライヴァーの搭とう乗じよう者でもない奴やつが、ディライヴァーと一いつ緒しよに発掘されたのか俺には謎なぞだ。もしかしたら本当は搭乗者かとも疑ったが……ライアスからの逃とう亡ぼう中はずっと激しい乗り物酔よいに悩なやまされていた。この時点で既すでに搭乗者としての適性が絶望的なんだよ。つまり、テメェはディライヴァーの搭乗者でもない」

「それは……最初からずっと言ってました」

　ユキにとってヴォールトのことをいくら自分の機体だと言われても、まったくピンと来ない。その印象は最初から今も変わっていない。

「……ユキちゃん……言ってなかったけどね、この時代にコールドスリープで送り込まれた人間には必ず何らかの役割が与えられているはずなの。例えばあたしとジョンなら、ディライヴァーを操あやつって戦うために」

　アレーシャは自分の胸に手を置き重々しくそう告げると、ユキは首を傾かしげた。

「役割……？」

「そうよ。他にも医者、学者、博士と呼ばれる人はもちろん、技術者……優ゆう秀しゆうな学生や優秀な遺伝子の持ち主も選ばれはするわ」

「ぷっ……テメェの場合は確実に劣れつ化か遺伝子だよな。主にむね」「黙だまれセクハラおやじ」

　茶々を入れようとしたジョンの発言を一いつ蹴しゆうし、アレーシャはユキに向き直る。

「……でも遺伝子の優秀な者は全員回収してあるはずだし、失礼ではあるけどあたしはあなたが優秀な学生であるとも思えない。一いつ般ぱんからの公こう募ぼもなくはなかったけど、その場合は集団でのコールドスリープになるの。リカルの話ではユキちゃんは一人だったのよね？」

　アレーシャの質問にユキはこの時代で初めて意識を取り戻もどした時のことを思い出す。

　月明かりが照らす荒こう野やにある貯水池の中で、開いたカプセルから起き上がり、そこで初めてリカルと出会ったのだ。

「……はい。私は一人で目覚めました」

　ユキのその言葉に、ジョンとアレーシャは向き直る。

「ヴォールトの発掘された場所に他に眠ねむってた野郎がいたとかか？」

「それだとユキちゃんの腕うで輪わが反応したことが説明できないわ。ディライヴァーに登録された腕輪は、他の腕輪と混同しないように他の着用者と離して眠らせるはず…………そもそもそれだったら初めからライアスが見落としてるのも妙な話よ」

　アレーシャがそう言うと、ジョンは面めん倒どうくさそうに頭をガシガシと搔かいた。

「それもそうか……となると、結局これも謎のままか。ちゃんとした機材のある場所に嬢じようちゃんを連れてって記憶を戻すしかねぇな」

「嬢ちゃんって……私のことですか？」

「いちいちフルネーム呼ぶのもメンドくせぇし、名字持ちだってバレたら厄やつ介かいだからな。別に文句とかネェだろ？」

「は、はい……えと……ジョン、さん……」

「っ!!　………………ジョンさん、だとッ!?」

　ユキから「さん」付けで名前を呼ばれた瞬間、明らかにジョンが動どう揺ようを見せた。サングラスでよく目元は見えないが、大きく目が見開かれていることだろう。

「えと……駄だ目めでした？」

「い、いや……それでいいぜ。アレーシャといい、あのガキといい……年下のクセに俺のことコケにしまくってたからな……そんな風に呼び慣れてないだけだ」

「は、はぁ……そうですか」

　アウトローな見た目の割に結構細かいことを気にするのだな、とユキは思ったのだった。

「ユキちゃん、この男は敬うことなんてないわよ。ここでの生活費を全部リカルに任せて自分は見張りと称しようして一日中寝ねてるつもりなんだから」

「見張りは大事だろ！　つか、アイツが自分で稼かせぐって言ったんだから俺悪くねェぞ！」

「黙りなさい、この中年ニート」

「あのなぁ！　お前の言うのは日本で流行はやってた意味合いで本当の意味は働く意欲がある奴が離り職しよくしてる場合のことを指すんだ！　そして中年言うな！　俺はまだ二〇代だぞ！」

「仮にあんたに働く意欲があるなら間違ってないじゃない。あと言動と行動が既に中年なのよ、あんたはとっくに」
















「──あの、今のどういう意味ですか？」

　二人の口論が激しくなる前に、ユキがわざわざ挙手をして発言する。

「あ？　嬢ちゃん、今のって……まさか俺の年ねん齢れいのことを疑ってるのか？」

　言い知れない迫はく力りよくを発するジョンに気け圧おされつつ、ユキはすぐにその言葉を否定する。

「そ、そうではなくて……リカルさんにここでの生活費を任せてるってところです」

「ああ、そのことか。アイツが自分で言いだしてな。別に俺たちの持ってる物売ったり、日ひ雇やといの仕事でも十分に暮らせたんだが……あのガキ、ここに着くなりヴォールト使って運び屋する代わりに、コロニーで取れる高級品取り寄せるとか言い出してな」

　そう言って、ジョンは近くのテーブルに置かれたパンとリンゴの皮を指さした。

「で、その前金で買ったのがそこの高級なパンとリンゴってわけだ」

「………………」

　ジョンから告げられた真実に啞あ然ぜんとするユキ。

「まぁ……十中八九嬢ちゃんに良いもの食わせたいって考えあってのことだろうな。その歳でアレだけ男を転がすとは、嬢ちゃんも中々魔ま性しようの女だな」

「……ちょっと」

　ジョンの失言にすぐにアレーシャは軽く肘ひじ打ちして注意を促うながす。ジョンとしては軽口で言ったつもりなのだろうが、ユキはとても思いつめた表情だ。

「……私……そんなにリカルさんに迷めい惑わくかけてたんだ」

　自分の手にあるすりリンゴの椀わんを見つめて重々しくそう呟いた。

「ユ、ユキちゃん？　リカルは別にあなたのこと責めてもないし、わりとまんざらでもないから、そんなに自分を責めなくても……？」

「……でも、目が覚めてからこれまでずっとリカルさんに頼たよりっぱなしで……私からは何もしてあげてないんです」

　ユキのその言葉を聞き、突とつ如じよジョンが神しん妙みような顔になり、重々しい口調で……

「あのガキ……実はマゾヒ」「だから黙ってろセクハラ中年。ジアで叩っ斬きるわよ？」

　再び茶々を入れようとするジョンを牽けん制せいする。一方でユキは椀をテーブルに置いた。

「私も……何か仕事します。せめて……自分の分、くらいはっ……！」

「あー、こらこらこらっ」

　ベッドから降りようとしたユキをアレーシャは肩かたを摑つかんで強制的に寝かせる。

「病人なんだから大人しくしてなさい」

「で、でも私っ……」

　諦あきらめずにベッドから起き上がろうとするユキをアレーシャは押さえつけた。

「ここで無理して余計に体調を悪化させる方がずっと迷惑よ。リカルだってもっとたくさん働かなくちゃいけなくなる。それでいいの？」

「っ……それは………………よく、ないです」

「…………なら、わかるでしょ？」

「………………はい」

　ユキは渋しぶ々しぶながらもベッドに戻り、再び横になった。

「そう……いい子ね」

　大人しくなったユキを押さえつけていた手を離し、頭を撫なでてあげるアレーシャ。

「そういうことは、ちゃんと元気になってから。いいわね？」

「…………はい」

「それじゃあ、私たちは村に行ってくるから。何かあったらこれで連れん絡らくして。アルカディアじゃ電波悪くて通信しにくいからリカルとの通信には使えないけど、この村の周辺でなら余よ裕ゆうで通じるはずよ」

　アレーシャはそう言って通信機を取り出し、簡単な使い方をユキにレクチャーする。ユキが一通りの使い方を覚えたのを確認し、アレーシャは通信機をテーブルの上に置く。

「それじゃ、ちゃんと寝てるのよ？」

「おとなしく寝てれば今夜は豪ごう勢せいなもん食べさせてやるよ、俺が」

「アンタの金じゃないでしょうがっ」

　二人は小屋から出て行き、ユキ一人だけが取り残される。

「…………」

　ユキは身体を起こして、リカルが用意してくれたすりリンゴを口に運んでいく。

「……甘くて、おいしい」

　そんなリンゴの味の感想を言ってから、ユキはなんとなく、リカルのバンダナと、そしてヴォールトの装そう甲こうの色に近い青い色をした空を見上げた。

「リカルさんは……リンゴ、食べたことあるのかな？」




　◆




　ユキたちと別れてからざっと八時間が過ぎた。

　村から村へ梯子はしごして荷を運び、その村でさらに荷を受け取って別の村へと移動をして、時にはヴォールトを使って荷ほどきの手伝いをするなど多た忙ぼうな一日目の仕事が終わった。

　バンダナとジャケット、さらに身に着けていたマントを綺き麗れいに畳たたみ、テーブルの上に置いておく。その後すぐにリカルはベッドに倒たおれ込む。

「はぁあ……つがれだぁー……」

　今日の最後に辿たどり着いた村で空いている部屋を貸してもらい、泊とまることとなった。部屋には誰だれもいないので気の抜ぬけた情けない声をあげるリカル。

「はぁー……おかしい。ウードロースとか使った時はここまで疲つかれなかったはずなのに……久しぶりの運び屋稼業だったからか？　いやでも、毎日ライアスの追つい跡せき部隊とドンパチしてたし、操縦技術はなまってるはずもないし……なんでだ？」

　そう呟つぶやき、リカルはベッドで寝ね返がえりを打つ。部屋の窓から見えるヴォールトを眺ながめた。

「まぁ…操縦者の動きをトレースできるような非常識な機体だし……そりゃ俺になにも影えい響きようがないわけないよなぁ……」

　具体的にどんな影響があるのかまではわからないが、身体にナノマシンを打ち込まれたり、電気ショックを受けさせられたりなど、もはや並なみ大たい抵ていのことでは驚おどろかない自信がある。

「今度アレーシャにでも訊きいておくか………ふわぁぁぁ……もう無理……寝る」

　リカルはそんな風に呟いて立ち上がり、部屋の中のランプの灯ひを落とし、再びベッドに倒れ込んだかと思えば、そのまま泥どろのように眠ってしまう。

　──ジジッ、ガガッ

　そんなとき、ヴォールトのアイカメラが突とつ如じよ点てん滅めつし、それと呼応するようにリカルの左手首に着けられた腕輪も点滅した。

　無人であるはずのヴォールトのコクピットも、どうしたことか一部のコンピュータが起動して、電子音声を発した。

『──搭とう乗じよう者データ、読込ヲ、再開──ガガッ──シマ、ス……』




　◆




「ん、ぅ…………」

　子どもは意識を覚かく醒せいさせ、ゆっくりと目を開いた。

「あ、おきたー」

　真っ先に眼めに飛び込んできたのは亜あ麻ま色の髪かみの女の子であった。しかも至し近きん距きよ離りで。

「…………」

　子どもは寝ね起おきのためか、ぼんやりとした表情で女の子と見つめ合う。

「……ッ！」

「わっ……！」

　数秒の時間を置いたことで我に返り、子どもはベッドから飛び跳はねて距離を取る。

「わー、すごーい！」

　猫ねこのような跳ちよう躍やく力と瞬しゆん発ぱつ性を見せた子どもに女の子はそんな暢のん気きなことを言う。

「くっ………………！」

　最初に自分の懐ふところに、次にポケットと順に自分の身体中を探さぐる。

　しかしそこには目的の物がない。急いで他のポケットに手を入れるのだが、子どもの探している物はまったく見つけられなかった。

「あ……！」

　思い出したように子どもは自分の額に手を当て、青いバンダナがないことに気が付いた。

「──もう、勝手に先に入っては駄目でしょ？」

「あ、おかーさん！」

　声を聞き付けたのか、扉とびらから女の子と同じ亜麻色の髪をした女性が部屋に入ってくる。

　女の子はその女性を母と呼んで抱だき着き、女性はそれを受け止めて子どもの方を見た。

「あら、もう起きてたの？」

　女性は子どもに微笑ほほえみ、ゆっくりと近づいていく。

「っ……！」

　子どもはあからさまに警けい戒かいの色を顕あらわにして女性を睨にらみつけるので、女性は近づくのを止やめ、その場で視線を子供に合わせるようにしゃがみ込む。

「大だい丈じよう夫ぶよ、何もしないから」

　女性のそんな言葉に、子どもの警戒心は少しばかり緩ゆるむ。

「…………ここ、どこ？」

「ここはバーナーズのバベルで、そして……私たちの家よ」

「……バベルの、なか？　……い、え？」

　子どもは冷静になり、状じよう況きようを整理しようとする。今、レイモンド・バーナーズを殺すためにここにいる。だがレイモンドの娘むすめに声を掛かけられ、暗殺の前に見つかった。

　そして気を失い、今はレイモンドの娘と、その娘が母と呼ぶ女性が目の前にいる。

　その人物の言う家とは、つまりここは……

　──ぐ────っ

　結論が導き出されようとしたその直前で、今までで一番大きな腹の虫が鳴り響ひびく。

「っ………………」

　子どもは自分のお腹なかを押さえて、恥はずかしさから顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「あはははっ、おっきなおとした～！」

　女の子は腹の虫を面おも白しろがって声を出して笑う。

「こら、笑っちゃ駄だ目めでしょ？　お腹が空すいたのよね？　ご飯食べましょうね？」

　娘をそうたしなめてから、女性は優やさしく子どもにそう訊たずねる。

「いっしょにいこー！」

「え…………？」

　俯いていた子どもの手を亜麻色の髪の女の子が強ごう引いんに引っ張って部屋から連れ出す。

「ああ、走ったら危ないわよ」

　女性はそんな風に口では注意するものの、微笑ましく子どもと娘のことを見ていた。

　向かった先は食堂で、子どもにとって今一番欲ほしかった食料を使用人が運んできた。

「っ…………あ……えと……！」

　料理を運んできた使用人たちが全員下がると、子どもはテーブルの上に並べられた料理に目を輝かがやかせる。しかしすぐに困ったような表情をして女性の方と料理を交こう互ごに見ていた。

「ふふっ……食べていいわよ？　元々あなたのために用意させたものなのだから」

　女性が優しくそう告げると、子どもはすぐさま近くにあった椅い子すによじ登っておいてあるフォークやナイフも無視し、素す手でで料理を摑もうと──

「めっ！」

　横から亜麻色の髪の女の子が、急にリカルの手を叩たたいた。

「いたっ………………なにすんだ？」

　子どもは静かに、だが確実な敵意を自分を叩いた女の子に向けた。対して女の子は睨みにまったく動じず、隣となりの席に座って用意された別のナイフとフォークを手に取った。

「てでごはんたべるのは、ぎょうぎわるいの。ちゃんとナイフとフォークつかわなきゃ」

　そう言って女の子は自分の前にあったホットケーキをフォークでおさえながらナイフで切り分け、一口大にしたものをフォークで刺さして口に運んだ。

　口に入れたホットケーキをしっかりと咀そ嚼しやくしてから吞のみ込んで、にこやかに微笑み。

「ね、こんなふうにするの。わかった？」

「………………」

　子どもは自分の目の前にあるナイフとフォークに視線を向け、恐おそる恐る手にとった。

　目の前にある肉料理を見よう見まねで切り分け、そのまま口の中へと運ぶ。

「……………………っ、ッ!!」

　口の中に入れて一ひと嚙かみした瞬しゆん間かん、今まで食べたことのない肉の美味おいしさに目を大きく見開き、すぐに口の中一いつ杯ぱいに目の前の肉を放ほうり込む。

「はぐっ……んぐ、あぐ……！」

「あー、ぎょうぎわるーい」

「いいのよ、今は」

　娘が子どもに注意しようとしたのを母親が止めた。確かに行ぎよう儀ぎは悪いが、ちゃんとナイフとフォークを使っているので多少のことには目を瞑つぶることにしたのだろう。

「ふふっ……よっぽどお腹が空いていたのね。ほら、顔にソースが付いてるわよ」

「？」

　対面に座っていた女の子の母親が手に持ったナプキンで子どもの顔についたソースを優しく拭ふいてあげた。

「…………んっ」

　とくに礼を言うわけでもなく、軽く女性に対して会え釈しやくするような動作をして、再び食事を再開する。それだけで折角拭いてもらった顔にまた料理のソースが付いてしまった。

「あらあら……」

　女性は子どもの乱暴な食べ方に困ったような表情をしたが、内心はまったく困ってはいなかった。

「ねぇ、あなたのお名前はなんて言うの？」

「……んぐっ」

　女性の質問に答えようと、一いつ旦たん子どもは口の中に詰つめ込んだ物をすべて吞み込んだ。

「八番」

「……はち、ばん……？　それ……本当に貴方あなたの名前？」

「知らない…………いつもそう呼ばれるだけ」

「……お父さんか、お母さんがそう呼んでいるの？」

「ちがう。他の……おとうさんとおかあさん、知らない」

「………………」

　八番と名乗った子どもの言葉に、女性は完全に言葉を失っていた。

　一方で子どもは女性が黙だまってしまったので、再び食事を再開しようと、目についた骨付き肉に手を伸のばそうとしたとき、部屋の扉が開く。

「やぁ、すまない。書類仕事が思ったより多くてね」

　部屋に入って来たのは、レイモンドであった。

「ッ!?」

　突とつ然ぜんのレイモンドの登場に、子どもはその場で身を強こわ張ばらせた。

「遅おそいですよ、あなた」

「あ、ああ……すまない…………もう起きたようだね」

　レイモンドは子どもにそう微笑むが、幼い子どもは全身の毛を逆立てているのではないかと思うほど強い警戒の色をレイモンドに示していた。

「あはは……随ずい分ぶんと嫌きらわれてるな…………〝リリィ〟は仲良くなったみたいだけど……」

　レイモンドはそう言って、亜麻色の髪の女の子に視線を移す。

「うん、わたし〝はちばん〟となかよしー」

　女の子──リリィが子どものことを「はちばん」と呼んだ時、レイモンドの表情が強張る。

「…………はちばん？」

「あなた……その、この子が自分で、そう呼ばれているって…………それと、父親と母親のことは知らないって」

「…………わかった。すまないが、リリィを連れて行ってくれ」

「……はい…………ほら、リリィ、ご本読んであげるからいらっしゃい」

「はちばんは？」

「……おとうさんと大事な話があるから、それが終わってからよ」

　女性はリリィの手を引いて部屋から出ていく。

「はちばーん、またねー」

　リリィは部屋から出る直前に子どもに向かって手を振ふった。

　そして扉が閉め切られ、部屋の中には子どもとレイモンドだけとなってしまった。

「……………!!」

　子どもは椅子の上で半立ちし、警戒心むき出しでレイモンドを睨みつける。

「…………まず、これは返しておこう」

　レイモンドは上着のポケットから綺き麗れいに折り畳たたまれた青い布を取り出す。

「ッ……！」

　それは子どもが気を失うまで頭に巻いていたバンダナであり、それを確かく認にんするや否いなや、子どもはレイモンドの手から奪うばい取るようにバンダナを手にする。

「他に君の親を探す手がかりがなかったから借りていた。君の特とく徴ちようと、バンダナに見覚えのある人がいないか探しているところだったが……見つかりそうにないね」

「…………ナイフは？」

「子どもの君にあんな刃は物ものは危険すぎる。それに……君は私を殺しに来たのだろ？」

「っ!?」

　レイモンドの言葉に子どもの表情は驚おどろいた表情を見せたが、バレない方がおかしい。

　子どもがナイフを持っているだけならまだ確信は得られないが「八番」という呼び方はどう考えても普ふ通つうではない。何より子どものレイモンドに対する態度を考えれば、そうと考えるのがもっともしっくりくるのだ。

「………………は、あっ」

　子どもは顔を真っ青にして、苦しそうな息いき遣づかいになる。

「落ち着きなさい。別に私は君を殺したりはしない。むしろ、私は君を助けたいんだ」

　レイモンドは子どもにそう声を掛ける。

　だが、もうすでにその声は子どもには届いてはいなかった。

「はぁ……はぁ……はぁ！」

　呼吸が荒あらくなり、発はつ汗かんも激しくなる。

「しっかりしなさい…………もしかして体調が悪いのか？」

　レイモンドは子どもの体調を確かめるために、額へと手を伸ばした。

「──ひっ！」

　その時のレイモンドの姿は、この子どもにとって最悪の記き憶おくを甦よみがえらせる。

　──自分に目め掛がけて振り下ろされる拳こぶし。

　──泣き叫さけんでも、何度も何度も殴なぐられる自分。

「……──なきゃ」

　子どもが何かを呟つぶやく。

　同時に、ある言葉が思い出される。

　──コロサナイト……オマエヲコロスゾ？

「──さなきゃ……！」

　頭に響ひびく声が、自分を殴り、痛めつけた人物の言葉。

「──あ、ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　子どもは大声をあげて、テーブルの上に置かれていたフォークを握にぎりしめた。




　◆




「────はぁ!!」

　夢から目覚めると、リカルはすぐに目を見開いたがすぐに起き上がるということはせず、視線を周囲に向けた。

　ここがアルカディアで、今は借りた部屋で寝ねていたのだということを確認した。

「…………はぁ」

　ため息を吐ついてからリカルはベッドから起き上がる。

　窓の外を見ると、まだ空は白んでもいない。起きるには少々時間が早すぎた。

　それでももう眠ねむ気けなど完全に吹ふっ飛んでしまったリカルは外に出る。

　冷たい風が頰ほおを撫なでる。胸いっぱいに空気を吸い込んで、ゆっくりと言葉を吐き出す。

「…………最悪だ」

　やっと出てきたのはそんな言葉だった。これ以上はもう夢のことについて考えたくない。過去のことなんて、もう思い出したくない。

　そう思って別のことを考えようと、リカルは頭に真っ先に思い浮うかんだことを口にする。

「………………ユキ、今どうしてるかな？」

　まだ離はなれて一日も経過していないが、気になって仕方がなかった。

「ちゃんと飯食ったかな……しっかり休めば熱も下がると思うけど…………ああ、折角だし他の村の特産品とかお土産みやげにしようかな」

　──きっとユキは喜んでくれる。

　ユキの笑え顔がおを思い浮かべると、先ほどまで沈しずんでいたリカルの顔に笑みが零こぼれた。

「……ん？」

　ふと、暗い空が少しだけ明るくなったような気がした。

　リカルがそれを確認しようと顔を上げると、夜空に一筋の光が流れた。

「流れ星？　…………それにしては…………明るいような……？」

　リカルはこれまで何度も野宿を経験し、流れ星を見たことも結構ある。

　しかし今夜空を流れる光は、これまで見た物よりも遥はるかに明るく、かつ、一いつ瞬しゆんでは消えなかったのだ。時間にして五秒ほど。それくらいの間、夜空に一筋の光が流れ続けた。

　光が完全に消え、空にはまた夜の暗さが戻もどってくる。

「……なんだったんだ、今の？」







　２　無人の巨きよ人じん







　アルカディアの各村をステアクラストが巡じゆん回かいして荷を運んでいる。

　そんな話が伝でん書しよ鳩ばとで伝えられ、今までステアクラストを見たことのない村人たちはとても興味津しん々しんであった。

　コロニーの端はしに住まう荷物運うん搬ぱんの仕事をしている男でもない限り、アルカディアの住む人間はステアクラストを見る機会など存在しないのだから、当然と言えば当然だ。

　その熱気にほだされてお祭り騒さわぎになっている村も少なくはなく、この村もその一つだ。

　リカルが最初の村から仕事を請うけ負ってから運び屋業を始めて三日目。

　昼前には実際にステアクラストがやってくると聞いて、子どもたちははしゃいでいる。

「ステアクラストってでっけーんだって！　馬よりでかいんだぜー！」

　自分のことのように自じ慢まんげに話す男の子に対し、聞き手である女の子は半信半疑だった。

「うそだー、そんなのいないって、おばーちゃん言ってたもんっ」

「いるにきまってるだろー！　だいたいお前のばあちゃん、今まで一度もコロニーからでたことねぇだろ！　そんな話が信じられるかよー」

「そっちこそ今まで一度も村の外にだって出たことないくせにー」

「いるったらいるんだー！」

「うそだー」

「今日のお昼にはこの村に来るんだぞー！」

　ムキになって大声でそんなことを言う男の子は、リカルの乗るヴォールトが来るであろう村の入り口方向を指す。

「そもそもまだ朝なんだから来るわけ…………あれ？」

　村の入り口から見える草原の奥に、何か動いている物を見つけた。

　指を差していた子どもも、その存在に気が付いた。

「お、おおお！　ほらほらほら、きっとあれだぞ！　ここからでも人の形してるってわかるし、絶対にでけぇーぞ、アレ！」

　興奮気味に騒ぎ出す男の子に対して、女の子は不安げな様子だった。

「ち、ちょっとまって……だって、まだ朝だし…………それに……！」

　女の子は目を細め、こちらに向かってくる影かげを見て、不気味がった。

「あれ……なんで……あんなにたくさんいるの？」







　◆




　その日のリカルの気分は最悪だった。村を発たって初日に強きよう烈れつな悪夢を見てから、眠ねむることが怖こわくなってしまい、浅い眠りしかできずに不ふ眠みん症しようになってしまったのだ。

「はぁ…………さっさと終わらせてユキのとこに戻ろ……」

　荷物の準備は昨日のうちに済ませているので、あとはヴォールトに持たせて運ぶだけ。

　リカルは膝ひざをついているヴォールトのコクピットに乗り、シートに座る。

　しっかりとベルトを締しめてから機動スイッチを押した。それによってコクピット内の機材に電源が入り、シートの裏からアームが伸のびてきて、リカルの首に固定される。

　──チクッ

「ん？」

　首を固定する際の感かん触しよくに、リカルは首を傾かしげた。普ふ段だんはそれこそ、スタンガンを押し付けられたみたいな痺しびれと痛みを感じるのだが、今回はそれが来なかった。

　精々小針が刺ささった程度の痛みだった。

「……ちゃんと固定されてるよな？」

　首を動かし、固定箇か所しよに触ふれてアームが外れないことを確かく認にんし、試ためしにディライヴァーを動かしてみると、まるで人がそうするように、指を閉じたり開いたりを繰くり返した。

　通常のステアクラストでは、このような意味のない動作はしないが、ディライヴァーは首に固定されたアームから搭とう乗じよう者の思考を読み取り、このようなこともできるのだ。

「固定も伝達も問題はない、よな？　……まぁ痛くないに越こしたことはないか」

　むしろヴォールトに乗る度たびにあの電気ショックを受けることに憂ゆう鬱うつさすら感じていたリカルだったので、あまり深く気にせずにヴォールトを動かす。

　立ち上がったヴォールトは村の広場に置かれている大きな馬車の荷台部分をそのまま持ち上げてしまい、村の出口の方に顔を向けた。

「スゲー！」「かっこいいー！」

　ヴォールトのことを家の窓から身を乗り出して見ている少年がいた。

「…………ふっ」

　純じゆん粋すいな憧あこがれの眼まな差ざし。

　それが向けられる日が来るとは思っていなかったリカルは少し照れくさそうにコクピットの中ではにかむ。その眼差しは自分にというよりはこのヴォールトに向けられているのだろうが、それでもリカルは何か応こたえてあげたくなった。

　持った荷物を片手でしっかり固定してから、空いたもう一方の手で少年たちに向けて手を振ふってみる。

「手振った！　手振ったよ！」「おーい、おーい!!」

　ヴォールトに手を振られたのを見て、興奮しながら大きく手を振る少年たち。

　そんな姿に、ユキは今いま頃ごろどうしているかな、という疑問が頭を過よぎった。

「……さて、行くかっ」

　早くユキに会うために仕事を終わらせよう。そんなことを考えながら、リカルはフットペダルを踏ふみ、ヴォールトは脚きやく部ぶのローラーを回転させてその場から移動を開始していく。




　◆




　リカルが去ってから三日目。

　予定では今日の夕方頃にリカルがこの村に戻ってくることになっている。

「……ふぅ」

　ベッドから起き上がり、ユキは喉のどを押さえ、次に額に手を当ててみる。

「…………うん、もう熱は下がった」

　ユキはベッドから降りて、近くの壁かべに掛かけられていたセーラー服に手を伸ばす。今までずっと着ていたアルモニの民族紋もん様ようの入ったシャツから着き替がえた。

「あ、あれ……？」

　着替えの際、ユキは少々戸と惑まどった様子だ。それでもどうにかしっかり着替えてから、自分の胸に手を当てる。

「……ちょっと、キツい……かも？」

　実際に言葉にして呟つぶやいてみて、ユキは肩かたを落としてショックを受けた。

「……そうだよね。この三日間、まともに動かずにずっと食っちゃ寝ね生活だったし……わかってたけど……わかってたけど……うぅ……！」

「ユキちゃーん、ご飯持って………………何やってるの？」

　朝食のトレーを運んできた普段の服装の上にマントを着込んだアレーシャは、ベッドに座りながら明らかに肩を落としているユキを見て首を傾げる。

「アレーシャさん………………おはようございます」

「おはよう……起きて大だい丈じよう夫ぶなの？　体調は？」

「あ、はい……おかげさまで…………ちょっと回復し過ぎたみたいで……制服が……」

「…………あー……なるほどね」

　全部は言わなくても、同じ女としてユキの言いたいことがわかり、アレーシャは苦く笑しようを浮うかべてしまう。

「そのスカートって確かホック式だったわよね？　裁さい縫ほう道具借りてくる？　あたし、こう見えてもそういうの得意なのよ？」

　トレーを置きながらそんな風に自慢げに語るが、ユキは首を横に振る。

「いえ、その……スカートの方はそんなでもないんですけど……ちょっと胸辺りが……」

「…………胸？」

「は、はい…………その…………なかなかブラに収まらなくて………」

「…………」

　ユキの言葉に、アレーシャの表情が凍こおりつき、視線だけをユキの胸むな元もとに向けてみた。

　聞いた話ではユキは一五歳だという。しかし、年ねん齢れいの割にはその身体からだはかなり女性的だといえるであろう。対してアレーシャだが……

「……………………（ペタペタペタッ）」

　無言で自分の胸元を触れてから、再びユキの胸部へと視線を向けた。

「………………クッ！」

　自分の胸部とユキの胸部を比ひ較かくし、悔くやしそうに拳こぶしに力を入れて握にぎる。
















　纏まとっているアルモニの民族模様の織られたマントで胸を隠かくそうとしていた。

「お腹なか回りは……まだキツくないけど、少しお肉出ちゃってるような気がします……でも一番はやっぱり胸が苦しくて……」

　アレーシャの反応の変化に気付かずに自己申告を続けるユキであった。

「……つまり、どっかの誰だれかさんと違ちがって肉が腹より先に胸にまわったというわけか」

「ひゃっ！」「な！　ジョン、何勝手に入ってきてるのよ！」

　いつの間にか入ってきていたジョンが我が物顔で椅い子すに座りながら水を飲んでいた。

「うぅ！」

　ユキは恥はずかしそうに胸元とお腹辺りを押さえながら顔を赤くする。

　同性であるアレーシャだからこそ話した恥ずかしい事実が、まさかジョンにまで聞かれたのかと知って顔から火が出そうな思いであった。

　一方、ジョンの反応は興味なさ気で冷ややかであった。

「別にその程度で恥ずかしがるんじゃねェよ。一五と言えばまだまだ成長期だろ。服のサイズが変わった程度で騒ぐな」

「デリカシーのないことしてるくせに偉えらそうに………っ！　というかさっきの誰かさんって誰のことよ!!」

「だー……キャンキャン喚わめくな、頭に響ひびく…………とりあえず嬢じようちゃん、ダイエットしようとか考えるんじゃねェぞ」

「え……あ、あの……それはどういうことでしょうか？」

　まさにそれを敢かん行こうしようとしていたところに釘くぎを刺され、ユキは首を傾げる。

「こんなご時世にな、太れるだけ食える奴やつなんてそう多くはないんだぜ？」

「あ……そ、それは知ってますけど……」

　確かに貧ひん困こんで苦しむ者が多いことを実際に見てきたユキとしては、それを知った上でダイエットをするのはとても無神経な気がした。

「言っとくが日本人特有のモッタイナイ精神から注意したとか、高こう尚しようなもんじゃねェぞ」

　ユキの表情から自分の言葉の意味が正しく伝わっていないとジョンは判断して補足する。

「忘れたのか？　俺たちは追われてる身だ。このアルカディアから出ることになれば、まともな食事もとれないし、嫌いやでも瘦やせるんだ」

「あ……」

　ジョンからそんな事実を告げられ、ユキはハッと思い出す。

　そうだったのだ。別に永遠にこのアルカディアの土地で過ごすわけではない。

　ユキは記き憶おくを取り戻もどすために、この地から近いうちに離はなれなければならないのだ。

「今体力をつけなきゃいけねェ時期なのに、浅あさ知ぢ恵えでそんなことしてまた体調壊こわされたら堪たまったもんじゃねェ。わかるな？」

「……はい」

「……ちょっとジョン、何も別に今そんなことを言わなくても……」

　アレーシャがユキを庇かばう。対してジョンはやけに真しん剣けんな眼差しを二人に向けた。

「平和ボケされたら困るだろ。敵さんに何か動きがあるかもだしな……いつでも出る心構えだけはしておいてもらいたいからな」

「……どういうことよ？」

　何か普ふ通つうじゃない。そんな雰ふん囲い気きを読み取り、アレーシャの表情も硬かたくなる。

「……さっき、村の方に酒を貰もらいに行った時だ」

「──ってちょっと待ちなさい」

　シリアスなことを語り出そうとしたジョンだが、アレーシャは瞬しゆん時じにそれを止めた。

　今のはアレーシャとしては聞き捨てならなかった。

「あんたねぇ、朝っぱらから何やってるのよ！　ていうかさっきから飲んでた水ってもしかして酔よい覚めのためじゃないでしょうね！」

「うるせぇな、大事な話をしてんだから黙だまって聞け」

「酔っ払ぱらいの戯たわ言ごとなら聞いてる暇ひまないわよ！　で、飲んだの、飲んでないの？」

　真剣な雰囲気が一気に台なしとなり、ジョンは舌打ちをして答えた。

「ちっ……今朝はまだ飲んでねぇよ。これは二日酔いの気付けのためだ」

「二日酔いで酒貰いに行くってどういう神経してんのよ！　あんたアルコール中毒者じゃないでしょうねっ！」

「あぁもう黙って聞け！　とにかくな、さっき村の連中が夜明け頃の時間に流れ星を見たとかいう話が出たんだよ！　しかも一回じゃねぇ、昨日と一昨日おとといの明け方にもだ！」

「流れ星？　それがどうかしたんですか？」

　流れ星は確かに珍めずらしいかもしれないが、今ここで言うようなことなのだろうかとユキは首を傾かしげた。だが、アレーシャは違った。

「……自然発生したものじゃないのね？」

「絶対に、とは言わねェが……同じ時間帯に連続とか偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎだ。そもそも軌き道どうを考えれば、そんなのとっくに撃うち落とされてるって……考えられる物としては、任意による〝ソラ〟からの高出力マイクロウェーブの照射だ」

「………………えっと、あの」

　ジョンとアレーシャが神しん妙みような雰囲気を醸かもし出す。だが、ユキは二人が何を言っているのかまったくわからずに戸惑うばかりだ。

「……とにかく、遅おそくともあと三日でこの村を出る。それくらいは覚かく悟ごしておけよ」

　水を一気に飲み干したコップを机の上に置いてジョンは立ち上がる。

「……あの、今のってどういうことですか？」

　アレーシャに対して説明を求めるユキだが、アレーシャは面おも持もちを硬くしたままだ。

「……ユキちゃんは気にしなくていいことよ。全部あたしたちに任せて」

　それだけを言って、アレーシャは小屋から出て行った。

　一人になった小屋の中で、ユキは静かにうな垂れた。

「…………私……やっぱり役立たずだ」




　◆




「…………なんだよ、これ」

　リカルは荷物の配達に訪おとずれた村で、愕がく然ぜんとした。のどかな村があるはずのその場所には、所々から火の手が上がる荒あれ果てた戦場のようになっていたのだった。

　家屋は燃え上がり、ほとんどが倒とう壊かい。木の柵さくは潰つぶされ、地面には幾いくつもの穴があり、そして辛かろうじて形を留とどめている家の壁には大きな穴が空いている。

「……どうなってんだ？」

　そんな疑問が頭を過よぎるが、今はそれより先にやることがあると、リカルは拡声器のスイッチをオンにして叫さけぶ。

『誰か！　誰かいないのか！』

　運んできた荷をその場に置き、生存者を探そうと呼びかけながら村の中に入っていく。

　しかしいくら呼びかけても反応は返ってこない。

　もっと奥の方を探そうと、リカルが村の広場に向かった時だった。

「ッ……！」

　思わず目を疑った。広場は辺り一面が血まみれになっていたのだ。

　極きわめつきに、広場の中央には多くの肉につ塊かいが積み上げられていた。

「うっ……！」

　リカルは思わず目の前の光景に吐はき気けを覚えた。

　そこにあるのは死体だった。

　男も女も、老人も子どももすべて関係なく、身体のいたる所から出血した状態で死んでいた。

　しかも人間だけでなく、家か畜ちくの死体までもが一いつ緒しよに転がっている。

「……いったい、この村で何が起きたんだ……？」

　事態の真相を確かめようと、リカルは映像の解像度を上げて改めて地面を見る。

　血を吸って赤黒くなった土をよく見てみると、そこには微かすかなローラーの跡あとと、巨きよ大だいな足跡があることが確かく認にんできた。

「…………ステアクラストの足跡？」

　真っ先にリカルの頭にそんな考えが浮かぶが、それはあり得ないことだ。ここはアルカディアでディライヴァー以外のステアクラストは入って来れない場所のはずなのだから。

「……いや、でもこれは……」

　ステアクラストの可能性を否定しつつ、リカルは改めて村の凄せい惨さんな状じよう況きようを眺ながめた。

　人の殺害は大した労を必要としない。しかし、村のほとんどの家屋の倒壊となると重機類でもない限りは難しいと言わざるを得ない。

　これだけの規模となると、ステアクラスト以外で考えるのは難しい。

「……とにかくすぐにこのことを報しらせないと……！」

　この場の状況はすぐにジョンやアレーシャに報せる必要がある。

　そう考えたリカルは通信機のスイッチを入れた。アルカディア内では外のようにどこでも自由に通信はできないが、ここから村までなら音声だけの通信でギリギリ届くはず。

　そう思って通信機を起動させようとしたときだ。

　──てっ……

「ッ!!」

　パチパチと家屋の燃える音にまぎれ、人の声が聞こえたような気がした。

「まだ生存者がいるのか！」

　すぐに声の主を探そうと、音おん響きよう機器の感度を最大まで上げた。

　その直後、

　──ガチッ

　突とつ如じよ、リカルの本能が危険を報せてきて、思考よりも先に身体が勝手に動き、さらに身体が動くよりも先に首に固定されたアームがリカルの脳波をキャッチして自動で動く。

　腰よう部ぶに取り付けられたスラスターが青い炎ほのおを噴ふん出しゆつし、高速で横に跳とぶヴォールト。

　そして先ほどまでヴォールトがいた位置に、かなりの重量を持った物体が飛んでいった。

　それを確認した後に爆ばく音おんが轟とどろき、さらにその物体が激げき突とつした家屋が爆発した。

　ヴォールトの集音マイクが爆発の炸さく裂れつ音を拾い、先ほどまでセンサー感度を上げていたコクピットの中はとんでもない爆音で包まれた。

「ッ──狙そ撃げきだと！」

　状況を確認し、ひとまず音響センサーの感度を落とすが、あまりの爆音に酷ひどい耳鳴りがしていて頭を内側から叩たたかれているような不快感を覚える。

　すぐに狙撃された方向にカメラを向ける。すると草原の小高い丘おかの向こうに大型のライフルを構えた巨大な影かげを見つけた。

「──オウルッ！」

　ライアスの追っ手に配備されていたステアクラストを確認し戦意をむき出しにするリカル。

　どうしてここにディライヴァー以外のステアクラストがいるのか？

　この村をこんな風にしたのはあいつなのか？

　そんな疑問も今は忘れ、ただ目の前の敵の排はい除じよにリカルは意識を集中する。

　──ガチャンッ

　その意思に呼応し、ヴォールトの上じよう腕わん部分の装そう甲こうが手を保護するように変形した。

「速そつ攻こうで片を付ける！」

　一気にスラスターの高速機動で距きよ離りを詰つめてオウルを撃げき破はしようとする。

　──ガチッ

「ッ！」

　再び身の危険を報せるスイッチが入り、その場から真上へと跳ちよう躍やくする。

　すると、自分の真下を無数の弾だん丸がんが飛んでいくのが見えた。撃ってきた方向に、ライアスの地下格納庫で見たガトリング砲ほうと同じものを装備したステアクラストを確認する。

「今度はサーペントか！」

　まだ耳鳴りが酷くて音が聞こえないが、それは些さ末まつなことでしかない。先ほどセンサーで周辺の地形を読み込んだ数値情報を基もとにリカルは立体的な地図を頭の中で構築する。

　──周囲の草原の凹おう凸とつの地形

　──ライフルとガトリングの射線

　──狙撃の弾丸速度

　──連射性能と威い力りよく

　──障害物となる家屋の位置

　それらの対策を脳内で複数構築し、その中でもっとも合理的なものを選ぶ。

　今は空中にいるヴォールトを落とそうと、オウルとサーペントが銃じゆう口こうを向けようとした。

「ヴォールトッ!!」

『──承認。搭とう乗じよう者ヲ、保護シマス』

　リカルの音声に反応し、コクピットシートの背後に収納されていたアームが伸のびてきて、リカルを固定した。同時にヴォールトの機体各所に収納されていたスラスターがすべて展開され、全身から青い炎を噴出させて空中を翔かける。

　ヴォールトを撃とうとしたサーペントの弾丸は尾おを引いていくスラスターの炎を撃つだけで本体にはかすりもしなかった。

　リカルの狙ねらいは、今まさにヴォールトを狙い撃とうと構えているオウル。

　ライフルの銃口が向けられ、銃口から火薬の爆発の火と共に弾丸が飛び出してきた。

　──ドンッ！

　直進してくる弾丸。

　リカルは手首や足首を細かく動かしてスラスターを操作し、その炎が螺ら旋せんを描えがいていく。

　そうすることで、リカルがいるコクピット部分に向けて放たれた弾丸は外れ、ギリギリコクピットの横を掠かするだけに終わる。

　ヴォールトとオウルの距離がほぼ零ゼロになり、ヴォールトは拳こぶしを一気に振ふり抜ぬいた。

「──はぁぁぁぁぁッ!!」

　勢いをそのままに、装甲で保護された拳を容よう赦しやなくオウルの頭部に放つ。

　──ドォォォォォンッ!!

　巨大な爆音と共にオウルの頭部は吹ふき飛び、地面を転がり回っていく。

　一方で着地したヴォールトは、展開されていたスラスターが収納され、それと同期してリカルの身体を固定していたアームも収納されていく。

　そのまま倒たおれたオウルから大型のライフルを奪うばい取り、銃口を村に向けて構えた。

「グラサンほど上手うまくはねェが……」

　ヴォールトのカメラが村の中でガトリングを構えるサーペントを捉とらえる。

「…………この距離ならッ」

　サーペントはガトリングを撃うっているようだが、弾丸は見当はずれの方向に飛んでいくだけでヴォールトには掠りもしない。

　リカルは動どう揺ようすることなく、静かに操そう縦じゆう桿かんにあるトリガーに指を掛かけた。

　サーペントのコクピットに、画面に映っている赤いマーカーが固定された。

「──くたばれ」

　その一言と共にトリガーを引く。轟ごう音おんと共に弾丸が放たれたかと思えば、ほぼ同時にカメラの中のサーペントに弾丸が当たり、爆炎に包まれた。

　そして、爆炎に包まれたサーペントはそのままゆっくりと倒れ、完全に沈ちん黙もくする。

「…………ふぅ」

　敵の撃破を確認し、リカルは安あん堵どして操縦桿を握にぎる手を緩ゆるめた。

「コイツら、なんでアルカディアで普ふ通つうに稼か働どうしてるんだ？」

　ディライヴァーだけの例外をあっさり覆くつがえされ、リカルの頭には疑問が尽つきなかった。

「……まぁ、当人に訊きけばわかるか」

　リカルはそんなことを呟つぶやき、頭部がなくなっているオウルを見た。

『そこの奴やつ出て来い。でなきゃお前もサーペントの搭乗者みたいになるぞ』

　拡声器と無線の両方を使って脅おどしをかけるが、オウルからは何の反応も返ってこない。

「……まさか衝しよう撃げきで死んでたりしないよな？　勘かん弁べんしてくれよ……もうサーペントの方は生きてても絶対に喋しやべれる状態じゃねぇんだぞ？」

　リカルはそんな独り言を呟いてライフルを放ほう棄きし、オウルのコクピットを保護している胸部ハッチをヴォールトの手で摑つかむ。

「生きててくれよ……」

　ヴォールトの腕うでに力が込こめられ、閉じられていた胸部ハッチを無理矢理にこじ開ける。

　ヴォールトは細身な割には結構な馬力があり、数秒でオウルのハッチを破は壊かいする。

「さぁて……中身とご対面…………」

　破壊されたハッチの奥に見えるコクピットにカメラをズームさせる。

「…………は？」

　開かれたコクピットを覗のぞき込み、思わず目を疑うリカル。

　どうしたことか、オウルのコクピットには搭乗者の影も形も存在していなかったのだ。

「……まさか、逃にげた？　いや、でもそんな短時間で…………」

　そうは思いつつも、再びセンサーの出力を上げて近くに人がいないかを確認し、周囲を見回して目視でも確認するが、搭乗者らしき人物どころか人も見つからない。

　こんな見晴らしのいい草原で、人の姿を見落とすことなど有り得ないし、そもそも一分にも満たない短時間で目視もできないほど遠くへ逃げることなど不可能だ。

　まして、リカルはこのオウルのコクピットから人が出たこと自体、見た覚えも聞いた覚えも気配を感じた覚えもないのだ。そうなれば、導き出される答えは一つに限られる。

「…まさか…こいつ、無人で動いたってのか？　いや、でも……あり得ねェ」

　すぐに自分の考えを否定しようと、リカルは今も先ほどの狙撃で放たれた榴りゆう弾だんの影えい響きようで火事が起きている村の方へ移動した。

　火の手が上がっていることもお構いなく先ほどの榴弾の直撃を受け、装甲が黒焦こげているサーペントのもとに近づく。

　こちらは既すでにコクピットの胸部ハッチが破損しており、中を覗き見ることができた。

「……こっちもか」

　胸部ハッチの中には人の姿は確認できず、ただ焼け焦げた内装があるだけだった。

　狙撃の直前まで、このサーペントが動いていたことをリカルはハッキリ確かく認にんしたし、脱だつ出しゆつした形けい跡せきもなければこれでは不可能なことも確実だ。

　つまり、リカルの先ほどの考えは正しかったということになる。

「ステアクラストが無人で動く……そんなことが本当にあり得るのか？」

　自分の知る限り、そのようなことは起こり得るはずが──

　そう思考しようとしたとき、リカルはあるモノに気付いた。

「…………なんだこれ？」

　サーペントの頭部をよく見ると、後頭部当たりに普通のサーペントには着けられていないはずのアンテナのようなパーツがあった。

　リカルはステアクラストのパーツについてはそれなりに知識を持っているが、このようなパーツは今まで見たことがなかった。

「……とりあえずこれは回収しておくか」

　無人でステアクラストが動き出したとなると、その原因はこのパーツにあるかもしれないと考え、ヴォールトの指を向けようとした。

　──ボンッ！

「なっ！」

　だが、ヴォールトの指がアンテナに触ふれる前に、そのパーツ自体が爆発して壊こわれてしまったのだ。明らかにこれは事故ではなく、作さく為い的な意図が働いている。

「…………そこまでして、回収されたくなかったってことか」

　壊れてしまったものは仕方ないと、リカルは村の中を見回した。

　そこで、リカルはハッと我に返って思い出した。

「っ……！　そうだ、さっきの声！」

　もう一度音量機器の感度を上げようと思ったが、先ほどの戦せん闘とうの影響で家屋が最初より炎えん上じようし、燃え盛さかる炎ほのおの音で何も聞こえない。

　もうこうなってはヴォールトのセンサーは使い物にならないだろう。そうと判断したリカルは、周辺の状じよう況きようをもう一度確認する。

「……周囲にステアクラストの反応なし……よし」

　ヴォールトをその場で膝ひざをつかせると、リカルは胸部ハッチを開かせた。

「っ……」

　ハッチの外から入って来た肉の焼ける臭においと血ち生なま臭ぐささに顔をしかめた。

　だがそれを我が慢まんしてリカルは外に飛び出し、大声で叫さけぶ。

「どこだ！　どこにいる！」

　村の中にリカルの声が響ひびき渡わたると、すぐに目を閉じて聴ちよう覚かくにのみ意識を集中する。

　センサーが駄だ目めなら、リカルが頼たよれるものは自分自身。

　今まで磨みがき上げてきた自分の感覚を信じ、何も聞き逃のがさぬように、耳をすませる。

　──たす、けてっ

　そして、リカルの耳に確かにその声が届いた。

「こっちか！」

　声のした方向にすぐさま走り出す。

　そこにあったのは、当初は積まれていたであろう藁わらの束が崩くずれた場所だった。

「……たすけて」

「待ってろ！　今出してやる！」

　リカルはすぐに近くにあった藁を摑んで退けて進んでいくと、そこに人の手があった。

　すぐには手を引っ張らず、安全を考こう慮りよして先に周辺の藁を退けて崩れないようにし、リカルはその手をしっかりと摑む。

「大だい丈じよう夫ぶか！　助けに来たぞ！」

　リカルが大声でそう呼びかけると、返事の代わりに手を握り返してきた。

「ふンッ！」

　握った手に力を込こめて引っ張ると、藁の中から一人の少女が姿を現した。

「──え？」

　その少女の髪かみを見た瞬しゆん間かん、リカルは思わずそんな声をあげた。

　その髪の色は、最近ずっと夢で見ていて、記き憶おくに新しいものだったのだ。

　──亜あ麻ま色の髪の少女。

　そんな少女がリカルの目の前に現れたのだ。

　少女の手を引っ張ったことでリカルの胸に抱だきしめられるような形になった。

「…………あ！　おい、大丈夫か？　しっかりしろ！」

　──この少女はあの女の子とは別人だ。

　リカルはすぐに自分にそう言い聞かせ、少女を楽な体勢にして呼びかける。

「……は、はい……」

　弱々しいながらも、少女はちゃんと目を開いてリカルの声に反応した。

「ふぅ……ひとまず意識はあるようだな……名前は言えるか？」

　リカルのその問いに、少女は小さく頷うなずいてから、その唇くちびるを小さく開いた。

「……リ、リィ……」

「ッ!?　……リリィだな……よしリリィ、それじゃこの村で何があったのかわかるか？」

　名前まで一いつ緒しよということには驚おどろき、動揺したリカルだが、それでもこの少女があの女の子と別人であると思ってそう続ける。

　──そう。

　──この少女があのリリィと同一人物であることなど絶対にありえないのだから。

「………………そ、れは…………」

　リリィは朧おぼろげな目で村の中を見回そうとした。

「っ……いい、何も見るな」

　すぐにリカルはリリィの眼めを塞ふさいだ。どう見ても普通の状態ではないし、藁の下した敷じきになっていたのならこの村の中がどうなっているのか見ていないはずだ。

　藁の下で身体からだを圧あつ迫ぱくされ、酸欠気味で意識が混こん濁だくしているところに、そんな追い打ちを掛けるようなことをする必要などない。

「目を閉じて、呼吸を整えることだけを考えろ」

　リカルはそう言ってリリィを抱だき上げてヴォールトの中へと入っていく。

　まずはアレーシャ達に連れん絡らくを入れようと通信機のスイッチを入れる。

「こちらリカル、応答してくれ。………………こちらリカル、応答してくれッ」

　──ザザァ────ッ

　通信機のスピーカーから聞こえてくるのはノイズばかりで、通信ができない。

「なんでだ……？　いくらアルカディアだからってまったく使えないわけではないはず……」

　リカルは周囲を見回し、先ほどの破壊と火事によって立ち込める煙けむりを見上げた。

「……爆ばく発はつの影響か？　……まぁ、元々電波は微び弱じやくだったし……仕方ないか」

　こうなっては通信を諦あきらめて、直接村まで戻もどって口頭で報せる以外に方法はないだろう。

「このまま移動する、少し揺ゆれるからな」

　リリィを自分の膝の上に座らせる形でシートに座り込むリカル。

　ベルトは普ふ段だんより緩ゆるめにして、リリィが呼吸しやすいようにしてやる。

　そのままヴォールトは焼け焦げた村からローラーを全力で駆く動どうさせて、あっという間に村から遠く離はなれた草原を駆かけ抜ぬけていくのであった。

「…………」

　このときリカルは気付いていなかったが、リリィはヴォールトの中にあるモニターから、後部カメラに映る映像を見ていた。

「──ふふっ」

　そして、彼女は小さく……燃え盛る村の映像を見てほくそ笑んだのだった。




　◆




　──ドシンッ、ドシンッ……

　リカルたちが村を去って数分経過したころ、どこからか地じ響ひびきが聞こえてきた。

　それはヴォールトの去って行った方向とは逆から響いてきて、そこには何十体と思われるステアクラストの部隊が歩行して村に接近してきていた。

　その部隊の戦闘を歩くのは、灰色のステアクラスト。

　それはリカルのヴォールトととてもよく似たフォルムをしており、紛まぎれもなく同型機。

　灰色のディライヴァーがそこにいたのだ。

　ステアクラスト部隊は村を取り囲むように配置されると、他の機体はその場で停止する。

　灰色のディライヴァーは村の中を見回し、そしてとある家屋に視線を向けた。

　ゆっくりとその家屋に近づくと、その手を振ふるい、木造の屋根を破は壊かいした。

「ひ、ひぃ！」

　中から声が聞こえ、そこで幼い子どもが毛布にくるまっている姿があった。

『──まったく……まだ生き残りがいたなんて……「助けて」なんて声をあげるから……私が苦しい思いをしなきゃいけなくなった』

「あ、あ……！」

　灰色のディライヴァーから聞こえてくる声に、子どもは恐きよう怖ふに震ふるえる。

『本当は、ただ私があの男の前に現れるだけでよかったのに……生き残ったあなたをあの男に見つからないようにするために二機を失う結果になった……この責任、どう取ってくれるの？』

「た、助けて……誰だれか……！」

　泣き出す子どもの姿を見て、灰色のディライヴァーから発せられる声に変化が生じる。

『ふふっ……泣いたって無む駄だ』

　今まではあまり感情がこもってなかったが、愉ゆ快かいそうな声こわ音ねになったのだ。

　灰色のディライヴァーはバックパックに装備していた突とつ撃げき銃じゆうを右手に持ち、その銃口を子どもに向けた。

『──だって世界は理り不ふ尽じんなんだから』

　そう言い切ると同時に、灰色のディライヴァーは突撃銃の引き金を引いた。
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　アレーシャに食事を運んでもらったのだが、ユキは食が進まず、すべて食べきるのに大分時間が掛かかった。

　残す、という選せん択たく肢しはあったのだが、ジョンの話を聞いた後は気が引けてできなかった。

　ようやく食べ終わった食器をお盆ぼんに載のせ、食器を貸してもらった家に返しに行く。

「…………あれ？」

　その途と中ちゆう、ユキは予想外の物が村の広場にあるのを見つけた。

「……ヴォールト？　リカルさんが戻ってきてる……？」

　ヴォールトが村の広場でコクピットを開いた状態で膝をついている姿がそこにあった。

　予定ではリカルは夕刻に戻ってくるはずだったのだが、まだ昼を少し過ぎた程度だ。

　それなのにどうしてヴォールトがここにいるのだろう？

　そんな疑問を浮うかべたユキだが、疑問はすぐに嬉うれしさで吹ふき飛ぶ。

「あ、あの……！」

　ユキは近くにいた男に話掛けてみた。

「ん？　どうした？」

「えっと……あの、リカルさんは？」

　ユキはヴォールトを一いち瞥べつしてからそう訊たずねる。

「リカル？　……ああ、あのバンダナ巻いた兄ちゃんなら、そこの診しん療りよう所じよにいるぞ」

「診療所……？　怪け我がしたんですか！」

「さぁ……俺が戻って来たときには既すでにこの状態でな。何が何やら……なんかこのステアクラストってのも、出発した時より汚よごれてるし……なんかあったのかもな」

「え……！」

　男のその言葉に、ユキは驚いてもう一度ヴォールトを見た。

　確かに言われてみればヴォールトの青い装そう甲こうの各所が煤すすで汚れているのがわかる。

　泥どろや土だったらまだわかるが、煤で装甲が汚れることなど通常ではあり得ない。

「あ、あの！　すいません！　これ村長さんのところにお願いします！」

「え？　あ、おい」

　男が呼び止めようとしたが、ユキは無視して診療所に向かって走っていく。

「リカルさん……！」

　もしかしたら、大おお怪け我がをしたのか？

　そんなことを考えた途と端たんにユキは今にも心臓が止まってしまうのではないかと気が気でなかった。

　リカルの乗るヴォールトが、幾いくつものステアクラストに群がられていたときと同じだ。

「リカルさん！」

　ノックもなしで診療所の扉とびらを開き、奥へと入っていく。

　そしてそこに、見慣れた青いバンダナを頭に巻いた少年の姿を見つけた。

「リカルさん、だいじょ──う…ぶ………で………………」

　ユキの言葉は途中で完全に途と切ぎれ、そこにある光景に絶句する。
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　村に戻ると、リカルはリリィをつれて診療所に駆け込み、医者に診みせた。医者と言っても、アルカディアにいるのは精々薬師程度で、バベルにいるような外げ科か医は存在しない。

　それでもリカルよりは怪我人や病人に詳くわしいだろうと判断して連れて来たのだ。

　そしてこの村で医者をしている老ろう婆ばはリリィの容よう体だいを診しん察さつし終え、結果を告げる。

「特に異常はないよ」

　その回答はリカルの予想通りだった。ステアクラストに乗っている間に外傷の有う無むを確かく認にんする時間くらいはある。だが……

「……話は聞ける状態か？」

「……少なくとも、儂わしの質問には何も答えられないね。ずっとボーっとしてるよ」

　村が襲おそわれ、直接見ていないとはいえ、音からどんな状じよう況きようが起きたのか知ることはできるはずだ。冷静になった今なら、克こく明めいにそれを理解できるはずだからなおさらだ。

「…………それで、さっきの話は本当なのかい？」

「…………ああ、一応映像データをとってある……見るか？」

「ああ、見せとくれ」

　リカルは情報端たん末まつを懐ふところから取り出し、そこから以前アレーシャがしたことと同じように映像の投とう影えいをしてみせた。

　そこにはリカルがヴォールトを通じて見た村の凄せい惨さんな状況が映し出される。

「…………なんてこったい…………」

　映像を見て、老婆はそんな風に嘆なげいた。

　まだ途中だったが、リカルはこれ以上映像を見せるのは酷こくだと判断し、再生を中断した。

「……このこと、すぐに村長に報しらせてくれ。最悪、いつでも避ひ難なんできる準備も」

「…………ああ、そうだね」

　老婆はリカルの提案に頷うなずいて、診療所から出ていく。

　そんな老婆を尻しり目めに、リカルは先ほどまで薄うすい布のカーテンで遮さえぎられていた診察室の向こう側にいるリリィの方に顔を出した。

「よう」

「…………」

　リリィはベッドの上で天てん井じようを虚うつろな目で見上げていた。だが、リカルが声を掛けると、視線をリカルの方に向けて来た。反応をまったく返さない、というわけではないらしい。

　リカルはベッドの横にある木の椅い子すに座り、リリィにこう言った。

「辛つらいことだと思うが、本当に大事なことなんだ。質問に答えてくれないか？」

　真しん剣けんに、できるだけ丁てい寧ねいにリリィにそう訊ねると、リリィは微かすかに頷いた。

　了りよう解かいも得られたことで、リカルは単刀直入に知りたいことだけを訊きく。

「襲ってきたステアクラストは何体いた？」

「……二体」

　リリィのその答えに、リカルは安あん堵どした。もしかすると他にもステアクラストがアルカディア内にいて、コロニーの村を荒あらし回っているのではないかと危き惧ぐしたからだ。

「どの方向からそいつらはやって来た？」

「……知らない。周りが騒さわぎ出すまで、私は家の中で料理してたから」

「……そうか……だったら、他に何かいつもと違ちがうこととかなかったか？」

「……何も」

「…………わかった。俺からの質問は後はない。今は休め」

　そう言ってリカルは席から立ち上がってその場から去ろうとした。

　だが、その前にリリィがリカルの手を摑つかんでその行動を阻はばんだ。

「……おい、放してくれないか？」

　リカルは自分を摑んでくる手を見てそう言ったが、リリィは手を放す気配はない。

　リリィは何も答えずにリカルの手を握にぎったままだ。

　だが、顔を上げて真まっ直すぐにリカルの眼めを見る。

「…………──」

　そして数秒の間を空けてから、ゆっくりと口を開く。

「どこに行くの？」

『どこ、いくの？』

　目の前のリリィと、あの時のリリィの姿が重なって見えた。

「ッ──放せ!!」

　言いようのない不快感に苛さいなまれ、強ごう引いんにリリィの手を振り払はらおうとする。

　それでもリリィはリカルの手を離そうとしなかった結果、リカルはリリィのいる方向に身体を引っ張られてしまった。

「リカルさん！」

　その時、突とつ然ぜん診しん療りよう所じよにユキがかなり取り乱した様子で入ってきた。

「リカルさん、だいじょ──う…ぶ………で………………」

　ユキはリカルとリリィの姿を見て言葉が尻しりすぼみになり、最終的には沈ちん黙もくしてしまった。

「……ユキ？　…………あ」

　急に黙だまってしまったユキに、リカルが不思議そうな顔をしたが、すぐに現状を思い出す。今、リカルは傍はた目めから見ればリリィを押し倒たおしているように見えている。

「っ……ご、ごめんなさい！」

「なっ──ユキ、待て！」

　リカルが呼び止めようとしたが、ユキはそれを聞かずに診療所から出ていく。

「くっ……お前に構ってる暇ひまはない。放せ」

　まだ自分の手を摑んで放さないリリィを睨にらみつけてリカルがそう言うと、今度はあっさりとリリィは手を放した。
















　リカルはベッドから数歩離れた。それはリリィの手がリカルに届かない距きよ離りであった。

「…………一応、さっき無理矢理振ふり解ほどこうとしたことは謝っておく。悪かった」

「……こちらこそ、ごめんなさい……誤解させるようなことしちゃって」

　予想と違ってあっさりとそう言われたので、リカルは面喰くらった表情になる。

　そして、改めて自分が目の前のリリィに対して酷ひどい態度を取っていたと考え直す。

「いや、あんたが謝る必要はない。……むしろ普ふ通つうこの状況で誰だれか傍そばにいてもらいたいと思うのは普通だ……俺の配はい慮りよが足りなかった。余よ裕ゆうがなかったとはいえ本当に悪かった」

　頭を下げるリカル。

　それを見たリリィはユキが出て行った診療所の出口を見てからリカルに質問した。

「──さっきの女の子…………恋こい人びとなんですか？」

「違う。俺の依い頼らい人だ」

「……依頼人？」

「ああ……そして……俺に色んなことを教えてくれた恩人だ」

「…………大事な人なんですね」

　リリィがそう言うと、リカルは迷わずに言い切る。

「ああ、そうだな」

　──その時、リカルは気付かなかった。

「──ふふっ」

　リカルの言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、リリィの口元が微かに吊つり上がっていることに……







　３　忍しのび寄る過去







　リカルが戻もどってきたことを知ったジョンとアレーシャはすぐに通信機によって呼び戻され、借りている小屋までやってきた。アレーシャとジョンは例の村の件について報告を受けていた。ちなみに、ユキはこの場にいない。

　一応リカルもこの場にユキを呼ぶべきか迷ったが、話の流れから、例の村の状況の映像を見せることになっているので呼ぶのをやめておいた。

　色々と誤解されてしまったが、今は報告を優先させるべきだと判断したのだ。

「つまり、無人のステアクラストが暴れていたんだな？」

「ああ。あと、あの装備は俺たちを追っていた部隊のものと同じだった。あとで一応回収に行こうと思ってる」

「ンな必要はねェよ。さっさとこの村から出ていくぞ」

　危険があるならそこから逃にげる。もっともな意見だが、リカルは腑ふに落ちない。

「……なぁ、二人はステアクラストが無人で動いたことに疑問は持たないのか？　普通はあり得ないことだろ、これって」

　ジョンはリカルの方に向き直り、サングラスの位置を指で直す。

「まぁ、普通のステアクラストならそうだろうが…………そいつ、頭部にアンテナついてたんだろ？　なら今いま更さらって感じだな」

　リカルは一瞬表情を強こわ張ばらせ、確認のために再度質問する。

「……ちょっと待て。どうしてアンテナついてることが答えになるんだよ？」

「つまりそのアンテナで本来は充じゆう電でんを行えないアルカディア内で送電し、かつ遠えん隔かくで動かせる信号も送っている奴やつがいるってことだ。そういうディライヴァーもあったはずだぜ」

　ジョンのその言葉に、リカルは口元を手で覆おおう。リカルの方でもある程度予想はしていたが、実際に事実を聞くと事態の先行きに不安を覚える。

「やっぱりホルトゥス以外にもディライヴァーがあるんだな？」

　以前に多くの者たちがディライヴァーを狙ねらっているとジョンが言っていたのだから、このようなことがあっても不思議ではない。

　ディライヴァーに乗り、さらにアレーシャやジョンのディライヴァーと対たい峙じした経験のあるリカルとしては、それが敵にまわるということがどれほどの脅きよう威いなのか理解していた。

「……だが、ライアスにはヴォールト以外のディライヴァーはなかったはずだよな？　あったらとっくにケビンが使っていたはずだ。なのにディライヴァーがライアスの追っ手に加わっているのはおかしくないか？」

「ディライヴァーの存在は本来はこの時代を生きる人間は知りようがないのよ。なのにケビン・ライアスが知っていた。つまり……あの男にディライヴァーの存在を教えた者がいるってことよ。そこからディライヴァーが派は遣けんされたと考えるのが妥だ当とうでしょうね」

　アレーシャの方にリカルは向き直る。

「……もしかしなくても、それがホルトゥスの敵対組織か？」

「まぁ……そうなるわね」

　アレーシャがリカルの言葉を肯こう定ていし、リカルは考え込む。

「ディライヴァーのことは噂うわさですら聞かなかったし……徹てつ底ていした情報統制ができる相手なんだな……」

　リカルは一七年生きてきて、ユキたちと出会うまでその存在などまったく知らなかった。

　情報に関して敏びん感かんな運び屋でも知らないのだから、普通に生きていればディライヴァーのことを知る術すべはないと断言してもいいだろう。

　相手はそれができるだけの大規模な組織であることも容易に想像できる。

　最悪、都市の一つや二つを遥はるかに凌しのぐ大規模な組織だということも考えられる。

「詮せん索さくは後だ。とにかくこれ以上この村にはいられねぇ。荷づくりはやっといてやるからテメェはさっさと嬢じようちゃんに会ってこい」

「ユキに？」

　急にどうしてユキが話題にあがったのか不思議そうな顔をするリカルだが、ジョンの言葉にアレーシャが同意した。

「そうよ。ユキちゃん、リカルのことでずっと気を揉もんでたんだから早く会いに行きなさいよ。ほら、急いで急いで」

「えっ、ちょ、おい？」

　アレーシャがリカルの背中を押して小屋の外へと連れ出す。

「それに何故なぜか姿が見えないし、ちょっと心配だわ」

「…………あ、ああ……そうだな」

　姿が見えない原因に心当たりがあり過ぎるリカルはアレーシャの言葉に曖あい昧まいに頷うなずいた。

　どちらにしろユキには会わなくてはいけないことは事実なので、ここはアレーシャの言葉に甘えることにしようと、リカルは歩き出そうとした。
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「……あのガキ、嬢ちゃんとなんかあったな」

　歩いていくリカルの姿を見て、ジョンはそう呟つぶやいた。

「どうしてそう思うのよ？」

「勘かんだ。だが、かなりの確率で当たってるはずだ。あのガキ、お前に嬢ちゃんがこの場にいないことを指し摘てきされて顔が強張ってたからな」

　アレーシャは扉とびらを閉め、呆あきれた様子でジョンのことを見た。

「リカルがユキちゃんと喧けん嘩かでもしたっていうの？　それはないわよ。ジョンと違ちがってリカルがどれだけユキちゃんを大切にしてるか知ってるでしょ？」

「はっ……まだまだ幼よう稚ちだなアレーシャ。いいか、男と女ってのはそんなに単純じゃねェンだぜ？　ましてガキの方は色いろ恋こい沙ざ汰たとは無む縁えんで生きて来た部類だ。女の扱あつかいなんてまったくわからねぇだろうさ」

「……むしろユキちゃんの方が異性の扱いが苦手に見えるんだけど……」

　アレーシャのその言葉をジョンは首を横に振って否定する。

「いや、あれはむしろ男に慣れてる。いっとくがセクハラじゃねぇぞ、会話とかそういう意味合いでだ。おそらく男兄弟でもいたんだろうな」

「何を根こん拠きよにそう思うのよ？」

「立ち居振ふる舞まいで大体わかる。嬢ちゃんは俺と話すときも必要以上に緊きん張ちようはしねぇ。年上の異性には、誰だって緊張はするが嬢ちゃんの場合はそれが軽い。記き憶おくのなくなる前からそういう相手と話慣れてるんだろ」

「……ユキちゃんには、兄がいたってこと？」

「断定はできねぇが、それに近い奴が記憶を失う前は身近にいたはずだ」

　それが確かなら、リカルやユキにとってはかなり有力な情報だ。

　しかしこれは迂う闊かつに二人に話さない方がいいだろう。結局はジョンの推測であり、可能性でしかないのだ。下手なことを言ってぬか喜びをさせるべきではない。

　──トントンッ

　不意に、小屋の扉からノックの音が聞こえてきた。

「？　……誰かしら？」

　アレーシャが小屋の扉を開くと、そこには初老を迎むかえているであろう男がいた。

　しかも男の背後には、他にも数人の者たちがついて来ている。

　その姿を見て、ジョンがアレーシャの前に出た。

「村長さんと…………村の重役さん方が揃そろって、何の用だ？」

　そんな質問をしてみたが、正直これから何を言われるのかジョンは予想できていたし、アレーシャもそのような顔だった。

　思いつめた顔で村長はジョンたちに向けて言葉を発する。

「──この村から出て行ってくれ」
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　ユキは今、村の近くを流れている川辺に座り込んでいた。

　診しん療りよう所じよから走って逃げてきたが、診療所で見た光景がユキの脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

「………………リカルさんのバーカ」

　──ポチャン

　そう呟いて、近くにあった小石を川に投げた。投げられた石は川の水面みなもに一瞬だけ波は紋もんを作るが、それはすぐに流れによって搔かき消される。

　それとは逆に、ユキのリカルに対するイライラは消えるどころか増大していた。

「人が心配してたら知らない女の人を……お、お……おお押し倒たおしてるなんて……！」

　──ポチャン

　別の近くにあった小石をまた川に投げるユキ。

「別に……私がリカルさんの女性関係について、とやかく言う権利はないですけどっ」

　──ピシャンッ

　こころなしか石を投げる手に力がこもり、少しだけ水柱ができる。

「でも、いくらなんでも……！　追われている身で、そういうことするのは、色々とおかしい、ですよ、ねっ」

　──パシャンッ、パシャンッ

　今度はさらに高い水柱が上がり、音も大きくなっていく。

「ふしだらです、不健全ですッ……そもそも私と一いつ緒しよにいるって言っておいて、平気で他の女性にちょっかい出すとか……いくら運び屋と依い頼らい人の関係だからって、もっと誠意ある行動をっ、見せるっ、べき、でしょうっ！」

　──バシャン、バシャン、バシャ────ン！

　水柱が高くあがり、大きな音が響ひびく。

　ユキの手の届く範はん囲いの小石がなくなったことで小石を川に投げ入れる行動は終わったが、ユキのリカルに対する不満は募つのるばかりである。

「──おーい、ユキー！」

　その時、背後からユキがずっと考えていた人物の声がした。

「…………リカルさん」

　振ふり返ると、リカルがこちらに走ってやってくる姿があった。

「…………ふんっ」

　ユキはリカルの姿を確かく認にんし、すぐにまた川の方に顔を向けてしまった。

「ユキ、あの」「いいんですか、あの人のこと放ほうっておいて？」

　リカルの言葉を遮さえぎるように、不ふ機き嫌げんな声でユキはそう言い放つ。

「え？　あ、リリィのことか？　アイツはもう大だい丈じよう夫ぶみたいだし」

「……へぇー……リリィさんっていうんですか～……随ずい分ぶんと親し気ですねぇ～」

　ユキは近くにあった少しサイズの大きな石を持って川に投げ込む。

　──バシャーンッ！

　大きな水柱が立ったことに、リカルは肩かたを軽くすくめる。

「……ユキ？　……あの、もしかして……怒おこってる？」

「何がですか？」

「いや、だから……その俺が」「私が、リカルさんの……何に怒ると？」

「あ、あの……ですから、ね……俺が」「何を怒ると？」

「…………お」「な、に、を、お、こ、る、と？」

　最も早はや発言すら許可されない状じよう況きよう。途と中ちゆうから敬語になってまでリカルなりにコミュニケーションを図はかろうとしたのだが、取りつく島がない。

「……………………」

　──バシャーンッ！

　再びユキが大きめの石を川に向かって投げる。大きめの水柱が立つ。

「よっぽど大事な人なんでしょうね」

　──バシャーンッ！

　近くに投げられる石がなくなると、ユキはわざわざその場から立ち上がってから手て頃ごろな石を見つけ、それを拾って川に投げた。

「大事って……なんのことだ？」

　ユキの言っていることがわからないリカルだが、ユキは冷たい口調で続ける。

「言い訳しなくてもいいですよ。依頼人の私なんかより、恋人のリリィさんの方が大事ですものねぇ～」

「こ、恋人ッ!?　待て待て待て！　なんでそんな話になるんだ！　それはまったく──」

　何かとんでもない誤解が発生していると判断し、すぐに弁解しようと判断したリカル。

　だが、そのときだった。

「──みーつけた」

　背後から伸のびてきた手がリカルを抱だきしめ、背中には柔やわらかな感かん触しよくがした。

「えっ、はぁ!?」

　急なことに戸と惑まどうリカル。一方、リカルの肩には亜あ麻ま色の髪かみをなびかせた少女が顎あごを乗せるようにしていた。さながら、恋人の男に甘える乙女おとめに見えなくもない。

「な、あ──、お、おおおお前ッ、なんでここにいるッ!?　リリィ!!」

　そう、急に現れたリリィが、リカルを背後から羽は交がい締じめしてきたのだ。

「………………へぇー……ふーん……そうですかぁー…………彼女同どう伴はんだからここに来たわけですかぁ～……お熱いですねぇー」

　ユキのリカルを見る眼めが加速度的に冷たく、下げ衆すを見る眼と変わっていく。

　リカルがケビン・ライアスに頭を踏ふみつけられていた時ですら決してリカルを見下すようなことをしなかった彼女が、この時初めてリカルに侮ぶ蔑べつの視線を送っていたのだ。

「違う！　誤解だ！　俺とこいつはそういう関係じゃない！」

「どの面つら下げてそんなこと言ってるんですか？　鏡で今の状態を見てください」

　ユキからしてみれば、リカルはリリィを背中に抱だきつかせた状態のままなわけで、説得力などそこには欠片かけらも存在していないわけなのである。
















「つーかお前離れろ！」

　力ずくでリカルがリリィを振り解ほどこうとしたその時、リリィはリカルの耳元で、尚なお且かつユキにも聞こえるような声の大きさで……

「──さっきは無理矢理で、ごめんって言ったのに？」

「む、無理矢理ッ!?」

　確かにリカルはそのようなことを言ったが、肝かん心じんな主語と動詞が欠落していた。そのためか、まだ誤解が解けていないユキにとっては別の意味合いに聞こえてしまう。

「や、やっぱり無理矢理押し倒してたんですねッ！」

「いや、全然違う！　そういう意味合いじゃないし、別に俺が押し倒したわけじゃ──」

「そう、私が誘さそった」

「お前何言ってんのッ!?」

　リリィの訳のわからない発言に驚きよう愕がくするリカル。一方でユキはそれ以上に驚愕していた。

「さ、さそっ──あなた、リカルさんに何やってるんですかッ！」

「別に問題はないでしょ……だってあなたは依頼人というだけなんだから」

「ッ」

　リリィの言葉に、ユキが言葉を詰つまらせる。そこへリリィは続ける。

「リカルがそう言った。あなたのことを恋人かと聞いたら、ただの依頼人だ、と」

「ッ──お前、いい加減にッ！」

　リカルが自分を抱きしめるリリィの手を摑つかんで引き離そうとしたとき、すでにリリィは自ら離れてしまっていた。

「あなたにこの男のことなんて理解できない。だって〝ただの依頼人〟なんだから」

「…………っ！」

　ユキはその場から走り出す。

「ユキッ、待ってくれ！」

　リカルもすぐその後を追おうとした。その時、空が急に明るくなった。




　◆




「ああもう、ふざけんじゃないわよッ！」

　大層ご立腹の様子で、アレーシャはそう叫さけんだ。

　それが先ほど村長と村の重役たちとの話し合いを終えて、もう声を聞かれる心配がないと判断しての第一声だった。

「落ち着け」

　ジョンがそう声を掛かけるが、アレーシャの怒いかりは収まらなかった。

「これが落ち着いていられるわけないでしょ！　何なのよあの言いぐさ！　リカルは敵を倒したっていうのに、全部リカルが悪いみたいな言い方だったじゃない！」

「まぁ、向こうからしてみれば俺らが敵を連れて来たって感じだろうしなぁ……仕方ねぇんじゃねぇのか？」

　ジョンが壁かべに寄りかかりながらそう言うと、アレーシャはジョンをキッと睨にらみつける。

「ジョンまでリカルが悪いって言うの！」

「そうは言わねェが……あの村人が殺された責任の一いつ端たんは間ま違ちがいなく俺たちにある。そしてあいつらが見たのはガキのヴォールトのみ。自然とアイツの方に意識が向く」

「でも！」

「言っても仕方ねェだろ。さっさと荷づくりすんぞ」

　村長たちの要求は、この村から早々に立ち去ってもらうことだった。敵のステアクラストはジョンたちを追ってアルカディアまでやってきたのだから、当然のことと言える。

　元からすぐにこの村を去る予定だったので、別段そのことに対しては問題はなかった。

　しかし重役の数人がリカルがこの場にいないことを善よいことに「死神」「疫やく病びよう神がみ」「災さい厄やく」など、もしくはそれに近いニュアンスで罵ば倒とうしたのだ。

　その言葉に対してアレーシャが激げつ昂こうしかけたのをジョンが押さえつけた。

　一方で村長や他の冷静な重役も、リカルが村の仕事を手伝ってくれたり、実際に敵を撃げき退たいしてくれたことを考こう慮りよに入れてはくれていた。結果、必要な物資は向こうで用意してくれるということになったのだ。

「わかったわよ。リカルにこのこと言うんじゃないわよ？　もちろんユキちゃんにもよ」

「俺もそこまで野や暮ぼじゃねぇよ」

　村の方に必要な物資を取りに行くために、二人は小屋の外に出た。その時だ。

「「！」」

　空が真っ白に染まるほどに強きよう烈れつな閃せん光こうが、頭上を過ぎ去っていった。




　◆




「っ！　なんだ今の！」

　頭上を通過した閃光の行く先を見て、リカルがそんな声をあげる。

「……って、そうだユキッ！」

　光のことも気になるが、今はそれ以上にユキの方が気がかりだ。

　当のユキは下を見ていたのか目を瞑つぶっていたのかで、光に気付かなかった。

　今もユキは走り続けているのがリカルに見えた。

「ユキッ！」「待って」

　ユキを追いかけようとした時、その進路をリリィが手を広げて阻はばむ。

　リカルはイラついた様子でリリィを睨む。

「邪じや魔ますんな！　これ以上はいくらなんでも許さねェぞ!!」

「……ふふっ」

「なにがおかしい！」

　急に愉ゆ快かいとでもいうかのように笑うリリィに、さらにリカルは苛いら立だつ。

「やっぱり大事なのね。彼女のことが。あの子のこと、好きなの？」

「っ、い、いきなりなんだ！」

　あからさまに動どう揺ようするリカルを見て、リリィはさらに愉快気に笑った。

　そして、その笑いはリカルのことを嘲あざわらう悪意ある笑えみに変わり、悪意ある言葉を吐はいた。

「夢の見過ぎよ。あなたじゃ絶対に、あの子の隣となりに立てない」

「っ──…………どういう意味だ？」

　リカルの視線は冷たく、リリィに向けていた怒りに明確な敵意が滲にじむ。

「言葉通りの意味。それに、あの子もあなたなんかの隣にはいたくないと思うけど？」

「……テメェ、さっきから何様だよ？　お前が俺やユキの何を知ってるっていうんだよ」

「ふふっ……さぁ、それはノーコメントにしておくわ。でも…………」

　リリィは妖あやしく笑う。その笑みは、まるでリカルのすべてを見み透すかしているようだった。

「──あなたは彼女に大事なことを黙だまって、騙だましている。それだけはわかる」

「ッ!?」

　リリィの言葉に、リカルは絶句する。

　騙している、というわけではないが、リカルはユキに教えていないことがある。もしもそれをユキが知ったら、彼女はリカルをどう見るか……

「そ、それは……」

　──ビビーッ！

　そのことをリカルが考えだしたとき、リカルのジャケットの中から電子音が響ひびく。

「っ……もしもし？」

『リカル！　急いでヴォールトに乗って、さっきの光が過ぎてった方向に向かって！』

「は？　な、なんだよいきなり？」

『さっきの光見たでしょ！』

　明らかに普ふ通つうじゃないアレーシャの様子に、リカルは嫌いやな予感がした。

「さっきの光、何なのか知ってるのか？」

『知ってるも何も……前に話したでしょ！　あれがマイクロウェーブよ！　それも高出力の！　あの高さと角度から考えて、近くにステアクラスト部隊が迫せまってきてる！』

「なんだとッ!?」

　驚愕するリカル。一方でアレーシャは急いで指示を出す。

『リカルは敵を足止めして！　あたしとジョンはディライヴァー取りに行くから！』

「わ、わかった！」

　通信機をジャケットに戻もどし、リカルは一度、ユキが走り去っていった方向を見た。

　そして、次にリリィを睨む。通信の内容を聞いていた割に、彼女は平然としていた。

　それがあまりにも妙みようで、リカルは疑問を覚えた。

「……早く行かないの？　急がないと、この村も……」

　リリィのその言葉で、リカルの脳のう裏りに殺さつ戮りくの行われた村の光景が過よぎる。

　この村にはユキがいる。必然的に、ユキも巻き込まれてしまうだろう。

「そんなことさせて堪たまるかよッ」

　疑問はあるが、だからと言ってこれ以上リリィに構っていて敵のステアクラスト部隊の接近を許すわけにはいかない。

　リカルはヴォールトが置いてある村の広場に向けてすぐに走っていく。

　村の中は先ほどのマイクロウェーブで混乱しているようだった。

「お、おい！　今のはなんだ！」

　先ほど、小屋にやってきた重役の一人がリカルにそう声を掛けた。

「すぐに荷物をまとめてこの村から逃にげろ！　敵がやってきたぞ！」

　リカルはそれだけを言ってヴォールトのコクピットに飛び乗った。

　シートに座り込み、ベルトを締しめてシステムを起動させると、シートの裏から伸のびて来たアームが首を固定する。拡声器のスイッチを入れ、村人全員に向けて叫んだ。

『近くの村を滅ほろぼした奴やつらがここに来る！　時間を稼かせぐから、全員逃げるんだ！』

　そこまで言って、リカルはヴォールトの脚きやく部ぶローラーを稼か働どうさせて走らせた。

　村の外まで出て、人が近くにいないことを確かく認にんするとすぐにスラスターを噴ふん射しやさせ、マイクロウェーブの飛来していった方向へと加速する。

「……どこのどいつか知らないが……！」

　リカルの操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手に力がこもる。

　脳裏に浮うかぶのは、虐ぎやく殺さつとしか言いようのないあの村の光景。

「村にはユキがいるんだ！　あんなこと、絶対にさせねぇ!!」

　小高い丘おかを飛び越こえ、一時停止するヴォールト。

　レーダーが敵てき影えいを捕捉した。敵の大群がこちらに近づいている。

　広い草原の彼方かなたから、徐じよ々じよに多くのステアクラストの稼働音が聞こえてきて、ヴォールトのメインカメラがこちらに迫ってくるステアクラストの軍団を確認した。

　昼頃ごろに接敵した機体と同じように、頭部にはアンテナらしきパーツも確認した。

　だとすれば敵は無人機と想定していいだろう。

「数は……三四……か」

　明らかにこれは一機でどうこうできるものではない。そもそも、ヴォールトには武装の用意すらないのだから戦せん闘とうを行うなど自殺行こう為いに等しい。

「──だが」

　操縦桿を握る手に力を込め、フットペダルを思い切り踏ふみ込む。

　それによってヴォールトが前へと飛び出していく。

「俺一人で…………この場を保もたせるッ」

　実際に口にしてみると、その言葉はなんとも現実味がなかった。

　ライアスではこれを超こえる数を相手に立ち回った。実際にやってのけておいてなんだが、リカル自身もあの時のことを振ふり返ると夢でも見ていたような気分になる。

　ヴォールトが接近したのにステアクラスト部隊も気が付いたのか、突とつ撃げき銃じゆうを構えた。

　そこから辺り一帯の音を飲み込むような爆ばく音おんが響き渡わたる。

　リカルはそれらの弾だん丸がんを回かい避ひしようとスラスターを噴射させて横に跳とんだ。

　──カッ、ガンッ！

「チッ……！」

　外から聞こえる金属音と振しん動どうに、弾丸が当たったことを理解する。

　敵はしっかりと隊列を組んでいて、回避した先にあらかじめ銃を構えていた三機のステアクラストがヴォールトに向けて射撃してくる。

　ここまで弾だん幕まくが厚いと、流石さすがのリカルも全部避よけきることは難しい。

　本気を出せば避けきれないこともないが、それではすぐにバテてしまう。

　アレーシャとジョンが来る前にそうなってしまうわけにはいかない。

「こういう時は……！」

　ヴォールトは両りよう腕うでを交差させるようにして、コクピットとカメラ部分を保護する。

「肉を切らせて……！」

　ペダルを思い切り踏みしめ、回避を捨てて前進する。

　敵は当然のように突撃銃をヴォールトに向けて発はつ砲ぽうしてくる。

　──ガガガガガガガガンッ!!

　先ほどよりも大きい音がコクピットの外から聞こえてきた。

　コクピットの中にアラートが鳴り響くが、リカルはそれら一いつ切さいを無視。

　眼前に迫って来た突撃銃を構えるウードロースを見み据すえ、操縦桿を握る手に力がこもる。

　──ガチャン！

　ヴォールトの右手の装そう甲こうが動き、収納されていたスラスターが展開された。

「──骨を断たつ!!」

　ヴォールトの拳こぶしが届く間合いまでウードロースを捉とらえると、スラスターで加速された拳が思い切り振り抜ぬかれ、その頭部を叩たたき潰つぶした。

　頭部にはアンテナがあり、今の一撃でそれを破は壊かいされるとウードロースは完全に沈ちん黙もくする。当然、他の機体は至し近きん距きよ離りにいるヴォールトへの発砲を続けている。

　リカルは動かなくなったウードロースを盾たてのようにして全速力で後退する。

「損傷状じよう況きようは……！」

　ディライヴァーの装甲はかなり頑がん丈じようだが、あれだけの弾幕を受け続けたとなれば何かしら支障が出る可能性がある。

　それを危き惧ぐしたリカルだが、今のところヴォールトに異常はなかった。

「よし、これならまだいける！」

　盾にしたウードロースの手から突撃銃を奪うばい取る。

　そうするとスラスターを横に噴射させ、村を背にするように動く。

　手にした突撃銃を敵部隊に向けて構えるヴォールト。

　その際ヴォールトを操あやつるリカルは、ロックの対象をコクピットではなく敵の頭部──特にアンテナを狙ねらうことにした。

　敵はアンテナからエネルギーと操作信号を受信していると予想されるため、無人である限りはあれさえ破壊できれば敵を無力化できるとリカルは考えた。

　現に、先ほど頭部を破壊したウードロースだが、戦闘はできなくとも動くだけなら可能な状態でもあった。しかしアンテナのある頭部が破壊された瞬しゆん間かんに完全に動かなくなったことで、リカルはその考えに確信を得た。

「喰くらえ!!」

　敵機の頭部目め掛がけて火を噴ふく突撃銃。

　全部が全部当たったわけではないが、コクピットに比べて装甲の薄うすい頭部は破壊が容易でもある。リカルが目視した限り、今の射撃で二機を潰した。

「──残り三一」

　敵の数を考えればまだ油断はできない。

　リカルは射撃を続けつつ、敵の動きを注意深く見る。

　一機たりとも、村へは入らせない。入らせてはいけない。

　相手は無人機だから、いちいち細かい動きまではできないらしく、小こ賢ざかしく頭部を守るという行動に移りはしない。しかしヴォールトの放った弾丸がすべてアンテナを破壊するというわけではなく、多少破壊されても平気で動く機体も見受けられた。

　敵部隊に向けて連射を続け、突撃銃の弾たまが切れる。

　もう一度部隊に突つっ込んで銃を奪おうかと考えたその時、部隊の中からスラスターを使って高速で村に向かおうとする機体が出てきた。

「なっ!?　──行かせるか!!」

　急に行動パターンが変わったことに驚おどろきはしたが、すぐにそれに対応するためにスラスターを全開にして後を追う。

　飛び出した機体はサーペントの二機で、どちらも部隊にあるステアクラストの中では機動力は高い部類だった。

　しかし、あくまでもそれは平均的ステアクラストの中での話であって、ヴォールトには遠く及およばない。すぐに追いついたヴォールトは、背後からアンテナのある頭部を破壊しようと拳を振りかぶる。

　だがその時、ヴォールトの狙った方とは別のサーペントが急に機体方向を変え、背中のバックパックに装備していたガトリングの銃口を向けてきたのだ。

　──ガチッ

　身に危険が迫るのを感じ、リカルの頭の中でスイッチが切り替かわる。

　今のままでは敵の射撃を回避しきれない。

　──ガチャンッ！

　リカルがそう思った瞬間、ヴォールトの収納されているスラスターが展開される。

　スラスターのすべてに点火されたのは、ガトリングが火を噴くよりもわずかに早かった。

　ヴォールトはギリギリのところでガトリング砲ほうの直撃を免まぬかれたのだ。

「あ、くっ！」

　いつものように身体からだ全体を固定されていない状態でのヴォールトの最大加速。

　さらに今はスラスターの方向が無茶苦茶で、若じやつ干かん傾かたむいた状態での跳ちよう躍やくが身体に過か剰じようなまでのＧを掛ける。それにより座席から投げ出されそうになる身体を抑おさえ込むため、シートベルトがリカルの身体に深く食い込む。

　ミシミシと肋ろつ骨こつの軋きしむ感覚と肺から強制的に空気が吐はき出される感覚に吐き気を覚える。

「ガハッ……！」

　せき込んだ瞬間、血の混じった唾つばが吐き出た。肺に相当の負担がかけられているのだろう。だが痛がってる暇ひまはない。跳躍した状態のまま、リカルは状況を再確かく認にんする。

　ヴォールトが破壊しようとしていたサーペントは結果的にもう一機の射撃によって完全に破壊されていた。

　今の射撃は完全に、ヴォールトを狙うためにサーペントを捨て駒ごまにしたのだ。

　人が乗っていれば、このような作戦はそうそう実行はできないだろうが、相手は無人機。

　平気でこのような捨て身の作戦をリカルに仕し掛かけてくる。

「ゲホッ……厄やつ介かいだなッ」

　空中で姿勢を立て直そうとする。

　その時、下からこちらがロックされたというアラームが鳴り響ひびく。

　先ほどのサーペントが空中にいるヴォールトを狙っているのだ。

「その程度──」

　──ビビーッ!!

　下方からの射撃を避けようと考えていたリカルに、今度はさらなる警告音が響く。

　次は背後──ステアクラスト部隊からだった。

　モニターに目配せをして後方を確認すると、大口径の狙そ撃げき銃じゆうでこちらを狙っているオウルの姿が見えた。

　──ビビーッ!!

　──ビビーッ!!

　──ビビーッ!!

　立て続けにリカルに危険を知らせるアラームが鳴る。

「ッ!?　多すぎる！」

　一瞬では認識しきれない多方向からのロック。

　たった今すべてのスラスターを噴ふん出しゆつしたばかりのヴォールトに、これだけの数をすべて回避できるだけの余力は期待できなかった。

　そして、敵は無む慈じ悲ひにも空中にいるヴォールトに向けて射撃を開始した。

「──くそぉぉぉぉぉ!!」

　叫さけびながら、リカルは操そう縦じゆう桿かんを激しく動かし、フットペダルを力ちから一いつ杯ぱいに踏み込む。

　リカルを保護するためにアームが伸のびて、後からリカルの身体全体を固定するが、その時にはヴォールトは空中で迫せまりくる弾丸を避けるために空中を飛び回る。

　下からのガトリングをスラスターを右に噴ふん射しやさせることで左に回避し、後方から飛来する狙撃は上じよう昇しようして躱かわす。

　そこからリカルが認識しきれなかった方向からの射撃が迫る。

　──ガチッ

　自分の身に危険が迫っていることを本能で察知し、その危機から逃のがれようとする。

　今度はヴォールトが右へと機体を振ふり、迫る大口径の弾だん丸がんがヴォールトの左ひだり肩かたを掠かすめた。

　──ガチッ

　次は空中で機体を一八〇度反転させ、敵部隊の方に前方を向ける。

　そしてヴォールトはコクピットの前で両腕を交差させると、数発の弾丸がそこに当たる。

　──ガガガガガガンッ!!

　おそらくガトリングからの射撃だ。コクピットへの直撃なら危険だった。

　ライアスを出てから知ったことだが、ヴォールトの上じよう腕わん部の装甲は他の部位よりも厚くなる。ヴォールトの他の部位で受ければ危険な攻こう撃げきでも、上腕部でなら耐たえられる。

「まだ、来るッ……！」

　──ズキンッ

　敵の攻撃がすぐそこまで迫っていることを察知し、軌き道どうを予測しようとしたら激しい頭痛に見み舞まわれた。

　こんな数秒にも満たない時間内での連続の〝予測〟はリカルの脳にこれまでにないほどの負荷を掛けていた。

　リカルは昔から特定の状じよう況きよう下かに陥おちいると不思議と頭の回転が速くなっていた。

　例えば、何か思い出そうと意識を集中すると普ふ段だんは忘れているようなことでも鮮せん明めいに思い出せるようになる。

　例えば、認識できる危険が迫ると、周囲の景色が止まって見えて、回かい避ひが容易になる。

　例えば…………なんとなく、自分でもよくわからない危機が迫って来たらそれがどこから来て、どうすれば避さけられるのかがわかった。

　この三つ目のことをリカルは〝予測〟と呼んでいて、他と比べてこれを行った後に最も疲ひ労ろうを感じていた。

　だからといってすぐにどうこうなるような疲労でもないが、ここまで連発させられたことはなく、まさか頭痛が起きるとはリカルには予想外だった。

（なんとか、ここをしのいで──ッ!?）

　敵の攻撃が来る方向を察知し、避けようとするリカル。

　だがヴォールトはすぐに反応しなかった。

　スラスターのチャージが切れてしまったのだ。

　切れたと言っても一時的なもので、数秒のチャージでまたすぐに使えるようになる。

　これはヴォールトがちゃんと整備されていれば本来起こることのないものだが、ヴォールトは発はつ掘くつされてからちゃんとした整備を受けていない故ゆえに発生したのだろう。

　普段なら問題のない数秒だったのだが、今はその数秒が命取りとなる。

　空中で動きの止まったヴォールトに迫るのは、狙撃銃によって放たれた大口径の弾丸。

　ガトリング砲の時と違ちがって上腕部の装そう甲こうでも防ぎ切ることはできない。

（まずい、当たる！）

　弾丸が眼前に迫ってきて、リカルは自力では回避不可能だという結果が出た。

　せめてコクピットだけは避けてくれと、もう祈いのる気持ちで目を閉じようとするリカル。

　──ガィンッ!!

　目を閉じる直前、今までとは異なる金属のぶつかり合う音が響き渡わたった。

「……え？」

　目を閉じる直前に見た一瞬の出来事に、リカルは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　今見た光景は、それだけ常識外れのものであったのだ。

　ヴォールトに迫ってきていた弾丸が、ヴォールトの左斜ななめ後方から飛来した弾丸によって、空中で撃ち落とされたのだ。

『これだけの数によく保もったわね。あとは任せなさい』

　その言葉と共に、リカルの視界で数体のステアクラストがまとめて胴どう体たいを両断される光景が目に入った。

　スラスターの再チャージが完かん了りようし、無事に着地を成功させるヴォールト。

　全身のスラスターは再び収納され、リカルの身体を拘こう束そくしていたアームが解かれた。

「──っ！　今の……アレーシャか！」

　ヴォールトの前には、赤熱した刃やいばの剣つるぎ型武装を肩かたに担かついだジアの姿があった。

『私だけじゃないわ。さっきのジョンの狙撃がなきゃ死んでたわよ』

「狙撃…………っ、まさか！」

　リカルは驚いた様子で、自分の左斜め後方にメインカメラを向けて拡大する。

　そこには小高い丘おかがあり、その上で大口径狙撃銃を構えた黒い機体があった。

　それこそジョンが乗るマーキーで、構えた狙撃銃の銃口からは硝しよう煙えんの煙けむりが昇のぼっている。

「狙ねらって撃ち落としたのか……！　相手の弾丸を……!?」

『ジョンならそれくらい朝飯前よ。リカルと同じ〈スペリアー〉なんだから』

「スペリアー……？」

　聞き慣れない単語を口にしたアレーシャ。

　その意味がわからず、リカルの頭にはいくつもの疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

『スペリアーっていうのは…………ああ、流石さすがにおしゃべりしてる時間はないわね』

　アレーシャが説明しようした時、敵部隊がこちらに向けて再び攻撃を開始した。

『リカル、そこら辺にある装備使って。私が突つっ込むから援えん護ごよろしく！』

「わ、わかった！」

　先ほどジアに切り裂さかれたステアクラストの突とつ撃げき銃じゆう二挺ちようを両手に装備し、ヴォールトはその場からローラーで動き出す。

「スラスターは……？」

　横目で見た画面には〝冷れい却きやく中〟という文字が浮かんだ。

　ヴォールトは全身のスラスターを展開させることで通常時よりも遥はるかに高い機動力を得られるが、一度使うとこのように冷却する時間を取らなければならない。

　腰よう部ぶのメインスラスターはまだ普ふ通つうに使うことはできるが、冷却が終わるまではもうヴォールトは先ほどのようなマニューバは行えないだろう。

『はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!』

　通信機から聞こえてきたアレーシャの叫び。それに呼応するかのようにジアは担いでいた剣を豪ごう快かいに振り回しながら敵部隊に近づいていく。

　当然敵部隊はジアに向けて火力を集中するのだが、突撃銃もガトリングの弾丸はジアの前進を止めることはできなかった。

　そして今度は大口径の狙撃銃がジアを狙う。

「っ！　アレーシャ、デカいのが来るぞ！」

　いくらジアの装甲でも狙撃銃での直撃は危険だと思ってそう叫んだが、ジアが歩を緩ゆるめることはない。そして、敵の狙撃銃から弾丸が放たれ、ジアに迫る。

（まずい！）

　リカルがそう思った時、ジアの装甲に弾丸がぶつかった。

　──ガァァァンッ！

　結果として、リカルの焦あせりは杞き憂ゆうだった。

「…………」

　コクピットの中でリカルは援護の手を止めて口を開きっぱなしのまま硬こう直ちよくした。

　確かに敵の攻撃はジアの胸部──コクピットに直撃したが、ジアはまるで何事もなかったかのように剣を振り回し、近くにいるステアクラストを薙なぎ払はらう。

　そして、直撃した弾丸の方が歪いびつな形になって弾はじかれたのをリカルは目撃した。

「……ど、どんだけ頑がん丈じようなんだよ」

　ジアが強固なことは知っていたが、まさかここまで圧あつ倒とう的な堅けん牢ろうさを誇ほこるとは思っていなかったので、リカルはそんな感想が口から出ていた。

『おいガキ、ボケっとすんな！』

　通信機から聞こえてきたジョンの声に、リカルはハッと我に返る。

『ここは戦場だぞ！　いくら味方がいるからって、気を抜ぬけば死ぬぞ！』

「わ、わかってる！」

　リカルはすぐにヴォールトを走らせ、二丁の突撃銃での発はつ砲ぽうを開始した。

　狙うのは主に頭部。

　アレーシャが大暴れしているおかげで敵機の数もだいぶ減っていた。敵の残存兵力は数にして一八機といったところだろう。

　そこからさらにリカルの射撃と、ジョンの狙撃で数を減らしていく。

　──ズキンッ！

「痛ッ!?」

　急に頭痛がして、集中が切れそうになる。

　だが、これは自分に身の危険が迫っているという合図でもあった。

　どこからかリカルが狙われているということなのだろうが、集中が切れかけて瞬しゆん時じにそれがどこから迫ってくるのかわからない。

『──リカル、前に出て！』

「ッ！」

　アレーシャからの声に、リカルは従い、フットペダルを思い切る踏ふんだ。

　腰部スラスターを全開にして噴ふん射しやさせ、その場から前に出ると、先ほどまでヴォールトの立っていた位置を何発もの弾丸が飛来していく。

　そこにはさきほどジアによって破は壊かいされた上半身のみのサーペントがガトリング砲を構えている姿があったのだ。

「このっ！」

　ヴォールトはそのサーペントの頭部を突撃銃にて撃ち抜き、その動きを完全に停止した。

　リカルは頭痛に悩なやまされつつも、敵部隊への攻撃を再開する。

「イテェ…………今の、アレーシャ？　どうしてお前、俺の方見てないはずじゃ？」

　リカルは今の敵てき陣じんの中でステアクラスト部隊を斬きって斬って斬りまくるジアを見て驚おどろきの声をあげる。

『あたしもスペリアーだってさっき言ったでしょ。というかさっきの機体、なんでまだ動いてるのよ？　コクピットまで攻撃は届いてたはずよ？』

「あ、ああ……こいつらは頭部のアンテナがコクピットの代わりに信号の伝達をしてるんだ。コクピットを壊こわすより、頭部を破壊した方が確実だ」

『なるほど、それは楽でいいわ──ねっ！』

　ジアはそこから剣だけでなく、時折拳こぶしも使って敵ステアクラストの頭部を破壊する。

　さきほどよりも速いペースで、ジアは敵部隊を片付けていく。

「俺も、負けちゃいられないな」

　スペリアーがいったい何なのかわからないが、今は敵を倒たおすことだけを優先することにしたリカル。

　ジアの白兵、マーキーの狙そ撃げき、そしてヴォールトの攪かく乱らん及および射撃。

　これらの三機がそれぞれの役割を十分に発揮し、無事に三四機すべてのステアクラストを撃げき破はした。




　◆




「あぁ～……頭イテェ……！」

　戦せん闘とうが終しゆう了りようし、リカルはコクピットの外に出て草原に寝ね転ころんだ。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　アレーシャが倒れたリカルに駆かけ寄って心配そうに顔を覗のぞき込む。

「……わかんねぇ……こんなに〝スイッチ〟入れたのは初めてだったし……」

「スイッチ？」

「え～っと……昔から、自分でもよくわからねェンだけど頭の中でなんか、こう適当にイメージして切り替かえると、急に頭の回転が速くなるっていうか…………そういうの」

　抽ちゆう象しよう的な説明だったが、リカルの言葉を理解したようにアレーシャが「ああ」と頷うなずいた。

「そっか……リカルは結構スタンダードなやり方なのね」

「？　…………で、さっき言ってたスペリアーってなんだ？　なんか言い方から察するに、俺もみたいな感じだったんだが？」

「そうよ。リカルは正しよう真しん正しよう銘めい、この時代で生まれた天然のスペリアー」

「天然……？」

「ディライヴァーっていうのは、私たちスペリアーのための専用機なの。つまり、必然的にディライヴァーの搭とう乗じよう者はスペリアーってことになるわけ」

「待て……そもそもスペリアーが何なのかを俺は訊きいているんだが……？」

　急に自分がスペリアーだとか、ディライヴァーがスペリアー専用機だと言われてもリカルにとってはチンプンカンプンだ。アレーシャは両手を組んで、その場で考え出す。

「えっと、そうね……わかりやすく言うなら脳が常人より発達した人、かしらね」

「……脳って…………たしか、頭の中にある器官だったよな？」

　リカルが寝転がりながら自分の頭を指さす。

「そうよ。あたしたち正規の搭乗者は、まずスペリアーとしての素質ある者から選せん抜ばつされて、色んな手術とか訓練を受けてその能力を開花させたの」

　そう言って、アレーシャは自分のこめかみ辺りに軽く指を当てた。

「私は空間把は握あくが突とつ出しゆつしていて、完全な背後でもない限りはどこから敵がどう仕し掛かけて来るのかわかるの。あの時はリカルの方に攻こう撃げきを向けているのが見えたから、それに対処する指示が出せたの」

「へぇ……」

　空間把握というものを文字的にリカルはどのような能力なのか予想はできた。リカルも集中する時間さえあれば似たようなことはできるが、流石さすがにジアをアレだけ派手に動かしながらとなるとかなり疲つかれてしまうだろう。

「それじゃ……空中で弾だん丸がんを撃うち落としたグラサンの射撃も、何か特別なものなのか？」

「ジョンの場合は……確か弾道予測、だったかしら？　銃じゆう火か器きの弾道限定なんだけど、周辺状じよう況きようからどんなふうに弾丸が飛ぶのか撃つ前に正確に予測ができるらしいの。本人曰いわく、すっごい疲れるから普ふ段だんは自前の腕うでで狙撃するらしいんだけど」

「弾道、予測……」

　弾道は流石にわからないが、少なくともどう避よけるかの予測は普段の戦闘で割とリカルはしていたりする。案外ジョンの得意分野はリカルに近いということかもしれない。

「リカルの場合は……やっぱりジョンと同じだったりするの？　いつも凄すごく上手うまく敵の攻撃躱かわしてたし……」

「そういう時もあるけど……弾だん幕まくが多い時は、何か周りがゆっくり見えたりするし、似てるけど少し違ちがうのかな……？」

　リカルがそう答えると、アレーシャは目を見開く。

「……そういえば、ライアスの脱だつ出しゆつの時は短時間でその方法を見つけたりしたよね？　あのとき、どんな感じだったの？」

「どんなって…………あらかじめ地形図を見てたから、まずはそれを鮮せん明めいに思い出して、それを元に立体的な地形を想像して……そして盗とう掘くつ口の位置とディライヴァーの跳ちよう躍やくできる高さを合わせて考えただけだが……」

　リカルが素す直なおにそう答えると、こんどはアレーシャが啞あ然ぜんと口を開いて固まった。

「……それって、つまり……リカルって色んな適性があるってこと？」

「よくわからんが……そういうことじゃないのか？」

『おい、おしゃべりはその辺にしておけ』

　近くまでやってきたマーキーの拡声器から、ジョンのそんな声が聞こえてきた。

『できれば食料を貰もらっておきたかったが、今すぐあの村を去るぞ。俺とアレーシャはこの残ざん骸がいから使える装備をかっぱらうから、テメェは急いで嬢じようちゃんを迎むかえに行け』

「わ、わかっ……た……！」

　まだ頭痛が収まっていないが、確かにユキのことが心配だ。

　リカルは立ち上がり、再びヴォールトに乗り込んだ。

　ヴォールトはその場からローラーで村の方へと進行し、数秒後にはスラスターを使って高速機動を開始し、村へと急いでいく。

「……ジョン、リカルって……」

『……この時代のスペリアーは俺たちの時代よりも、基本的にポテンシャルが突出しているのは報告でよく聞くが……』

　マーキーに乗ったジョンは、去って行ったヴォールトを見送る。

『──アレは異常だな……』







　４　過去の亡ぼう霊れい







　リカルとリリィから逃にげるように走り去っていったユキ。

　気が付けば、周囲には甘い香かおりのするリンゴのなる木があった。

「はぁ……はぁ……」

　ユキはそこで足を止め、近くの木の幹に寄りかかって呼吸を整える。

「……はぁ…………私……何やってるんだろ」

　川に石を投げていた時、自分で口にした言葉。それと似たことをリリィから言われただけで、自分でもどうしようもないくらいに動どう揺ようしてしまったのだ。そして、嫉しつ妬とした。

「…………」

　自然と、ユキはリリィのことを思い出す。

　綺き麗れいな亜あ麻ま色の髪かみに、整った顔立ち。どこかミステリアスな雰ふん囲い気きがあった。

　アレーシャのように全体的に引き締しまった身体からだだったが、出るところはしっかり出ている女性的な身体であったと、同性であるユキも見とれるものだった。

　なんとなく、ユキは視線を下げて、自分の胸に手を触ふれた。

「……私……そんなに女としての魅み力りよくないのかな……？」

　思わずそんなことを呟つぶやくユキ。

「──それは問題ないと思うわよ」

　そんなユキの呟きに、答える人物がいた。

「っ！　な、ななッ！」

　周囲には人がいないと思っていたユキは、予想だにしてなかった返答に顔を真っ赤にして戸と惑まどった。声がした方に顔を向けるとそこにはリリィが楽しげに微笑ほほえんでいた。

「ふふっ」

「…………な、何の用ですか！」

　ユキにしては珍めずらしく敵意をむき出しにしてリリィにそう言い放った。

「そんなに怒おこると、可愛かわいい顔が台無しよ。それに……私は誤解を解きに来ただけ」

　リリィはそう言って微笑みながらユキの方へと歩み寄る。

「ご、誤解って……なんのことですか？」

「まず、私はあんな男と寝ねてない」

「ね、寝るって………………え？　だ、だって……さっき無理矢理とか……誘さそったとか言ってたんじゃ……」

　最初はリリィのストレートな言葉に動揺したユキだが、その言葉を理解してポカンとした表情になる。

「あなたが診しん療りよう所じよに来るのがわかったから、最初にそう見えるように状況を作った。そして口から適当な出任せでそう思わせただけ。私があんな〝八番〟に身体を許すはずないわ」

「……八番って、もしかしてリカルさんのことですか？」

「他に誰だれがいるの？」

　朗ほがらかな口調で、何故なぜかリカルのことを番号で呼ぶリリィに、ユキは困こん惑わくした。

　そんなユキのことに気付いていないのか、はたまた気付いていて無視しているのかわからないが、リリィは少しばかり饒じよう舌ぜつに語る。

「私はどうしても、あなたと八番の関係が知りたかった。でも初見でわかった。八番はあなたしか見ていない」

　そう言って、さらにリリィはユキの方へと近づく。

「っ……」

　思わず後ずさろうとしたユキだが、背後には木の幹があったのでそれは叶かなわなかった。

「驚おどろいた。あの八番が自分以外に……いいえ、自分以上に大事なものを見つけたなんて……一応念のために訊いた質問だったのに、まさか本当にそういうのがいるなんて思わなかった。そして、こうしてあなたと八番の反応を見て確信した」

　リリィはその手をユキの頰ほおにあてた。ひやりとしたその感覚に、ユキは寒気を覚える。

「あの男が一番恐おそれていることは、もう死ぬことではない」

　そっと、その指をユキの頰から滑すべらせていく。

「──あなたに、真実を知られることを……あの男は恐れている」

「な、に────ぐぅ！」

　ユキの頰から下へ下へと這はうリリィの指は、ユキの細い首を絞しめつけた。

「姫ヒメ島シマ雪ユキ……あなたは可愛いわ。きっとあの男は、あなたのそういうところに惹ひかれて、そこら辺に掃はいて捨てるほどいる下らない男と同じようになった」

「あ……う、っ……！」

　リリィの指がユキの白い首に深くめり込んでいき、ユキはまったく呼吸もできず、血流も止められたことで意識が徐じよ々じよに遠のいていく。

「でも自覚しなさい。あの男は所しよ詮せんあなたの身体しか見ていないってことを。そして知りなさい。あの男が、何を隠かくしているのかを」

　脳に酸素が送られなくなり、ユキの視界が歪ゆがんでいく。

「──八番が私に何をしたのか、ちゃんと教えてあげる」

　リリィのその言葉を最後に、ユキは意識を完全に失った。
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　ヴォールトのスラスターを使った高速機動で村まで戻もどってきたリカルは、小屋へ向かう。

「ユキ、どこにいる！」

　リカルは小屋に入ってすぐに中を見回したが、どこにもユキの姿はなかった。

「やっぱ戻ってないか……」

　改めて最後にユキと会って、そしてユキが去って行った方向を思い出す。

「……たしか、あっちには果樹園があったな」

　リカルはすぐに外へと出てヴォールトに乗り込むと果樹園に向けて移動するのだった。

　先ほどリカルが避ひ難なんするように言ったためか、すでに村の中には人がいない。

　そんな村を抜ぬけて、果樹園の入り口までやってきたリカルはヴォールトから降りる。

　このまま果樹園の中に入ったら果樹をヴォールトで踏ふみ潰つぶしてしまうと考えての配はい慮りよだ。

「ユキー！　いるなら返事してくれー！」

　果樹園の奥に向かって大声で叫さけぶリカル。だが、返事はなかった。

　広い果樹園だから、奥にいるのなら声が届かないかもしれない。こうなれば奥まで入っていこうかと思ったその時、果樹園の奥からこちらに歩いてくる人ひと影かげがあった。

「ユキッ！」

　そう思って叫んだのだが、そこに現れたのは……

「外れよ──八番」

「ッ!?　な、なんで…………なんで、お前がその呼び名を知っている……リリィ！」

　そこに現れたのはユキではなくリリィだった。

　リカルは忌いまわしい過去の自分の呼び名に殺気立つ。

　するとリリィはリカルに警告した。

「黙だまりなさい。そうでないと、姫島雪の近くに仕し掛かけた爆ばく弾だんを起爆させる」

「………………は？」

　リリィの言葉に、リカルの表情が凍こおりつく。

「お、おい…………何言ってんだよ？　今はお前の戯たわ言ごとに付き合ってる暇ひまは」

「これにまったく見覚えがないと？」

　そう言ってリリィの手にあるスイッチを見せた。それはリカルに見覚えがあった。

　ライアスでユキを助ける際に〝もしも〟を想定して揃そろえておいた起爆装置だった。

「……なんで、お前が」

「なんで？　ふふっ…………それはこっちのセリフ。とっくにわかっているくせに、どうして頑かたくなに知らないフリをするの？」

「っ……なんの、ことだ？」

　リリィの発言を否定するような言動だが、リカルは視線を背そむけた。

「さっき、私が姫島雪とあなたの会話に割り込んだ時点で気付いていたはず。でも、あなたはそれを指し摘てきしなかった。もし指摘してしまったら……私がバラすと思ったから」

「だから……なんの話だよ！」

「普ふ通つうに考えて、村を滅ほろぼされた人物が、それと同じような状じよう況きように陥おちいりかけて平然としていられるわけがない。それすらもあなたは敢えて見過ごした」

　リリィはそう言って自分の左袖そでをまくってリカルに見せた。

「あなたは自分の過去を──罪と向き合うことを嫌きらって私の存在を認めなかった。あなたのそういう臆おく病びようさがこの村を危険にさらした」

「っ……！　その腕うで輪わは……！」

　リリィの左手には、リカルが左手に着けている腕輪とまったく同じものがあった。古代人が着けている腕輪でもあり、ディライヴァーを動かすために必要不可欠なものでもある。
















「……まさか……お前が、ディライヴァーの搭とう乗じよう者？」

　脳のう裏りに浮うかぶのは、虐ぎやく殺さつが行われた村の光景だった。

　──燃える家屋

　──血の染しみ込んだ土

　──人だった肉につ塊かいの山

「お前が、あの村を……！」

「勘かん付づいていたくせに白々しい…………ええ、そうよ」

　リリィがあっさりとリカルの言葉を肯こう定ていした。その時、リカルは自分でも意外に思うほどリリィに対して強い憤いきどおりを覚えた。目の前のこの女が、あの村を襲おそい、さらにこの村にまでステアクラスト部隊をけしかけて来た張本人なのだ。

　だが今はリリィは本物の起爆スイッチを手にしている。相手の気を損そこねることはユキを危険に晒さらすことと同義。できるだけ感情を抑おさえて訊たずねる。

「ここにいるやつらは何も関係ないだろ……なんで殺した？」

　リカルのその言葉に、リリィは愉たのしげに笑う。

「なんで？　ふふっ……あなたの口からそんなことが出るなんてね。八番」

　再びリリィが、過去のリカルの呼び名を呼んだ。

「……誰なんだお前？　なんで俺の過去を知っている？」

　この時点でリカルは一つの仮定が脳裏にあった。

「とぼけなくていい。もうわかってるでしょ。あなたの考えている通り」

　こちらの内心を見み透すかしたようなリリィの言葉に、リカルは息を吞のむ。

　──だが、

「……ふざけるなッ」

　リカルは自分の仮定も、目の前のリリィの言葉も否定した。

「……そんなことありえない、絶対に……！」

　どこか怯おびえたような目をして、リカルはリリィに叫んだ。

　起爆スイッチをリリィが握にぎっていることも忘れ、リカルは声を荒あららげる。

「お前は〝アイツ〟じゃない！　誰なんだ！」

　自分でも感情を抑えられなくなり、錯さく乱らんしたようにリカルは叫んだ。

「アイツは──〝あのリリィ〟はもう死んだ！　俺が、確かに殺したんだッ!!」
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　今から一〇年前に、リカルが体験した記き憶おくの断だん片ぺん。

　まだリカルが師し匠しようと呼ぶ人物から〈リカル〉という名前を貰もらう前のこと。

　そして…………悪夢の続きである。

「はぁー……はぁー……はぁー……!!」

　幼いリカルの目の前には、首から血を流して動かなくなったレイモンドがいた。

　そしてリカルの右手には先せん端たんがそれぞれ異なる方向に折れ曲がったフォークがあり、フォークも、そしてそれを持つ手も赤い粘ねん性せいの液体で汚よごれていた。

「……帰らなきゃ……帰らなきゃ……！」

　フォークを捨てて、汚れた手をテーブルクロスで拭ふいた。

　──ガチャ─ンッ！

　手を拭こうとテーブルクロスをひっぱったため、テーブルの上の食器が床ゆかに落ちて割れた。

　その音を聞き付けたのか、扉とびらが開き中に人が入って来た。

「旦だん那な様、どうかな、さい…………えっ……あ、ぁ……!!」

「ッ!!」

　入って来たのは使用人の女で、今にも悲鳴をあげそうになった。

　リカルはそれよりも早く、床に落ちた食器の破片を摑つかみ使用人の喉のど目め掛がけて投とう擲てきする。

「──ぁがッ!?」

　食器の破片が喉に突つき刺ささり、使用人は悲鳴を発することなく倒たおれた。

「帰らなきゃ……！」

　頭に青いバンダナを巻き、リカルは近くにあった食器のナイフを握って部屋を出た。

「出口……出口は……！」

　廊ろう下かに出たはいいが、どこへ行けばいいのかわからずに周囲を見回す。

　こんなところに来る予定はなかったため、情報などは一いつ切さい持っていない。

　だから走った。

　どこに行くべきなのかまったくわからないまま、闇やみ雲くもに屋や敷しきの中を走った。

　そうこうするうちに、彼の目の前に一つの扉が見えた。

　周りが見えなくなっていたリカルは、深く考えもせずにその扉を開く。

「──それで女の子は…………あら？」

「あ、はちばんだー」

　部屋の中にはぬいぐるみがいくつもあり、その部屋の中心辺りでリリィとその母親が一いつ緒しよに本を読んでいた。

「くっ……！」

　ここではない。ここは出口ではない。

　そう思い、来た道を引き返そうとした。

「待って、どこへいくの？　あの人は？」

　部屋から出て行こうとしたリカルの手を女性が摑み、その動きを止めた。

「──サワルナッ!!」

　右手に持っていた食器のナイフを女性の腹部に目め掛がけて思い切り突き刺した。

「え…………？」

　女性は啞あ然ぜんとした顔で自分の腹部に突き刺さった食器のナイフを見た。

　そして、次にそのナイフを突き刺した張本人である青いバンダナを巻いたリカルを見る。

「どうし──ごほっ……！」

　女性が軽くせき込んだかと思えば、その口から血を吐はいた。

　その血がリカルの顔に掛かかり、バンダナごと顔の右半分を赤く染める。

「くっ……！」

　リカルは女性の腹部からナイフを引き抜くと、そのまま女性は力なくその場に倒れる。

「はぁー……はぁー……はぁー……!!」

　吐と血けつと返り血を浴び、子どもは全身が真っ赤に汚れていた。

　これからこの場から逃にげるなら、これはあまりにも目立つ。そんなことにも気が回らなくなるほど、リカルは混乱していた。

　もう目の前の女性は動かない。

　それだけを確信し、リカルはすぐに部屋を出て行こうとしたが、またその手を引っ張られて行く手を阻はばまれる。

「──どこ、いくの？」

　その手を摑んでいるのはリリィだった。

　リリィは血まみれとなったリカルを見て、次に倒れてしまった母親を見た。

「……ねぇ……どうして、おかあさんねてるの？　……どうして？」

　リリィが不安げな顔でリカルにそんなことを訊ねてくる。

「は、放せ！」

　リカルは力ずくでリリィの手を振ふり払はらおうとするが、リリィはその手を放さない。

「……おかあさんに、なにしたの？」

「──ッ、放せッ!!」

　リリィからその先の言葉を聞くことが怖こわくなり、リカルは先ほどと同じように、右手に握ったナイフを振るった。
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　果樹園にて向きあうリカルとリリィ。

「──答えろ！　誰だれなんだよ、お前は!?」

　目の前のリリィが、あの時の女の子であるはずがない。

「俺は、確かにあのリリィの腹をナイフで刺した！　急所だった！　死んだはずだ!!」

　リカルがリリィに向かってそう訴うつたえると、リリィは突とつ如じよ、自分の上着に手を掛ける。

「……なら、これで満足？」

　そう言ってリリィが上着を捲まくりあげて、自分のおなかをリカルに見せつけた。

「な…………あ…………！」

　晒さらされたソレを見てリカルは絶句した。リリィの腹部には痛々しい傷きず跡あとがあった。

　それはリカルが〝あのリリィ〟を刺した位置とほぼ一いつ致ちする。

　リリィはその傷跡を指でなぞりながら語った。

「お医者様が言っていたわ。助かったのは奇き跡せきだって……でもそれは違ちがう。あの時……きっとお母さんがいなかったら、私は死んでいた」

「…………」

　リカルは言葉もなくリリィの腹部にある傷跡に目が釘くぎ付づけになる。もはや否定はできない。

　目の前のリリィが〝あのリリィ〟と……同一人物であるということを。

　リリィは顔面蒼そう白はくになっているリカルの顔を見て、楽しそうに笑う。

「ふふっ……ねぇ、殺したと思った人間にまた会えたのはどんな気分？」

「っ……う、うそだ……！」

　息苦しそうにリカルは喘あえぎ声をあげた。手先が小刻みに震ふるえている。

　頭ではもう同一人物だと理解したのに、心がそれを拒きよ絶ぜつする。

「傑けつ作さく。八番のそんな顔が見られて胸がすく…………でも、まだ全然足りない」

　リリィは突とつ然ぜん、リカルに背を向ける。

「ついて来て。そこに姫島雪がいる」

　そう言って、リリィは果樹園の奥へと歩き出す。だが、数歩だけ進んで足を止めた。

「一応言っておくけど…………ついて来なかったら即そく座ざに起き爆ばくさせるから」

　振り向いて、リリィはその手に握っている起爆用のスイッチを見せた。

「…………ひ、一つだけ……おっ、教えて、くれ……」

　リリィを前にして唇くちびるが震えて上手うまく言葉が発せられないながらも、リカルは言葉を紡つむぐ。

「なに？」

　言葉を詰つまらせたリカルに、リリィは小首をかしげる？

「お、俺が……お前について行けば……ユキの安全は、保障してくれるのか？」

　リカルがそう訊たずねた瞬しゆん間かん、ますます楽しげにリリィは笑う。

「……それはそちらの態度次し第だい」

　たったそれだけを言って、リリィは再び歩き出す。こころなしか、歩調が速い。置いていかれないよう、リカルはすぐにリリィの後を追うように果樹園の奥へと入っていく。

　奥に進むほど、この果樹園で育てているリンゴの香かおりが強くなる。

　入り口方面は既すでに収しゆう穫かくは終わっていたのだが、奥の方はまだ終わっていないために果樹には赤く熟した果実が実っている。だがそんなことにリカルは気が回らない。

　目の前のリリィの行く先にユキがいる。

　リリィを前にして、自分はユキにどんな顔をしていればいいのかと、不安が過よぎった。

　ユキの前では悟さとられないようにしていたが、自分はどこまでいっても人殺しであるという事実が、重くのしかかる。

　そういった存在が、世間でどう思われるのかも、リカルはよく知っていた。

　──もしもユキに自分を拒絶されたら……

　そう考えた途と端たんに、リカルはこれまで感じたことのないほどの不安に駆かられた。

（は、はは……俺…………こんなに、弱かったのか？）

　自分の情けなさに、リカルは声に出さないが乾かわいた笑いを浮うかべて自分の顔を手で覆おおう。

　今まで色んな人間から疎うとまれ、恨うらまれ、蔑さげすまれてきた。それにもかかわらず今のリカルは、たった一人の女の子に拒絶されることが怖くてしかたがなかったのだ。

「そこで止まって」

　リリィの声がして、我に返ったリカルはその場で止まって顔を上げた。

「………っ、ユキ！」

　目の前には、果樹の幹に縛しばり付けられたユキがいた。

「っ！　んんー！」

　ユキは口を縛られてまともに喋しやべれる状態ではなかった。

　しかし見たところ喋れないこと以外には外傷はなく、リカルは安あん堵どした。

「よかった、無事だ、ったん………………」

　声を掛けようとしたが、リカルの言葉は途と中ちゆうで力なく消えた。ユキの顔のすぐ近くにある物を確認し、それが間ま違ちがいではないのかと確かめるために大きく目を見開きもしたが、それは見間違いなどではなかった。

　木の枝にぶら下げられたそれは〝通信機〟だった。

　リカルが使っていた物より性能が低い旧式のもので、送信と受信をスイッチを押して切り替かえるタイプだ。今は誰にもスイッチを押されていないから受信しかできない。

　そんな通信機が電源がつけっ放しで、ユキの顔のすぐ横に吊つるされていたのだ。

「そうそう……言い忘れてたけど」

　リリィは無表情だった顔に再び悦に入った笑えみを浮かべてリカルを見た。

「さっきの会話…………ずっと聞かれてたわよ」

　リリィは自分の上着のポケットから小型の通信機を取り出してリカルに見せつけた。

　──誰に？

　そんなの、一人しかいない。

　先ほどのリカルとリリィの会話は、ユキの耳元にある通信機からすべてが筒つつ抜ぬけとなっていたのだ。ユキはもう、リカルの罪の告白をすべて聞いていた。

「…………は、ははは」

　気が付けばリカルの口からは力のない乾いた笑いが零こぼれ落ちていた。

　静かな果樹園に、リカルの笑い声だけが虚むなしく響ひびいた。

「ははははははははははははは、は……は……………」

　その笑いも徐じよ々じよに止まり、顔に当てていた手がダランと下に落ちる。

「…………気は済んだか？」

　手の外されたリカルの表情はいつもと違い、眼めは虚うつろで生気がまったく感じられない。

　そんなリカルの顔を見て、リリィはまた楽しそうに笑う。

「ふふっ……昔の八番と同じ顔」

　過去のことに再び触ふれてくるリリィだが、リカルは先ほどと違って眉まゆ一つ動かさず、一切のリアクションを返したりはしない。

「俺の過去を知らしめるためだけにわざわざユキを拘こう束そくしたのか？」

「そう。最初は殺すつもりだったけど…………こうした方が面おも白しろそうだったし」

「そうか。それは……不ふ謹きん慎しんだがよかったよ。……それで、村人全員殺した理由は？」

「あなたが、お母さんや無関係な使用人を殺したから」

「……全部、俺が悪いと？」

「否定するの？」

　リリィのそんな言葉に、リカルは静かに首を横に振る。

「…………いいや、しない。できるわけがない。俺だって、散々殺して来てるしな」

「っ！」

　リカルのすべて諦あきらめたようなその言葉に、ユキが目を見開く。

「そうよね……あのあと、色々とあなたのやってきたことを調べた。殺した人数は少ないけど……あなたのせいで数えきれないくらいの人の人生が狂くるってる」

「だろうな。俺が覚えている範はん囲いだと……殺した連中は市長とか富ふ裕ゆう層が多い。都市の重役を殺したんだ。統治下にあった市民はもちろん、仕えてた部下もどうなったか……」

　リカルは額に手を当てて、ありし日々を思い出す。そして、師し匠しように拾われてしばらく経たってから、気まぐれにあのあとバーナーズがどうなったのか調べた。

「バーナーズは新しい市長を巡めぐって都市内部での暴動が多発……市長が決まってからは貧ひん困こん層への福ふく祉し制度が撤てつ廃ぱいされ、また暴動…………最終的には保安隊のステアクラストに鎮ちん圧あつされた…………だっけか？」

「違う。殺されたのよ。新たな市長に逆らった市民は……みーんなステアクラストで撃うたれ、踏ふみ潰つぶされ、焼かれて死んだ」

「…………それを俺に伝えるためだったのか？　人も家か畜ちくも殺して、村を焼いて、わざわざ死体を積み上げたのも……全部」

　リリィが語ったその惨さん状じよう。リカルが見てきた村の凄せい惨さんな光景と酷こく似じしていた。

「──ふふっ」

　リカルの問いに、リリィは微笑ほほえみを返した。

「正解。でも思っていた以上に人の数が少なかったの。だから家畜で代用」

　──狂っている。

　リカルはリリィを見てそう思った。自分は多くの人間たちの人生を、市長や富裕層の重役を殺すことで狂わせてきた。だが、眼の前のリリィはそれだけじゃない。

　──精神が、心が、狂ってしまっている。

「……くはは……」

　自然とリカルからは乾かわいた笑いが零れた。人のことなど言えない。すべて自分が蒔まいた種だ。

　リカルという一人の子どもの歪ゆがみが、水面みなもの波は紋もんのように広がった。そしてそれはリカルが正気になれた時、こうしてどうしようもないほど捻ねじ曲がって返ってきた。

「──因果応報……って言うのか？　とんでもねぇのが一〇年越ごしに返ってきたもんだ」

　諦めたような、疲つかれたような、活力の薄うすい瞳ひとみを見せたリカル。だが、そこにはまだ何らかの意思が宿っていた。

「…………だがな、一つだけお前に言っておく」

「なに？」

　虚ろな目でリリィを見るリカル。静かだが明確な殺意を込こめた眼まな差ざしをリリィに向けた。

「俺をどうこうするのに文句はないが、もしもユキに手を出すなら覚かく悟ごしておけ…………手足を順番に切り刻んでからすり潰して、生きたまま家畜の餌えさにしてやる」

「っ……！」

　真正面からリカルの殺意を向けられ、流石さすがのリリィも一瞬たじろぐ。

「…………それ、あなたが先に死んでからも同じこと言える？」

　まるで挑ちよう発はつするような態度を取るリリィだが、リカルは不敵な笑みを浮かべる。

「それをすれば、お前は後こう悔かいするぜ」

「……なんですって？」

　リリィが訝いぶかしげな表情をする。

「お前はヴォールトを失う。そう言ってんだよ」

　リカルはここで賭かけに出た。

　リリィはリカルに個人的な恨みを持っているが、ここに来た目的には確実にヴォールトの奪だつ取しゆという理由も含ふくまれているはずだと読んだのだ。

　無論、リカルはヴォールトに何かを仕し掛かけてくる余よ裕ゆうなどなかった。

　それどころか腕うで輪わがなければ動かないことを良いことに、ハッチも開きっぱなしで放置してある。

「…………なにをしたの？」

　だが、それを知らないリリィは、当然リカルの言動を意識する。

「俺は何もしてない。だがホルトゥスが言うには……ヴォールトは特別だ。一応だが、俺だけじゃなくユキも動かすことができる」

　リカルがそう言った時、ユキが息を吞のんだ気配がしたが、幸いリリィはそれに気が付かなかった。そう、これは〝ブラフ〟だ。

　事実無根の情報で、リカルはリリィを騙だまそうとしているのだ。

　以前、ユキにそうしたように。ただ、今はそれをユキを守るために行っている。

「……搭とう乗じよう者が二人いるディライヴァーなんて、聞いたことがない。それに……姫島雪がライアスでヴォールトを動かせなかったという情報もある」

「そっちの情報なんて知るか。ヴォールトは搭乗者が引き継つぎもされないまま二人とも死ねば、自動で自じ爆ばくするようにできている」

「……そんな都合の良い話を私が信じると？」

「なら殺せば良いだろ？　ほら、急がないとホルトゥスの連中が来ちまうぞ？」

　リカルはあくまでも余裕を見せて、自分の方が優位に立っていることをアピールする。

　対して、時間制限があるというプレッシャーと焦あせりが、リリィの判断を鈍にぶらせる。

　リリィの最大の目的はリカルの殺害にある。

　だがそれでヴォールトを失うことを良しとするほど馬ば鹿かでもないはずだ。リカルは知らないが、彼女はヴォールトを条件に追つい跡せき部隊をすべて投入してここまで来ているのだから。

「……仮に、姫島雪が生きたままでも、もう一人の搭乗者を選ぶことはできるの？」

「できるさ。この腕輪さえあればな」

　リカルは自分の左手の腕輪をリリィに見せつける。

「……なら問題ない。……本当は殺したかったけど、クライアントも大事」

　そう言って、リリィはポケットから小こ瓶びんを取り出し、それをリカルに向けて放ほうり投げる。

　リカルはそれを片手でキャッチする。小瓶の中には何か液体が入っていた。

「あなたを殺すための毒。苦痛をたっぷり与あたえるようになっている。それを私の目の前で飲めば、姫島雪は解放する」

「わかった」

「っ！　んんー、んー！」

　あっさりと毒を飲むことに同意したリカルに何かを訴うつたえようとするユキだが、口が塞ふさがれていて何も言葉を発せられない。そんなユキにリカルはどこか虚ろだった視線を向けた。

「…………ユキ、ごめん」

　たった一言。

　もっと他に言いたいこともあったのだが、リカルはそれ以外の言葉を語ることをやめた。

　すべてを謝っていては切りがないと思ったからだ。

「んんんっ！」

　ユキは必死に何かを訴えようと首を動かし、声を出そうとする。

　そんな風にユキが身じろぎをし続けていると、首に巻かれた布の結び目が緩ゆるみだした。

　そして、リカルは小瓶の栓せんを抜ぬく。

　中には薄く青みがかった液体が入っていて、リカルはその臭においを嗅かいでみた。

　──ズキッ

　その臭いを嗅いだだけで、リカルは自分の生命の危機を感じた。

　──これを飲めば確実に死ぬ。

　普ふ段だんは命の危機を報しらせる本能が、その事実を裏付けた。

「…………」

　実際に自分が死ぬのだと思うと、リカルに躊躇ためらいが生じた。

「さぁ……早く」

　それを察知したのか、リリィが小瓶を前にして怖おじ気けづいたリカルを急せかす。

「わかってるよ」

　リカルは意を決して、瓶を口に近づけようとした。

「──だめ───────!!」

「「ッ!?」」

　急なユキの叫さけびに、リカルは動きが止まり、リリィは驚おどろいた様子でユキの方を見た。

　ユキは今まで口に結ばれていた布が首に掛かかっていて、呼吸を整えることも忘れて必死にリカルに訴えた。

「はぁ……はぁ……！　リカルさん、自分で死ぬ……こと、なんて…………そんなこと、しちゃ、だっ、め……！」

　リカルはユキと目を合わせることなく、静かに頭かぶりを振ふる。

「……もういいんだよ。俺にはこのまま生きていく資格はない」

　今までずっと、自分が生きるためだけに必死だったリカル。自分が生きるためならば、平気で他人を見捨てたりもしてきた。だが、ユキに会って、その考え方が変わった。

　それを自覚した今だからこそ、リカルは過去の自分を受け入れられない。

「……『資格がない』とかよくそんなことを言える」

　だが、リカルの言葉を聞いていたリリィは白けた表情でそう言った。

「それを本当に自覚しているのなら早々に死ねばよかった。それをしない時点でどれだけ言い繕つくろっても、言い訳。本当は今まで殺した人間なんてどうでもいいんだ。私がそうなったように、八番は人間を人間として見ることなんてできない」

「──違ちがいます！」

　ユキは自分の立場も忘れてリリィを睨にらみつけた。

「リカルさんはあなたとは違う！　あなたは間違ってます！」

「……何が違うと？　八番が何をしたのか、もう聞いたでしょ」

　リカルが人を──リリィの両親を殺した。

　ユキはそんなリカルの罪の一いつ端たんを知った。それでもユキは自分の思いを口にする。

「リカルさんがしたことは許されないことです……だけど、リカルさんは過去を悔くやんで、苦しんでいる。どうでもよかったら、そんなこと考えたりするはずないじゃないですか！」

「だから何？　罪には罰ばつ。悔やんだから、反省したから、もうしないから……それで許されるなんてふざけてる」

　リリィがユキのことを嘲あざけった。そんなリリィをユキは糾きゆう弾だんする。

「ふざけてるのはあなたです！　リカルさんは、あなたが殺あやめた会ったこともない人たちのために怒おこった！　それは、ちゃんと誰だれかを自分と同じ人間だって、そう思えるからだって、なんでそう思えないんですか!!　本当に罰を受けるべきは、あなたの方です!!」

「っ…………」

　リリィの顔にユキに対して敵意の色が見えた。

「リカルさんはあなたなんかとは違う！　あなたは自分の怒いかりの八つ当たりなんかのために人の命を奪うばった！」

「……うるさい」

「自分が過去に味わった経験を、それがどれだけ辛つらく、苦しくて悲しいのかを知っていて同じことをしたっ！」

「……黙だまれ」

　リリィのユキを見る眼めが完全に敵を見る眼と変わる。視線だけで射殺さんばかりの圧が今のリリィにはあった。しかしユキはリリィの視線を受けても一いつ切さい怯ひるまなかった。

「リカルさんは私を救ってくれた！　奪うだけのあなたとは違う！」

「黙れって、言ってる！　頭空っぽのガキが、知ったような口を利きくな!!」

　リリィが起き爆ばくスイッチの上部に、親指をのせる。

「黙りません！　あなたこそ過去ばかりで、今のリカルさんのことを知らないくせに！　あなたにリカルさんのことを語る資格なんてないし、糾弾する権利もない！」

　ユキのその言葉に、リリィの怒りが頂点に達した。

「………………そう、そんなに死にたいなら、死なせてあげるわよ!!」

　ユキの言葉に激げつ昂こうしたリリィが起爆スイッチに掛けた親指に力を込こめようとした。

「──やめろッ!!」

　リカルはすぐにその場から飛び出しリリィを止めようとする。

　だが、どう考えてもリカルが飛び出すよりもリリィがスイッチを押す方が早い。

（間に合え、間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え間に合え!!）

　地面の土が舞まい上がるほど、リカルは強く地面を蹴けった。

　リカルは一秒にも満たない間にリリィを押し倒たおしてスイッチを奪おうとする。

　──カチンッ

　そんな音がその場にいる全員の耳に届く。

　リカルに倒されながらも、リリィはそのスイッチを押したのだ。

「う！」「ぐっ！」

　二人はもつれ合いながら地面に倒れる。

「………………あれ？」

　ユキはスイッチが押される直前、強く目を閉じていたが、いつまでも起こらない爆ばく発はつにそんな声を出してしまう。

「……なんで……？　こ、故障!?」

　リリィが地面に倒れながらも、もう一度起爆スイッチを押そうとした。

「──無む駄だよ。爆ばく弾だんなら、もう解体させてもらったから」

　そんな声が、ユキが縛しばり付けられている果樹の後ろから聞こえてきた。

「え……あれ？」

　そしていつのまにかユキを拘こう束そくしていたロープも解ほどけていた。

「……噓うそ……！」

「ア、アレーシャ？」

　リカルはリリィを倒して身動きができないように押さえつけていた。

　リリィを拘束したまま、リカルは突とつ如じよそこに現れたアレーシャに驚きが隠かくせなかった。

　アレーシャたちはまだ倒した敵部隊の機体から装備や推すい進しん剤ざいなどを補給している真っ最中で、すぐにはこちらに来られないと思っていたのだ。

「偶ぐう然ぜんリカルがどのあたりにいるのか調べようとしたのよ。そしたら……ほら、あたしたちの知らない腕うで輪わの反応がしたから来てみたの」

　アレーシャが示した端たん末まつのディスプレイには四つのアイコンが点てん滅めつしていたのだ。

　これを腕輪の反応というなら一つはリカルの、そして他の二つはディライヴァーの搭とう乗じよう者で普段は長い袖そでに隠しているジョンの腕輪に眼の前にいるアレーシャの腕輪も含ふくまれる。

　となればこれは本来なら三つでなければ不自然だ。残り一つは言わずとも、今リカルに拘束されているリリィのものだということがわかる。

「戻もどってきておいて正解だったわね……まさかこっちが本命だとは」

　アレーシャはそう言ってリリィの顔を見る。

「くっ……！　邪じや魔まをするな！」

「暴れるな！」

　アレーシャを睨み、暴れ出すリリィをリカルが力ずくで押さえつけようとする。

　すると今度はリリィの怒りの矛ほこ先さきがリカルの方へと移った。

「八番ッ……！」

　リリィは憎にくしみのこもった眼まな差ざしでリカルを睨みつける。

「いまさら、まだ未練たらしく生きようっていう気……！」

「……そうだ」

　リリィの視線を真正面から受けとめ、リカルは頷うなずく。

「本来お前になら、別に殺されても文句は言わなかったし……殺されてもしょうがないって、納なつ得とくもできただろう。だが……」

　リカルはユキを一いち瞥べつし、再びリリィの方を見る。

　その眼には普段通りの気力が戻っていた。

「そんな俺にも、ユキは『生きろ』って言ってくれた。おかげで目が醒さめた。俺はユキを家族のもとに連れて行くまで死ぬわけにはいかないんだ」

「ふざけるな!!」

　リリィはそう叫び、再びその場で暴れ出そうとした。

　だが、リリィの腕わん力りよくで男であるリカルの拘束を振り解くことはできない。

「リカル、ひとまず腕輪を奪って。それさえなければナノマシンに適合した搭乗者でもディライヴァーは動かせなくなる」

「ッ!?」

　アレーシャの言葉に、リリィは大きく目を見開いた。

「ああ、わかった」

　リカルは言われるがまま、リリィの腕輪を奪おうとした。

「…………せない」

　──ゴキッ

「……は？」

　奇き妙みような音と、何か異様な感かん触しよくがリリィの腕うでを摑つかむ手から伝わってきた。

「──奪わせない、これは！　お母さんの!!」

　腕の関節を極きめていて動けないはずのリリィだったのだが、その腕が急に可動域を超こえる動作をして上半身を捻ひねる。

「こいつ、肩かたを────ゴハッ!?」

　その行動にリカルが驚いている隙すきに、リリィは思い切り腹を蹴り飛ばして立ち上がる。

「ぐ、う……！」

　リリィの腕はだらんと下がり痛みに呻うめく。その姿を見てアレーシャは絶句した。

「…………自分の関節を外して拘束を抜ぬけるとか、とんでもない特技を持ってるわね」

　そう言ってアレーシャはユキを守るように、袖の中に隠しておいたナイフを構えた。

「でもこっちが有利なのは変わらないわよ。仮にディライヴァーの遠えん隔かく操作ができても、あたしとリカルの二人ならその前に腕輪を奪うこともできる」

「……悪い、油断した」

　リカルは蹴られた腹を押さえて立ち上がり、アレーシャ同様にユキを守るように構えた。

　一方でリリィは先ほど自分で外した右みぎ肩かたに左手を当てた。

　そして……

「く…………う、ぁぁあああああ！」

　──ゴキンッ

　先ほどとはまた違った音が響ひびき、リリィは額に脂あぶら汗あせを浮うかべて右手を動かす。

「……自分で肩を嵌はめやがった」

　流石さすがのリカルもリリィのその行いに絶句する。

「奪わせない……もう、二度とッ!!」

　突如リリィは自分の服の内側に手を入れたかと思えば、そこには黒い球体が握にぎられていた。

「──ッ!?　伏ふせろ!!」

「え、ちょ、何を！」「きゃっ！」

　それを見たリカルは、すぐさま横にいるアレーシャの手を摑み、背後にいるユキを巻き込む形でその場で倒れ込もうとする。

　リリィは取り出した黒い物体を思い切り地面に叩たたきつける。

　その瞬しゆん間かんにその黒い物体は、強力な光を炸さく裂れつさせた。

　──キィィィィィィィィィンッ!!

　周囲が何も見えなくなる閃せん光こうと、何も聞こえなくなる高音が果樹園の中に響き渡わたり、リカルたちは周囲で何が起きたのかまったくわからなくなる。

　そして光も音もようやく収まってから、リカルは顔を上げて周囲を見回した。

　先ほどまでリリィがいたはずの場所にはもう誰だれもおらず、逃にげられたのだと理解した。

「うっ……今の、スタングレネード？」

　アレーシャは光をもろに見てしまったのか、目をつぶったままリカルに訊たずねた。

「アイツ、小屋に置いておいた俺の荷物を漁あさってライアスで使わなかった道具を盗ぬすんだんだ。スタングレネードと、普ふ通つうの手しゆ榴りゆう弾だん…………咄とつ嗟さにどっちかわからなかったから、思わず伏せちまったけど…………相手の思うツボだったみたいだな……」

「…………あ、あの……リカルさん？」

「ん……あ、ユキ、怪け我がはない──」

　──モニュンッ

「か……？」

　ユキを心配して声を掛かけようとしたのだが、右手に柔やわらかい感触がして言葉に詰つまる。

　ゆっくりと視線を自分の右手の方に向けた。そしてリカルは自分の右手がユキの年ねん齢れいの割にふくよかな胸部を鷲わし摑づかみにしているという事実に気付く。

「………………」

「………………」

　リカルの思考は停止し、ユキは羞しゆう恥ちに顔を真っ赤に染めてリカルを見ている。

「ちょっとリカル、荷物の管理くらいちゃんとしておきなさいよ」

　一方、まだ視界が回復していないアレーシャは、その場で近くにあった木を支えにしながら立ち上がっていた。

「………………あ、え……いや、違ちがくて、だな……これは！」

　リカルはアワアワと口を開くがとてつもなく慌あわてて、満足に言葉も出てこない。
















　ちなみに依い然ぜんとしてリカルの右手はユキの胸を摑んだままだ。

「……あの……リカルさん……もう、大だい丈じよう夫ぶですから」

「え、あ！　ご、ごめん！」

　ユキの言葉にようやく自分がまだ胸を摑んだままであることに気付いて素す早ばやくユキの上からどいた。

「ごめんで済む問題じゃないわよ！」

　アレーシャは今のリカルの言葉を自分に向けられたものだと勘かん違ちがいしてそう怒ど鳴なったが、当のリカルはもちろん、ユキもそんな話を聞いてない。

　先ほどの炸裂音の影えい響きようもあって、三人ともまだ完全に聴ちよう覚かくが戻っていないのである。

　リカルはユキに対して頭を下げる。

「本当にごめん。悪気はなかったんだ。退くのが遅おくれたのも、ちょっとパニくって……」

「い、いえ……リカルさんが私を守ろうとしてくれたのはわかってますから…………それに……別にリカルさんなら……嫌いやじゃ、ない……ですし」

「……え、何だって？　まだ耳がよく聞こえないんだ。最後何て言った？」

「え、あ！　な、なんでもないです！」

　ユキは我に返って顔を赤くしながら激しく首を横に振ふる。

　一方でアレーシャはようやく視界が回復したのか、眼を開いてリカルとユキを見た。

「まったく……とにかくディライヴァーに戻る…………二人とも、どうかしたの？」

「えっ、な、ナニガ？」

「ど、どうしたんデスカ？」

　二人は声を上うわ擦ずらせて返事をする。アレーシャはそんな二人を見て怪け訝げんな表情になった。

「……二人とも、なんだか顔が赤いように見えるんだけど」

「ま、まださっきの光で目が完全に戻ってないだけだって！」

「そ、そうですよ。私もまだ、すこし視界がチカチカしますからっ！」

　二人が力強くそう言い切ると、アレーシャはどこか腑ふに落ちないという顔をしたが、とりあえずは頷いてくれた。

　──ザザッ

『──おい、三人とも無事か？』

　アレーシャのジャケットのポケットから急にそんな声が聞こえてきた。

　アレーシャがポケットの中に手を入れると、そこから端たん末まつを取り出した。

「ジョン、対象を取り逃がした。そっちで仕留めて」




　◆




「く、ぅ……！　殺す……殺す……殺すッ」

　右肩を押さえながら、リリィは果樹園の中を駆かけ足で進む。

　今のリリィの頭にあるのは、リカルに対する強い殺意のみ。

「ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるな……!!」

　先ほどのリカルの顔。

　ユキを守り、ユキのために生きるという強い意思のこもった眼まな差ざし。

　そして、何よりも……

『本来お前になら、別に殺されても文句は言わなかったし……殺されてもしょうがないって、納なつ得とくもできただろう』

　過去のしてきた行いを悔くいたような言動をしておきながら、生きようとするリカルに、リリィは再び自分の家族の思いが踏ふみにじられた気がしたのだ。

「噓うそ吐つき噓吐き噓吐き噓吐き噓吐き……！　偽ぎ善ぜん者偽善者偽善者偽善者！」

　リリィのリカルに対する殺意は募つのり続ける。

　そのとき、リリィの腕うで輪わが点てん滅めつを開始した。

　──バキバキバキッ！

　リリィの進行方向からこちらに近づいてくるものがあった。灰色のディライヴァーが、果樹の存在を無視して、その巨きよ体たいで踏み潰つぶし、圧し折り、薙なぎ払はらって前へと進む。

　そして、そのディライヴァーはリリィの前まで来ると膝ひざをついてコクピットを開く。

　そこには誰も乗っていない。この灰色のディライヴァーは無人でここまできたのだ。

　灰色のディライヴァーを見て、リリィは自分の左手に着けられた腕輪に触ふれる。

「お母さん…………私が、お父さんと、お母さん二人の仇かたきを討うつからね」

　まるでリリィの言葉に反応するかのように、腕輪が一瞬だけ強く光った。

　リリィは顔を上げ、灰色のディライヴァーを見上げる。

「行くわよ〈ネビュラス〉……八番、殺してやる……絶対に、絶望的に！」

　そう言って、リリィはネビュラスと呼んだ灰色のディライヴァーに乗り込んだ。




　◆




「まったくアイツら……一番面めん倒どうなところを人に押し付けやがって……」

　アレーシャから敵のディライヴァー搭とう乗じよう者を取り逃がしたという情報を聞いて、マーキーのコクピットの中でジョンは苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔になる。

　うっかりすると咥くわえた煙草たばこのフィルターを嚙み切りそうになるので、頭を切り替かえてひとまずレーダーの探たん索さく範はん囲いを広げ、近くに潜ひそんでいるであろう敵を探そうとした。

　──ビーッ！

　範囲を広げる前に、マーキーの索さく敵てきシステムに反応があった。

「あ？」

　これから探し出そうとしたばかりだったのだが、早々に反応がありジョンは拍ひよう子し抜ぬけというような声を出す。索敵に反応があった方向にマーキーのカメラを向ける。

「……おいおいおいおい……正気か？」

　そんなことを呟つぶやき、口からポロッと煙草が落ちる。

　何を考えているのか、灰色のディライヴァーがローラーを使ってこちらに接近してきているのだ。足元にある果樹など、お構いなしで圧し折って進む。

　相手は一機で、その手に突とつ撃げき銃じゆうを二丁装備している以外は一見しただけでは特とく徴ちようがない。

　ジアのように堅けん牢ろうな装そう甲こうもないなかで、マーキーの狙そ撃げきが直撃すればいかにディライヴァーとはいえ無事ではすまないだろう。

　それがこちらに向かって接近してくるのだがら、通常より遥はるかに当てるのは容易たやすい。

「…………まぁいい。好都合だ」

　マーキーのコクピット内が通常の状態から形を変える。

　座席の背もたれが下がり、後ろに体重を掛けやすくなる。

　すると、コクピット上部から長方形の筒つつにグリップとトリガーの取り付けられたような物体がアームで連結された状態で降りてきて、ジョンはそれを狙撃銃のように構えた。

　さらにジョンがいつも着けているサングラスを外すと、それと同期したかのように、マーキーの頭部が稼か働どうし、通常のメインカメラとは別に額辺りから大きめのカメラが出現した。

　マーキーの見ているカメラ映像の倍率が上がり、完全にこちらに近づいてくる灰色のディライヴァーを捉とらえた。

「恨うらむなら俺の敵になった運命を恨むんだな」

　そう言って、ジョンは迷うことなくトリガーを引く。

　放たれた弾だん丸がんは、一直線に灰色のディライヴァーのコクピットへ飛来した。

　思ったより楽に終わった。ジョンがそう思って、先ほど零こぼした煙草を拾おうとした。

　そのとき、灰色のディライヴァーの背中から四本の細いシャフトが展開された。

　──ドォォォォォォォオォォォンッ！

　まるで雷かみなりでも落ちたかのような音が轟とどろく。

　その音に驚おどろき、煙草を拾おうとしていたジョンは顔を上げた。

「なん……だと……！」

　ジョンは目の前の光景に口を開けたまま啞あ然ぜんとする。なんと灰色のディライヴァーの目の前に光の障しよう壁へきが発生し、マーキーの狙撃を弾はじいたのだ。

　ジョンは目の前で起きた現実を理解し、今日一番の最悪な気分にさせられた。

「あいつらまさか……もう実用化してやがったのか……！」

　あの障壁、間ま違ちがいなくライアスで見たことのあるものだ。

　隕いん石せきから人類を守るために作られた最強の盾たて。

　都市を守るためのエネルギーシールド。

　それを小型化した物を、あの灰色のディライヴァーは確かに発生させたのだ。

　ハッキリ言って、マーキーの現在の装備はもちろん、現存するありとあらゆる兵器を用いても、あのシールドの突とつ破ぱは難しい。不可能と言ってもいいだろう。

「……ああクソ……厄やつ介かい過ぎるだろ、コイツ」







　５　怒いかりの矛ほこ先さき







　リカルとユキ、それにアレーシャは果樹園の中を走っていた。

　すぐにディライヴァーのもとに戻もどろうとしているのだ。

『──おい、灰色のディライヴァーがそっちに向かったぞ！』

　アレーシャの手にしている通信機から、ジョンのそんな言葉が聞こえてくる。

　アレーシャは通信機に向かって怒ど鳴なる。

「何してるのよ！　さっさと仕留めなさい！」

『シールド搭とう載さいしてんだよ！　通常兵装じゃ話にならねぇ！』

　返ってきたジョンの言葉に、アレーシャは絶句した。

「シールドって何のことだ？」

　アレーシャの隣となりを走っていたリカルがそう訊たずねると、アレーシャの代わりに通信機の向こうにいるジョンが答えた。

『バベルで使うシールドを小型化して、ディライヴァーの前に張ってんだよ！　隕石だって弾くシールド相手じゃ、こっちの装備じゃ突破はできねぇ！』

「待て、バベルのシールドだって使うのには都市機能の大半を使うんだぞ？　ディライヴァーとはいえステアクラスト一機でそう何度も使えるものじゃないんじゃないのか？」

　ライアスでリカルが見たシールドは、少なくともそれを使っている間は普ふ段だんはずっと光っていたバベルの明かりがすべて消えていたことを思い出す。

『さっき見ただろ。敵はこっちと違ちがっていくらでも〝ソラ〟から直接マイクロウェーブの補給が受けられるんだよ』

「……ソラ、から？」

　通信の内容を聞いていたユキは、思わず上空を見上げた。

　何故なぜかわからないが、〝ソラ〟からマイクロウェーブが送られてくるというその言葉がとても気になった。

「──キャッ!?」

　空を見上げて走っていたユキは木の根に足を取られ、体勢を崩くずしてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　転ぶ直前にリカルがユキの手を摑つかんでくれたおかげでユキは転ばずに済む。

「は、はい……すみません」

「気にするな。でも念のため、果樹園抜ぬけるまではこのまま行くぞ」

　リカルはユキの手をしっかりと摑んだまま、前を見て走る。

　一方でジョンはアレーシャにさらなる情報を告げた。

『それと、さっきライブラリを調べたんだが……最悪だぞ、敵のディライヴァー』

「今度は何！」

『敵機の名めい称しようは〈マーク・ネビュラス〉、予想通りハッキングを得意とする機体だ』

「ハッキング？　それが何よ、ディライヴァーのセキュリティならそれくらいは」

　アレーシャの言葉を制して、通信機から重々しい口調のジョンの声が聞こえてくる。

『たしかに、通常ならハッキングに成功したとしても、コクピットからの信号をディライヴァーは優先するだろう。だが…………今のジアと、ヴォールトは……』

「…………ッ！　しまった……！」

　アレーシャは突とつ然ぜん顔を真っ青にした。

「し、進行を止めて！　せめてあたしたちが戻るまで！」

『無茶言うな！　さっきからシールドでこっちの射しや撃げきが弾かれまくってんだよ！』

　──バキバキバキッ！

「「「ッ！」」」

　背後から近づいてくる果樹が倒たおされていく音に、思わず全員が一いつ斉せいに振ふり返った。

「まずい……！　一いつ旦たん隠かくれろ！」

　リカルはユキの手を引いたまま進路を一度右に傾かたむけ、果樹の陰かげに隠かくれた。

　アレーシャも同様に別の果樹の陰に身を隠す。

「あ、リカルさんっ？」

「しっ！」

　リカルに抱だきしめられてユキは顔を赤くしているが、今のリカルはそれに気が付く余よ裕ゆうがなかった。

　──ギュィィィィィィィィン！

　ステアクラストの脚きやく部ぶローラーを回すモーター音がしっかりと聞こえてくる。

　そして、果樹園の奥から灰色の装甲を持った巨きよ人じんが姿を現す。

　──ズキッ

「うっ……！」

　灰色のディライヴァー〈マーク・ネビュラス〉を見た途と端たん、リカルは意識が遠くなる。

　そして、自分が知らない……到とう底てい、知り得るはずのない記き憶おくがそこに焼き付けられた。




　◆




「……うぅ……いたい……いたいよぉ」

　一人の亜あ麻ま色の髪かみの女の子が、今にも消えてしまいそうなほど弱々しい声をあげていた。

　女の子は腹部から夥おびただしい量の出血をしていて、辛かろうじてその小さな手で出血した箇か所しよを押さえているが、それも大して意味をなさない。

「……おかーさん……いたいよぉ……」

　女の子の視線の先には、同じく腹部から出血している女性の姿があった。

　その女性は女の子と同じ箇所を刺さされたはずなのだが、不思議と見た感じの出血は女の子より遥かに少ない。

「うぅ……はぁ……！」

　すると、それまで意識を失っていたのか、女性がその場でゆっくりと起き上がった。

「いたっ…………何が…………ッ!?　リリィ！」

　女性が室内を見回し、真っ先に血まみれとなっている自分の娘むすめの姿を見た。

　お腹なかを押さえたまま女の子に駆かけ寄り、すぐに傷きず跡あとを押さえる。

「出血が……！　誰だれか、誰かいないの！」

　女性がそう叫さけんだが、その声に反応する人は誰もいない。

　いつもは呼べばすぐに来るはずなのに、今日に限っては誰も来てくれなかったのだ。

「……おかーさん」

「……リリィ、大丈夫よ、お母さんが助けてあげるから！」

　女性はそう言うが、女の子の状態は明らかに芳かんばしくない。

　このままでは、この女の子は命を落とす。

　それがわかった。女性にはわかってしまったのだ。

「………………リリィ、私は貴方あなたを絶対に死なせない。あなたは大事な娘だもの」

　女性は何かを決意したように、左手の袖そでをまくる。

　すると、そこには光こう沢たくのある貴金属の腕うで輪わが着けられていたのだ。

　女性はその腕輪を外し、女の子の左腕に通す。

「……おかーさん？」

　女の子はぼんやりとした顔で女性の顔を見つめる。

　女性は慈じ愛あいの微笑ほほえみを娘に向け、頭を撫なでてあげる。

「……リリィ、愛してる」

　女性がそう言って女の子の頰ほおにキスをすると、その場から立ち上がり、窓の方へと近づいていく。そして窓を開き、何を考えたのかそこから身を乗り出した。

「…………おかーさん、どこいくの？」

　女の子がボンヤリとした意識の中でそう訊ねると、女性は優やさしく微笑んだ。

「どこにも行かないわ。私はずっと、リリィと一いつ緒しよよ」

　そういって、女性は窓の外へと身を投げた。




　◆




「──ハッ……！」

　──ギュィィィィィィィィン！

　リカルが我に返った時、灰色のディライヴァーが自分たちのいる果樹のすぐ横を通り抜けて行った。

「…………と、通り過ぎちゃいましたね」

「……え、あ……ああ……そう、だな」

　ネビュラスから見つかる心配がないと判断し、安心したようにユキはリカルの腕の中で安あん堵どした。

「…………とにかく、見つかる前に急いでディライヴァーのところに戻るか」

　リカルは先ほど見た明らかに自分のものではない記憶のことを今は考えないようにして、ユキの手を取りながらその場から立ち上がる。

「……いいえ、もう駄だ目め」

　アレーシャが別の果樹の陰かげから出てきて、リカルの意見を却きやつ下かする。

「何が駄目なんだよ？」

　普ふ通つうに考えれば常じよう套とう手しゆ段だんのはずだ。それを駄目だと言われ、リカルはわけがわからないと言いたげな顔をする。

　そんなリカルに、アレーシャはどこか沈ちん痛つうな面おも持もちで告げた。

「……ディライヴァーを放ほう棄きして村から逃にげるわよ」

　アレーシャがその言葉を告げた瞬しゆん間かん、リカルはもちろん、ユキですらも絶句した。

　この状じよう況きよう下かでディライヴァーを放棄するなど、どう考えてもあり得ない。

「ディライヴァーが破は壊かいされると思ってるのか？　敵はディライヴァーが目的だし、破壊される可能性は低い！　それに、俺たち以外には動かせないんだろ！　だったらすぐにディライヴァーに乗り込んだ方が安全だ！」

　ディライヴァーにさえ乗り込めば活路が見いだせる。

　しかし生身で逃げるとなると、どう考えても分ぶが悪い。

　後ろから迫せまってくるネビュラスに突とつ撃げき銃じゆうで撃うたれるのが関の山だ。

「もう無理よ。ディライヴァーは……もう……」

　──ドンドンッ！

　二発の炸さく裂れつ音が響ひびき、その音を聞いた瞬間、アレーシャは奥歯が鳴るほど力を込こめた。

「……あたしたちの敵よ」




　◆




「チッ……やっぱり間に合わなかったか……！」

　ジョンはマーキーの中で舌打ちをした。

　マーキーのメインカメラが捉とらえた映像の先には果樹園の入り口付近でハッチが開いたままのヴォールトが膝ひざをついていた。さらに隣となりには同様のポーズを取っているジアがある。

　ネビュラスは二機の目の前に来ると背中のバックパックから二本のアームを伸のばした。

　アーム先せん端たんの手前は異様な膨ふくらみがあり、一見すると蕾つぼみのような形をしていて、それぞれの機体にアームが向けられた。

　──ドンドンッ！

　アームの先端部分だけがヴォールトとジアに向けて発射される。

　結果、それらは二機の頭部に接着したかと思えば、急に形をかえ、このアルカディア内でリカルたちに襲おそい掛かかって来たステアクラストについていたパーツと同様にアンテナの形へと変形した。

　さらにそのアンテナから複数のコードが伸びてきて、二機のディライヴァーの首と胴どう体たいのつなぎ目へと入り込んだ。

「ああクソっ……！　面めん倒どうにも程ほどがある！」

　ジョンはそう叫ぶと、マーキーの両りよう腕うでに持たせていた狙そ撃げき銃じゆうを一度バックパックに固定し、両腕を自由にする。

　その手に左右の腰こしに取り付けられたアーマーに収納されていた二挺ちようの拳けん銃じゆう型武装を装備したマーキーは、ローラーを回転させ、村の方へと向かう。

「要は、アンテナさえ破壊すりゃいいんだろ！」

　狙撃銃ではディライヴァーに必要以上の損害を与あたえると考えたジョンは、牽けん制せい用の武装でしかない拳銃を使うことにした。

　射程は狙撃銃より遥はるかに劣おとるので、こうして接近する必要がある。

　そして一番近くにいたジアの頭部に狙ねらいをつけ、銃を構えるマーキー。

　──ピピッ

　ジアの頭部に着けられたアンテナの中央辺りが点てん滅めつしたかと思えば、今まで膝をついていたジアが勝手に立ち上がった。

　そして、ジアは背中のバックパックに着けていた剣つるぎ型武装をその手に装備した。

「ちぃ！」

　先制はマーキーの射撃。二発の発はつ砲ぽう音が響くと、ジアの頭部目掛けて弾だん丸がんが飛んでいく。

　ジアは当然のように持っていた剣型武装を盾たてのように構えて弾丸を弾はじいた。

「ちっ……木偶でくどもみたいに楽にはいかないか」

　先ほど相手にしたステアクラスト部隊の機体は連れん携けいのとれた攻こう撃げきを行っていたが、その反面防ぼう御ぎよがザルになっていた。

　だが、今のジアは頭部のアンテナを破壊されないようにちゃんと防御をしている。

「……オートだけでなく、マニュアルでの遠えん隔かく操作ができるのか」

　視線を横にずらし、ジアを操あやつっているネビュラスを見た。

　ステアクラスト部隊を相手にしていた時間と、ユキの誘ゆう拐かいを実行したタイミング。

　これらを考えると、ステアクラストが襲いかかって来たときにネビュラスの搭とう乗じよう者はコクピットにいなかったとするのが妥だ当とうである。

　つまり、ステアクラスト部隊はあらかじめ与えられたコマンドパターンで動いていたが、今はその時よりもより自由にジアは動いている。

「まったく、あのガキといいコイツといい…………とんでもねぇ奴やつらばっかだな」

　ジョンがそう毒づくと、ジアが防御から攻撃に行動を移してきた。

　スラスターとローラーを併へい用ようで前進し、距きよ離りを詰つめて来ようとする。

　対してマーキーは安直に後方に下がろうとはせず、マーキーの機体を横に向けてローラーで距離を取ろうとする。そもそもマーキーのスラスターは故障したままなので、純じゆん粋すいな機動力ではこの場にあるディライヴァーの中で最も劣る。

　だからこそ、横の動きで相手を翻ほん弄ろうしようというのが目的だ。

「チッ……やっぱり追いつかれるか」

　それでもジアとマーキーの距離はじりじりと近づいてくる。

　マーキーがジアの剣型武装の間合いに入ったと判断すると、ジアはその武装を豪ごう快かいに振ふり回した。

「──こっちは遅ェな」

　振り回されたジアの赤熱した刃やいばをマーキーはその身体からだを軽く捻ひねっただけで躱かわす。

「流石さすがに、搭乗者の技量までは再現できねェようだな」

　もしもジアにアレーシャが乗って攻撃してきたのなら、今の一撃はジョンには躱すことができなかっただろう。

「おら、お返しだ！」

　剣を大おお振ぶりしたジアの隙すきを狙い、マーキーが再び二挺拳銃を構えた。

　ジアは片手で素す早ばやく頭部のアンテナを守ろうとした。

　それを見み透すかしていたかのように二発の弾丸をジアの脚きやく部ぶ間接を狙って放つマーキー。

　既すでに剣を振るった姿勢になっていたところに弾丸が直撃し、ジアは大きく体勢を崩くずす。

　この武装の威い力りよくは低く、あくまでも牽制程度の役割にしかならない。

　だがそれでも当たればそれなりの衝しよう撃げきはあるので、体勢を大きく崩したジアは地面に両りよう膝ひざをつき、完全に転ばないように地面に手をついた。

　この時点で、ジアの頭部のアンテナはマーキーから丸見えとなった。

「動きが単調なんだよ、雑魚ざこがッ！」

　ジアのアンテナを破壊しようと、拳銃型武装を構えるマーキー。

　もうジアにはこの攻撃を防ぐ手段はない。そう思って勝利を確信したジョンだったが、突とつ如じよコクピット内に警報が流れる。

　──ビビーッ！

「ッ！」

　ジョンは咄とつ嗟さにマーキーに地面を蹴けらせて後方へ跳んだ。

　マーキーが今までいた箇所をいくつもの銃じゆう弾だんが飛来していき、さらにはマーキーの前ぜん腕わん部に一発だけ弾丸が掠かすめた。

「ちっ……もう少しだっていうのによぉ……！」

　忌いま々いましそうにジョンが銃弾の放たれた方向を見ると、今まで静観していたネビュラスが突撃銃をこちらに向けていた。

「ああくそ……やっぱり時じ間かん稼かせぎが限界…………ん？」

　あわよくばディライヴァーを奪だつ還かんしようと思っていたが、それは不可能だと判断して時間稼ぎのために動こうかと思ったジョンだが、ネビュラスの背後で無人のヴォールトが果樹園の方に向かって行くのが見えた。

「やべぇ……忘れてた」




　◆




　リカルとユキはアレーシャから今、果樹園の外で何が起きているのかを聞いた。

「ステアクラストを無人で操るのは知ってたが、ディライヴァーも例外じゃないのか？」

「正確に言えば、普通ならディライヴァーを通常のステアクラストみたいにハッキングすることは不可能よ。コクピットの搭乗者から送られる信号を優先度が高いように設定されていて、そのプログラムにはブラックボックスが多いからハッキングのしようがないの」

「……よくわかんねぇけど、つまりリリィはディライヴァーを操れないってことだよな？　だったらなんで……」

「言ったでしょ……搭乗者から送られる信号を優先するって」

「…………あ」

　ようやくアレーシャの言いたいことの意味を理解したのか、リカルはハッと息を吞のんだ。

　ユキも気付き、恐おそる恐る二人に確かく認にんする。

「つまり……誰だれも乗っていないディライヴァーなら、操ることができるって……そういうことなんですか？」

「……そういうことよ。侮あなどったわ……まさか二重の罠わなを張ってたなんて…………この場から離り脱だつする方法を色々と考えないといけないけど、ここまで用意周しゆう到とうな相手が、それを想定してないとは……正直言いきれないわね」

　アレーシャは悔くやしそうにそう呟つぶやく。

「……いや、違ちがう。多分……アイツはそこまで深く考えてない」

　不意に、リカルがそんなことを呟いた。

「……リカルさん？」

「……どうしてそう思うの、リカル？」

　リカルは二人の視線を受け、少し気まずそうに眼めを背そむけた。

「……リリィはとにかく俺を直接殺したいがために、俺を苦しめたいがためにユキを攫さらうとか、追つい跡せき部隊の戦力を全部投入するとか手の込んだことをした。なのに俺が今こうして生きている…………もうあいつが立てたプランは破は綻たんしてるんだよ」

「じゃあ何？　あたしたちは成り行きでここまで追い詰められたってわけ？」

「認めたくないかもしれないが、そうなる。……だが、もしもそうだったら二人が生き残る可能性が高い」

　──ズシィーンッ

「「「ッ!?」」」

　突如大地が揺ゆれ、大きな地じ響ひびきがした。

「……やっぱり、そいつで来たか」

　リカルがそう呟いて果樹園の出口の方向を見ていると、その空に青い装そう甲こうを持つ巨きよ人じんが高く跳ちよう躍やくする姿があった。

　──ズシィーンッ！

　先ほどよりも地面が激しく揺れて、さらに大きな地響きがした。

「っ……話は後！　すぐ逃にげるわよ！」

　アレーシャがそう言って、その場から走り出した。

　ユキもその後をついて行こうとしたが、その場から動かないリカルに気が付く。

「リカルさん、早く逃げないと……！」

　焦あせったようにユキは訴うつたえたが、リカルは何故なぜかユキの方に向き直って優やさしく微笑ほほえんだ。

「……きっと、あいつの母親もこういう気持ちだったんだろうな」

「な、何を言ってるんですか？」

　リカルが何のことを言っているのかわからずに戸と惑まどう。

「ちょっと二人とも！　早く来て！　死にたいのッ!!」

　アレーシャがその場を動かないリカルとユキに向かってそう怒ど鳴なった。

　すると、リカルはアレーシャに対して大声で叫さけぶ。

「アレーシャ！　俺の代わりに、ユキを家族に会わせてやってくれ！」

「は？」

　いきなりのリカルからの頼たのみに、アレーシャはポカンとした表情を見せた。

　リカルはユキの方に向き直ると、優しく微笑みながらこう言った。

「……ユキ、生きてくれ」

　そう言い残した途と端たん、リカルは突如アレーシャが進んだ方向とは別の方向に向かって走り出した。

　──ズシィーンッ!!

　地響きが先ほどよりも近づき、ユキのすぐ目の前に青い巨人が着地した。

「ひっ……！」

　短い悲鳴をあげたユキ。ユキの眼前には、青いディライヴァー〈マーク・ヴォールト〉が現れた。

　ヴォールトの頭部に着けられていたアンテナが点滅し、それと同期したようにヴォールトのアイカメラまでもが点滅した。確実にユキの姿を捉とらえている。

「あ、ぁ……！」

　恐きよう怖ふに足がすくみ、動けずにその場で座り込むユキ。

「ユキちゃん、逃げて！」

　アレーシャがユキのもとに向かって走ってくる。

　今からヴォールトがユキを踏ふみ潰つぶそうとするのなら、到とう底てい間に合わない。

　──このままでは死んでしまう。

　ユキはそう思って目を瞑つぶりそうになる。

　──グシャ！

「……え？」

　目を瞑る直前、ユキの視界で赤い何かがヴォールトの頭部に直撃した。

　赤いそれはヴォールトに当たった直後に弾はじけ、液体を散らばらせた。

　リンゴだ。辺りの果樹になっている赤い果実が、ヴォールトの頭部に投げられたのだ。

「どうしたリリィ！　お前、俺がどこにいるのかわからないのかー！」

　ユキから姿は見えないが、リンゴの飛んできた方向からリカルのそんな声が聞こえてきた。ヴォールトの視線はユキからリンゴの投げられた方向に向けられる。

「ほら、こっちだ！」

　そして再びリンゴが投げられ、ヴォールトの頭部に直撃した。

　しかし、すぐにはヴォールトは動かない。リカルのいるであろう方向から、視線を再びユキの方へと戻もどそうとしたのだ。

「おいリリィ、テメェの父親はとんでもねぇ間ま抜ぬけだったぜ！」

　リカルがそう叫んだ途端、ヴォールトの首が再びリカルへと向けられる。

『…………今、なんて言った？』

　ヴォールトの拡声器から、リリィの声が聞こえてきた。

「テメェの父親は、とんでもなくグズでノロマだったって言ってんだよ！　あんな奴やつがよく市長なんて務まったよなァ！　とんだ笑いぐさだぜ！」

『……………殺す、殺す、殺す殺す殺す殺す殺す殺ス殺スコロスコロスコロス!!!!』

　ヴォールトは完全に機体の向きをリカルがいる方向に変え拳こぶしを高く振ふり上げた。

「ほら来いよ！　昔の約束通り、一いつ緒しよに遊んでやるぜ！」

　リカルはその場から走り出したのか、ヴォールトはそれを追うようにその場から歩き出していく。時折ヴォールトがその拳を振り下ろす様子が見えたが、リカルはそれらを上手うまく躱しているようで、ヴォールトは歩き続けている。

　そして、ユキたちからはヴォールトの姿が完全に見えなくなった。

「ユキちゃん！」

　アレーシャはユキのもとまで駆かけ寄っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　怪け我がはない！」

「……はい……私は、大丈夫ですけど……」

　ユキはリカルの走り去った方向を見た。

「リ、リカルさんが……！」

　アレーシャもリカルが走っていった方向を見て、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情をした。

「…………敵の搭とう乗じよう者が感情に流されやすいと踏んでの行動でしょうね。あたしたちを安全に逃がすために、囮おとりになってくれたのよ」

　リカルが去って行った方向から、大きな地響きが聞こえ、果樹の折れる音もした。

　まだリカルが生きて、ヴォールトを引きつけているという証あかしだろう。

「ユキちゃん、行くわよ。リカルの犠ぎ牲せいを無む駄だにしないために」

　アレーシャが手を引いて、強制的にユキを立たせる。

「犠牲にって…………リカルさんを、見捨てるんですか？」

　アレーシャは辛つらそうな顔をしたが、すぐにその表情を引き締しめて頷うなずいた。

「それがリカル自身の決めたこと。リカルの望みよ」

「そんなのって……！　駄だ目めですよ！　リカルさんが、死んじゃうんですよ！　助けに行かないと──」

　──パンッ！

　乾かわいた音が響ひびく。

「っ………………」

　ユキはゆっくりと自分の頰ほおに手を触ふれた。

　触れた瞬しゆん間かんに頰がチクリと痛み、自分が叩たたかれたのだとようやく気が付いた。

　ユキの頰を叩いたアレーシャは、今までユキに見せたことのない真しん剣けんな目をしていた。

「いくら日本人で、記き憶おくがないからって……平和ボケも大たい概がいにしなさい。あなたはあのままだったら死んでいたの。それをリカルが自分の命を犠牲にして助けた。それ以外に方法がなかったから。それを理解しなさい」

「………………」

　ユキは頰を押さえたまま俯うつむいた。

「…………行くわよ。こっちの方向に廏きゆう舎しやがあった。そこにもし馬が残っていたら、それを借りて、この村から脱だつ出しゆつするわよ」

　冷たい口調で、歩き出すアレーシャ。ユキはそれに無言でついていこうとした。

『ユキを家族のもとに送り届けるまでは……一緒にいる。何も解決にはならないけど、不安になったとき寄り添そうくらいは俺にだってできる』

　星空の下で、リカルがそう言った後に照れくさそうにしていたことを思い出す。

『何か欲ほしい物とかあるか？』

　心配してくるリカルにリンゴをリクエストして困らせた。

『そりゃよかった。粘ねばって値切った甲か斐いがあったぜ』

　その時、リカルはどこか誇ほこらしげな顔だった。

『…………ユキ、ごめん』

　自分を守るために、命を捨てようとしたリカル。

『そんな俺にも、ユキは「生きろ」って言ってくれた。おかげで目が醒さめた。俺はユキを家族のもとに連れて行くまで死ぬわけにはいかないんだ』

　この時のリカルはどんな顔をしていたのかユキは知らない。だけど、彼が生きることを諦あきらめずにいてくれたことが、ユキは自分のことのように嬉うれしかった。

『……ユキ、生きてくれ』

　そう言い残し、彼は自分に背を向けて去って行った。

（……これで、もうお別れなの？　……もう、二度とリカルさんに会えないの？）

　そう思った瞬間、ユキの足が止まった。

「……？　何してるの、早く行くわよ」

「……です」

「……なに？」

　今まで俯いていたユキが顔を上げ、ハッキリと言い放つ。

「やっぱり、嫌いやです！　こんなお別れなんて、絶対に嫌です！」

「っ……いい加減にしなさい！　リカルの思いを犠牲にする気！」

「だったら、私の気持ちはどうなるんですか！　私は、リカルさんと一緒にいたいのに、いなくなっちゃったら、私はどうすればいいんですかッ！」

「そ、それは……」

　ユキの言葉に、アレーシャが言葉を詰つまらせた。

　その隙すきにユキは身を反転させてリカルが去って行った方向に走り出した。

「なっ……ユキちゃん、待ちなさい！」

　アレーシャが呼び止めようとするが、ユキは走るのをやめない。

「～～～～っ！　ああもうっ！　ジョンじゃないけど、これだから若さっていうのは!!」

　アレーシャはすぐにユキを追って走り出し、果樹園の奥へと向かって行ったのであった。




　◆




『死ねッ、死ねッ、死ねェ!!』

　ヴォールトの拳が、リカルに向かって振り下ろされる。

　──ズキッ

「っ──く！」

　どこに攻こう撃げきが来るのか、リカルは〝予測〟をして的確に躱かわす。

　ヴォールトに乗っている時は相手の動きをスローモーションのように見て冷静に回かい避ひできたが、生身の状態ではその反応速度に肉体がついていかない。

　すでに脳を酷こく使ししている状態だが、そこにさらに負ふ荷かを掛かけることを承知で〝予測〟を使わなければ、リカルはステアクラストを相手にして時じ間かん稼かせぎなどできなかった。

（あー……やべ、ちょっとクラクラしてきた……）

　──ズキッ

　頭痛が走り、本能に従って動くと、紙一ひと重えでヴォールトの拳がリカルの横を過ぎ去る。

　だが、ヴォールトの拳が地面にぶつかった衝しよう撃げきにリカルは足を滑すべらせそうになった。

　──ズキッ

「うぅ……！」

　今度は横に転がるように跳とぶと、ギリギリでリカルはヴォールトの足に踏み潰されずに済んだ。

『さっきからちょこまかと……！』

　苛いら立だったリリィの声が聞こえてきた。

（……もう、結構時間稼いだよな？　ユキたち……もう逃にげられたかな？）

　──ズキンッ、ズキンッ、ズキンッ

〝予測〟を使っていない状態でも頭痛が止やまずにリカルを苛さいなむ。

「う……ぎ……！」

　立ち上がろうと手足に力を込こめたリカル。

　まだ意識はあり、動ける。

　──ズキンッ！

「痛ッ……が、あ……！」

　だが、それ以上に酷ひどい頭痛がリカルを苦しめ、また地面に伏ふしてしまった。

『…………ふふっ……なんだ……実はもう限界だったんだ』

　リカルが立ち上がれない様を見て、リリィの嘲あざわらう声が聞こえた。

　──ズキンッ！

「……う……く……！」

　リカルはそれでも必死に起き上がろうとするが頭痛があまりに酷くてそれも叶かなわず、果樹を背もたれにするようにしてようやく上体だけを起き上がらせた。

『……ふふっ……無様。凄すごく無様よ、八番』

「はぁ…………だろうな。やっぱ、俺にはその言葉がお似合いだ」

　リカルは疲つかれを滲にじませた顔で笑う。

　その表情を見て、リリィが不快そうな声を発した。

『……気色悪い顔しないで』

　リカルはヴォールトのアイカメラを真まっ直すぐに見て、ゆっくりと語りかける。

「…………リリィ、お前さ…………結構笑うよな？」

『……いきなり何？』

　リカルは自分の口元に指を当てて、口角を上げさせた。

「口元を少しだけ、こんな風に上げて、優やさしく笑ってるんだよ……お前の母親みたいに」

『…………あんたが、母さんのことを語るなッ』

「…………ごめん。お前の父親を殺して…………それに、さっきのことも……悪かった。あの人は……いい市長だったよ」

『ふざけないで！　今いま更さら！』

　リリィの声に怒いかりがこもった。それでもリカルはその声に従う気はなかった。死ぬ覚かく悟ごはできたのだ。だったら、自己満足でしかないが、ちゃんと謝罪しようと決めたのだ。

「あの人は俺を助けようとしてくれたのに……俺はそれを拒こばんだ。わかってたんだよ、俺が自分を殺しに来たんだって……なのに俺のことを……『助けたい』って言ってくれた」

『う、噓うそを吐つくな！』

「噓じゃない…………あの人が……レイモンド・バーナーズがどういう男なのか、お前が一番よく知ってるはずだろ？」

『そ、それは……！』

　そう、リリィはレイモンドの行動を間近で見ていた。

　一いつ緒しよにスラム街の視察について行っていたくらいなのだから。

「…………俺に言えた義理ではない…………だけど……これ以上お前が人を殺すな」

　リカルはゆっくりと果樹を支えにして立ち上がる。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、娘むすめのために腕うで輪わを託たくした母親の姿だった。

「お前の母親は……お前にこんなことをさせるために……ディライヴァーを、腕輪を託したわけじゃないだろ？」

『っ……！　お前が……！』

　ヴォールトの腕が、再び高く掲かかげられた。

『お前なんかが、私の家族を語るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!』

　固く握にぎられた拳こぶしが、ハンマーのように勢いよく振ふり下ろされる。

（ああ、これは避よけられないな）

　リカルが悟さとったようにそう思った瞬間、今までずっと続いていた頭痛が急に楽になった。

（これでいい。ユキのことはアレーシャに任せたし、リリィにも……少しくらいの爪つめ痕あとを残せた。あとは俺がそうだったように、誰だれかがコイツを助けてくれれば………………いや、それは欲張りかな？）

　リカルは迫せまりくるヴォールトの拳を見て、また笑う。

（でも、いつか……こいつも、俺みたいに救われるといいよな）

　もう会えない少女と、自分を殺すために一〇年間過ごしてきた少女。

　そんな二人の未来に幸福があることを願い、リカルは目を閉じた。

「──止まってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　聞こえて来たのは知っている少女の金切り声。

　目を閉じかけていたリカルが見たのは、もう会えないと思っていた少女が、自分の方へと駆かけ寄って叫さけんだ姿だった。

（──幻げん覚かくか？）

　もう遠くへ逃げたと思っていたユキが、自分のすぐ目の前にいた。

　そんなことあるはずないと、リカルは思った。

（……ああ、こんな時にユキの姿を見ちゃうほど、俺って…………）

　ぼんやりとそんなことを考えるリカル。

　ユキはそのままこちらに走ってきて、リカルの方へと飛び付いてきた。

　リカルはそれをなんとなく受け止めようと手を広げた。

「リカルさん！」

　すると腕の中にリアルな感かん触しよくとリアルな温ぬくもり、リアルな重さが飛び込んできた。

「……幻覚なのにスゲーリアルだなぁ」

　そんなことを呟つぶやきながら、リカルは腕の中に入って来たユキを抱だきしめ、頭を撫なでる。

「…………うん、どうせ死ぬんだし……いいよな、別に」

　リカルはそんなことを呟いてからユキを抱きしめる手に力を込こめた。
















「えっ……リ、リカルさん、ちょっと……痛いですっ」

「おぉ……反応もリアルだ…………はぁ……癒いやされる……なんかいい匂においもするし」

「に、匂いって……！　か、嗅かがないでください！　今汗あせかいてるから……！」

「いや、別にいいじゃん、走馬灯的な幻覚だし。どうせ最後なんだし……」

「えっ──ちょ……どこ触さわろうとしてるんですか!?」

　リカルはユキを抱きしめる手を下へ下へと下げていこうとし、ユキの──

「──この変態がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「あごほぁ!?」

　突とつ如じよ現れたアレーシャの肘ひじが、リカルの眉み間けんに突つき刺ささる。

　リカルはユキから手を離はなし、背後にあった果樹に背中から激げき突とつして崩くずれ落ちた。

　そして額を押さえながらその場で蹲うずくまり出す。

「い、いってぇ……！　………………ん？　痛い？　アレ……俺、まだ生きてる？」

「生きてる？　じゃないわよ！　ユキちゃんが抵てい抗こうしないのを良いことにおしりを触ろうとするとか、何考えてんのよ!!」

　まだ状じよう況きようを上手うまく吞のみ込めていないリカルは、素す直なおに答える。

「え……あ、いや……胸はさっき触ったから次は尻しりかなぁ……とか考えて」

「リカルさんッ!?」

「な、なななななななッ!?」

　ユキが顔を赤くして止めようとしたが、それは既すでに後の祭り。

「こッ、のッ………変態！　女の敵!!　セクハラ魔ま人じんがぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　胸むなぐらを摑つかみあげ、その手にナイフを握って構えるアレーシャ。

「えっ──あ！　待て待て待て待て!!　違ちがう！　今のは違う！　ちょっとボーっとして、悪意があったわけじゃない!!　というかなんでまだ俺生きて………………あれ？」

　ナイフを突きつけられてリカルは我に返り、慌あわてて弁解しつつ、自分の置かれた状況を確かく認にんしようとヴォールトの方を見た。そしてリカルは言葉を失う。

「………………止まってる？」

　リカルに向けて拳を振り下ろす直前のポーズのままヴォールトは停止していたのだ。

「……………………どういうわけかわからないけど、ヴォールトがリカルに反応してハッキングを完全にシャットアウトしたみたいね」

　アレーシャは一いつ旦たんナイフを収め、摑んでいたリカルの胸ぐらを放してヴォールトを眺ながめた。

「お、俺？　いや……でも……」

　リカルはユキの方を見た。リカルは自分でも何もしていないという自覚があった。

　何かしたとしたら、それは……

「……………？」

　ユキはリカルの視線を受け、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「……とにかく話は後よ。リカル、ヴォールトに乗ってさっさとネビュラスを止めて」




　◆




「……何が起きたの？」

　リリィはネビュラスのコクピットの中にいた。

　ついさっきまで、ヴォールトに仕し掛かけた〝子機〟を通じてリカルを殺そうとしたのだが、そのリンクが急に途と絶ぜつした。あと少しでリカルを殺せた。なのにそれができなかった。

　──何故なぜ？

　理由はわからない。だが、一つだけ原因がわかった。

「……あの女……!!」

　姫ヒメ島シマ雪ユキ。

　リンクが途と絶だえる直前で、リリィは確かにユキの声を聞いた。

「また、私の邪じや魔まをしてぇ……!!」

　今、リリィはジアを制せい御ぎよしながらそのサポートをするという形でマーキーと戦っていた。

　相手はスラスターを使わずに有利に戦いを運べたのだが、意外にしぶとく、二丁の拳けん銃じゆうを上手うまく使って今まで凌しのいでいたのだ。

「設定変へん更こう…………無理に倒たおそうとはせず、この場にマーキーを押さえつけるように」

　ジアに対して別のコマンドを与あたえ、リリィはネビュラスを果樹園の方向に向けてスラスターを全開にして跳ちよう躍やくした。




　◆




　停止したヴォールトの中へとリカルは乗り込み、シートに座り込んでから起動のスイッチを入れた。するとシートの後方からアームが伸のびてきて、リカルの首を固定する。

「どう、異常はない？」

　開けたままのハッチの外から、アレーシャがそう訊たずねて来た。

「ああ、問題ないな」

「バッテリー残量が切れたとか、そういうのは？」

「ちょっと待て…………えっと…………よくわからんが、『36％』って表示されてるぞ」

「なら問題ないわ。あと二日はアルカディアの中でもフル稼か働どうし続けられる」

　一応ヴォールトに乗り込んで他に先ほど停止した理由を探してみたが、それらしいものは見つからない。

「とにかく、俺はこれからグラサンの援えん護ごに行く。二人は果樹園の中に……っ！」

　アレーシャ達に指示を出そうとしたとき、ヴォールトのレーダーがこちらに近づいてくるネビュラスの存在を報しらせて来た。

「リカル、どうしたの？」

「ネビュラスが来た！」

　そう言ってハッチを閉じ、リカルはヴォールトをその場に立ち上がらせ、頭部に着いたアンテナを握りつぶさせた。

『二人は隠かくれてろ！』

　リカルが拡声器を使ってそう指示を出し、レーダーの反応があった方向へとヴォールトを向けた。

　その方向から、こちらに向かってネビュラスがスラスターを使って跳躍してくる姿をリカルは捉とらえる。ネビュラスは空中で突とつ撃げき銃じゆうを向けてきており、このまま相手が撃うってきたら果樹園にいるユキとアレーシャに被ひ害がいが出る。

「跳とぶぞ、ヴォールト！」

　──ガチャンッ！

　ヴォールトの収納されていたすべてのスラスターが展開され、リカルの身体からだがアームで固定された。すでにスラスターは冷れい却きやくが完かん了りようしていて、ヴォールトはその場から駆けだして助走をつけて跳び、スラスターを全開にした。

　空中で接近するネビュラスとヴォールト。

『──ザザッ────マッ、ユキッ!!』

　無線をオンにした状態のスピーカーからノイズが走ったかと思えばリリィの声が聞こえてくる。

「ッ……！」

　その叫びで、リカルはネビュラスの照準の先がわかった。

『死ねェ!!』

　リリィの怨えん嗟さのこもった叫びとともに、ネビュラスが発はつ砲ぽうしようとしたが、ヴォールトはその手を伸ばし、咄とつ嗟さに銃身を横に向けさせた。

　発砲された突撃銃の弾だん丸がんは、先ほどまでヴォールトがいた場所とはかなり横にそれた場所に着弾した。

『──邪魔するな、八番!!』

「お前が殺したいのは俺だろ！　なぜユキを先に狙ねらう！」

『うるさい！　あいつさえいなければ、もう私を邪魔する者はいない!!』

　お互たがいのスラスターの推進力がぶつかり合い、空中で静止した二機。その一方でネビュラスがもう片方の突撃銃をヴォールトではなく、果樹園にいるユキに向けようとした。

『姫島雪ィィィィィィィィィ！』

「させるかッ！」

　ヴォールトはさらにスラスターの推進力を引き上げる。

　ヴォールトの方が推進力が高く、空中で徐じよ々じよにネビュラスが後退していく。

「いぃっっっっけぇぇぇぇえぇぇぇぇぇッ！」

　コクピットの中でリカルが叫さけび、壊こわれてしまいそうなほど操そう縦じゆう桿かんを前へと突き出して、フットペダルを全力で踏ふみ込んだ。

　ヴォールトのスラスターが青白い炎ほのおを噴ふん射しやし、まるで翼つばさが生えたような姿を見せた。

『う、ぁぁああ！』

　リリィの方もスラスターを全開にしてヴォールトを押し返そうとしたが、今のヴォールトの前ではそれは意味をなさなかった。

　ヴォールトはネビュラスの胴どう体たいを抱きしめるようにして、前進し続ける。

　果樹園を抜ぬけ、村の上空を飛行し、小屋のある丘おかを越こえていく。

　──ビビーッ！

　ヴォールトのコクピットで、スラスターがオーバーヒートしかけているという警告が響ひびいた。まだ点火してから三〇秒も経過していなかったのだが、それだけ無茶な使い方をしているということなのだろう。

　ネビュラスを解放し、その場で自由落下を開始したが、スラスターを使って安全に着地。

　リカルの身体の固定は解かれたのだが、スラスターはそのままだ。

　展開されたスラスターは無理な使い方をしてしまったがために、冷却機能のキャパシティを超こえたのだ。このままの状態である程度放熱しないと元に戻もどらない。

　また、ステアクラスト部隊と戦った時と違い、この状態では通常のスラスターを使うことも不可能となっている。

「はぁ……はぁ……！」

　こころなしか、コクピットの中が熱いとリカルは感じた。

　冷却機能が働かず、スラスターの熱が伝導してコクピットの温度まで上げているのだ。

「…………ここは……さっきの場所か？」

　ヴォールトが着地した場所には多くのステアクラストの残ざん骸がいが転がっていた。

　さっきのスラスターで、一気にここまで跳んだということなのだろう。

　一方、前方に結構な距きよ離りを空けてネビュラスが着地した。

『八番……!!』

　強い怒いかりのこもった声がした。

「お前には、取り返しのつかないことをしたって……そう思っている。だけど………ユキは殺させないし、俺も死ぬわけにはいかないんだ！」

　ヴォールトの脚きやく部ぶローラーで移動し、近くに転がっていたガトリングを拾う。

『そんな勝手なこと、許されると思ってるの！』

　ネビュラスが走るヴォールトに向かって二挺ちようの突撃銃を放つ。ヴォールトはその射撃を回かい避ひし、同じく地面に転がっていたオウルの残骸の後ろへと避ひ難なんした。

「思ってないさ！　──だが！」

　オウルの陰かげからガトリングを構えるヴォールト。

　ネビュラスへ狙いを定め、トリガーを引くとガトリングの砲身が回転を始めた。

「ユキがいる！　俺が生きる理由がある！　だから生きるんだ!!」

　ガトリングから放たれる弾丸がネビュラスに向かって飛んでいく。

　しかしその前に、ネビュラスの背後からシャフトが飛び出した。

　同時に、ネビュラスの前方に光の障しよう壁へきが出現。ガトリングの弾たまをすべて弾はじいていく。

「くっ……！　これがシールドか……！」

　隕いん石せきを弾くことが可能なシールドを、ステアクラスト用の武装で突とつ破ぱすることは不可能。

　あれがある限り、ネビュラスの破は壊かいはできない。

『ふざけないで！　黙だまって死ねッ！　お前はそれだけのことをしたんだ！』

「だからって、お前が人を殺していい理由にはならないだろ！　お前は俺を憎にくいと言いながら、俺と同じことをしている！　それを間ま違ちがいと知っていて、なんで殺す!!」

『何も知らないくせに、好き勝手言うなぁぁぁぁぁぁぁ！』

　ネビュラスがシールドを張ったままヴォールトに向かって突進を仕掛ける。

　シールドに当たればヴォールトに入ったまま丸焼きにされる。

　そう判断したリカルはヴォールトを横へと移動させた。

　先ほどまで盾たて代わりにしていたオウルがシールドに激げき突とつされ、金属の装そう甲こうがドロドロに溶とけていき、最終的には爆ばく発はつしてしまった。

　爆炎の中からネビュラスが出てきた。背中のシャフトは展開されたままだが、シールドが消えてしまっている。

　バッテリー切れか？　リカルはそんなことを考えたが、その期待はすぐに消える。

『逃にがさない！』

　リリィがそう叫んだ途と端たん、空から光が降り注ぎ、ネビュラスの頭部に当たる。

　今のは間違いなくマイクロウェーブだった。

　今の光でネビュラスはバッテリーが完全に充じゆう電でんされたことだろう。

「くっそ……これじゃジリ貧ひんだ！」

『──ザザッ』

　リカルがそんな風に眉み間けんにしわを寄せていると、再び通信機のスピーカーからノイズが聞こえてきた。

『──おい、聞こえるか？』

「っ……グラサンか？」

　スピーカーから聞こえてきたのはジョンの声だった。リカルはリリィと会話するためにつけていた無線を切る。

『その声──ザッ──か？　ヴォールトを取りか──ザー──んだな？』

「なんとかな…………でも状じよう況きようは最悪だ。一人じゃあのシールドの突破ができねぇ。早く援護に来てくれ」

『無茶いうな！　こっちはジアの相手で精──ザザッ──だよ！　亀かめみたいに守り固め──ザーッ──せに、俺がそっちに向──ザザッ──ら邪じや魔ましてきやがる！』

「……つか、さっきからノイズ入り過ぎだろ！　聞き取り辛づらいんだよ！」

　ネビュラスの突進を回避しつつも、神経質になっているリカルはジョンに向かってそんな八つ当たりをした。

『うっせぇ…──ザザッ──ディアじゃこれが──ザザッ……とり──ザッ──』

「え？　お、おい！　グラサン、もしもし！　もしもーし！」

　ジョンとの通信が急に切れた。いくらアルカディア内だからって、ここから村との距離でこれほどまで電波が悪くなることは不自然だ。

「いったい何が………………ッ！」

　そして、これと同じ現象が、今日、他にも起きていたことをリカルは思い出した。

　周囲の状況を見回すと、既すでに何体ものステアクラストの残骸が、ネビュラスのシールドによる突進を受けて爆発、炎えん上じようしていた。すべてヴォールトが避さけたために起きたことだ。

「……イチかバチか、試ためしてみるか」

　通信機のチャンネルを無線用のオープンチャンネルに切り替かえた。

『──ザザッ──ら、八番──ザザッ──！』

　スピーカーから聞こえてくるリリィの声も、さきほどと違ちがってノイズが激しい。

「頼たのむぜ……！」

　そう言って、リカルは操縦桿のトリガーを引く。

　ヴォールトはガトリングの発砲を開始したが、その狙いはネビュラスではなかった。

『どこをね──ザザッ──ってるのよ！』

　すべての銃じゆう弾だんが周辺にいるステアクラストの残骸に当たり、残っていた推すい進しん剤ざいによって起爆して爆発するものが数体ほどあった。

　草原は既にネビュラスが起こした爆発と、ヴォールトのガトリングで起きた爆発によって焦しよう土どになりかけている。

　再びネビュラスが突進を仕し掛かけてきて、ヴォールトはそれをギリギリまでひきつけてから横に跳とんで回避する。

　しかし、ガトリングをネビュラスに向けて撃うたず、ステアクラストの残骸の、とくにスラスター部分を狙って射撃した。またステアクラストの残骸が爆発を起こす。

『──ザザザザッ──も──ザザザザザザ────ッ──かッ！』

　もうリリィからの通信はほとんど聞こえなかった。

　その後も何度も同じことを繰くり返し、ステアクラストの陰から別のステアクラストの残骸を撃ち、ネビュラスが突進してくれば回避するという行動が続いた。

「はぁ、はぁ、はぁ！」

　コクピットの温度が上がり続け、リカルの顔には玉のような汗あせが滲にじむ。

　そしてヴォールトの周囲はもはや炎と煙けむりでよく見えない状態となっていた。

「……弾切れ、か」

　空となったガトリングをヴォールトは捨てる。

　前方にはシールドを張ったままのネビュラスが黒こく煙えんの中から姿を現す。

　無線機からはもうノイズしか聞こえず、リリィが何かを語りかけているのかもしれないが、何も聞こえはしない。
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　リリィはコクピットの中でスラスターの状態を確かく認にんした。

「……遊びは終わりよ！　次は確実に当てる！」

　ネビュラスのスラスターは先ほど空中でヴォールトとの押し合いになった時にオーバーヒートしていたが、今はもうその冷れい却きやくが終わっていつでも使える状態となった。

　今までヴォールトは、ローラーで突進してくるネビュラスをギリギリまで引き付けてから横に跳ぶという形で回避していた。だが、避けられたとき、ネビュラスがスラスターを使ってその進行方向に動けば、流石さすがに回避はできないはずだ。

　相手がスラスターを使ったら？　そんな考えも浮うかぶが、おそらくそれは無理だろうとリリィは判断した。

　ヴォールトの展開されたスラスターは元に戻らず、赤熱している箇所が見えたのだ。

　完全にオーバーヒート状態。

　普ふ通つうに動くことはできても、今のヴォールトがスラスターを使うことはまずない。

「死ね、八番っ!!」

　ネビュラスが前方にシールドを展開したまま前進した。

　ヴォールトは身構える。

「無む駄だ！　右だろうと左だろうと、必ず当ててやる！」

　もはやリリィはヴォールトの捕ほ獲かくなど考えていなかった。

　すぐにでもリカルを殺したくて、そういった目的は既に眼中にない。

　──ビビーッ！

「ッ!?」

　急に真横からの危険を知らせる警報が響ひびき、リリィは咄とつ嗟さに機体をその方向に向けた。

　──バァァァンッ！

　ネビュラスのシールドに大口径の弾丸がぶつかり、弾かれた。

「狙そ撃げきッ！」

　何が起きたのかわからないという顔をしたリリィ。

　その時、前方の黒煙の中から、赤い装甲を持つディライヴァーが姿を現す。

「噓うそ、なんで!?」

　悲鳴のような声をあげつつ、リリィは咄嗟に後方へとスラスターを全開にして跳んだ。

　すると今までネビュラスが立っていた場所に赤熱の刃やいばが振ふり下ろされて地面に叩たたき付けられたのだ。

「なんでジアが……！」

　赤いディライヴァー〈マーク・ジア〉は、確かにリリィの制せい御ぎよ下におかれていたはずだった。だがそれが今は再びリリィに攻こう撃げきを仕掛けてきた。

　黒煙の中を抜ぬけて、見晴らしのいい場所まで出てきたリリィ。

　すると、再び警報がコクピット内に響き渡わたる。

　──バァァァンッ！

「っ……また！」

　狙撃された方向にある、高い丘おかの上にネビュラスのメインカメラを向けた。

　そこには狙撃銃を構える黒いディライヴァー〈マーク・マーキー〉の姿があった。

「いったい、なにが……！」

　取り乱した様子でリリィは〝子機〟の状態を確かめた。

「……リンクが、切れてる？　破壊された……うそ、なんで気が付かなかった…………」

『──どうやら、上手うまくいったようだな』

　無線ではなく、拡声器を使って語りかけるリカルの声がした。

　その声の方向から、ヴォールトが歩いて黒煙の中から出てきて、その傍かたわらには剣つるぎ型武装を構えたジアの姿があった。
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『いったい……何をした！　八番！』

　リリィがネビュラスの拡声器を使って、リカルに向かってそう怒ど鳴なった。

　リカルはサウナ状態となったコクピットの中で汗を拭ぬぐいながら答えた。

「俺、というよりは大半はお前が原因だがな…………アルカディア内は、他の地域よりも電波の通りが悪い。火事現場だとそれがさらに悪化していたからな…………これだけ大量のステアクラストが爆発して煙が上がれば、そりゃジアに着けていたアンテナとの繫つながりも途と絶ぜつするだろ」

　リリィが虐ぎやく殺さつを行った村。

　あそこからこの村にいるアレーシャたちに通信することは不可能ではなかった。だから多少ノイズが混じることはあっても、まったく繫がらないというのは不可解なのだ。

　リカルはその原因を周囲の火事で舞まい上がった煙が原因だと考えた。

　だからこそ、近くにあったステアクラストを爆発させて周辺を煙で充じゆう満まんさせようという手段を考えたのだ。結果は上々。見事にリカルはジアとネビュラスとのリンクを断った。

『そ、そんなはずがない！　私が、その程度のことがわからなくなるはず……！』

「現になっていただろ。お前は俺を殺すことで頭が一いつ杯ぱいだった。ヴォールトを壊こわさずに捕獲しなきゃいけなかったことも忘れて、俺を殺すために破は壊かいしようとしたくらいだしな」

『…………』

　リカルの指し摘てきを受けて、リリィが完全に沈ちん黙もくした。

『それにしても……よくそんな状態で持ち堪こたえたわね。今日は大活かつ躍やくじゃない』

　隣となりにいるジアの拡声器から、アレーシャのそんな労ねぎらいの声が聞こえた。

「そういうのは…………こいつをどうにかしてからにしてくれ」

『それもそうね』

　ヴォールトは落ちていた突とつ撃げき銃を拾い、銃口をネビュラスに向けた。

　一方ジアはいつでも前に飛び出せるように構えた。

「シールドは確かに厄やつ介かいだが、見た感じ前方にしか張れないようだな。ディライヴァー三機を相手にして…………勝てると本気で思っているのか？」

『………………ギリッ』

　ネビュラスの拡声器からリリィの声は聞こえなかったが、代わりに歯ぎしりの音が聞こえてきた。

『──次は、殺す……絶対に……殺してやるッ……！』

　リリィがそう言い残すとネビュラスは後方へとスラスターを使って跳ちよう躍やくしていく。

　リカルは黙だまってネビュラスが突撃銃の射程範はん囲い外がいまで行くのを見送った。

『……追わなくていいの？』

　アレーシャが心配したような声でリカルにそう訊たずねた。

「……どうせすぐにこの村から去らなきゃいけないだろ？　追撃戦するような余力、今の俺たちにはない」

『確かにそれはそうだけど…………ま、リカルがそう言うならあたしは何も言わないわ』

　ジアは剣型武装を背中のバックパックに着けて、村の方にローラーで走っていく。

　リカルはしばらくネビュラスが去って行った方向を眺ながめて呟つぶやく。

「…………俺が、あいつの人生を狂くるわせちまったんだな」

　昔、自分に声を掛かけてくれた亜あ麻ま色の髪かみの優やさしい女の子を思い出し、変わり果てた姿にリカルはやりきれない気持ちになった。







　エピローグ







　あの後、最低限の荷物をまとめ、村に残っていた物資を調達（ちゃんと料金の支し払はらいを）したリカルたちは、村からディライヴァーで去ったのだが…………

「──げほっ、ごほっ！」

　その翌日、リカルは高熱を出して寝ね込こんでいた。

　着ていた服はすべて汗だくになっていたので洗せん濯たくされ、今はトレードマークである青いバンダナもつけていない。

「……睡すい眠みん不足、過か剰じようなまでの脳の酷こく使しと蓄ちく積せきされた肉体の疲ひ労ろうに、サウナ状態のコクピットの中に長時間いたことによる脱だつ水すい症しよう状じよう。それがまとめてでてきたんでしょうね………………よく生きてたわね」

　リカルの状態を診しん察さつしたアレーシャが呆あきれ顔でそう言った。

「し、心配ない……す、すぐに先へ……！」

「リカルさん、駄だ目めですよ。ちゃんと寝ててください。熱があるんですからっ」

　熱で朦もう朧ろうとしつつ起き上がろうとするリカルをユキがそう言って寝かしつける。

「うぅ…………こ、これしきのことでぇ……──げふっ、がほっ！」

　そんなリカルの状態を見て、アレーシャはため息を吐つく。

「ほら、無理しない。ハッキリ言って今のあんたユキちゃんの時よりも酷ひどいんだから」

「だ……だけど……今日中にアルカディアの外に行く予定じゃ……？」

「そんな状態じゃどのみちヴォールト動かせないでしょ？　安心しなさいよ。もともとあと数日あの村にいる予定があったのを早めてたから、十分休めるわ。それじゃユキちゃん、リカルが無理しないように見張っててね」

「はい」

　アレーシャがテントの外へ出ていき、リカルとユキだけが残された。

「はぁ……ごほごほっ……情けねぇ……」

　横になりながら、リカルは寝込んでしまった自分のことを嘆なげいた。

　今リカルたちがいるのはあの村からかなり離はなれた川辺だ。

　まだアルカディア内にいるということで、敵が襲おそってくる可能性は低いと言えるが危険がないとは言えない。

　そんな状態で体調を崩くずしてしまったことをリカルは申し訳なくなってしまったのだ。

「そんなことないですよ。リカルさんが頑がん張ばってたのは、私も、アレーシャさんやジョンさんも知ってますから」

「ケホッ…………そう言ってもらえると……助かる」

「食しよく欲よくあります？」

「うぅ～……無理……今何も食える気がしない…………」

「えっと……あ、じゃあこれならどうですか？」

　そう言ってユキが村から調達した物資の入っている袋ふくろを漁あさり、赤い物体を取り出す。

「……リンゴ？」

「はい。これをすりおろしたものなら食欲なくても食べられると思って……リカルさん、リンゴって食べたことあります？」

「運んだことはあるけど、食べたのは…………たしか乾かん燥そうした奴やつを…………一度だけ」

　リカルがそう答えると、ユキは優しく微笑ほほえむ。

「じゃあ、期待しててください。とっても美味おいしいですよ」

　そう言ってユキはナイフを片手に持つ。それを見てリカルは不安になった。

「ユキ、リンゴの皮剝むける？　もし苦手なら……俺が剝こうか？」

　リカルがそんなことを言うとユキが少しムッとした表情になる。

「大だい丈じよう夫ぶですから寝ててくださいっ」

　ユキはリンゴの表面にナイフの刃を当て、リンゴを回して皮を剝いていく。どこか手慣れていて、もしかするとリカルより上手いかもしれない。

　その手つきをみて、リカルは感心した様子だ。

「……もしかして、ユキって料理できるのか？」

　リカルのその言葉に、ユキはリンゴを剝いたまま苦く笑しようした。

「それはわかりません。リンゴが剝けることは最近になって偶ぐう然ぜん気が付いただけで、料理はしたことありませんし……」

「あぁ……そういや、基本的に非常食しか食ってないから、そういう機会もないしな」

「はい。……でもきっと記き憶おくがなくなる前はこういうことをよくしてたような気がします。だからきっとお料理もできると思いますよ？」

　ユキはそう言って皮を剝いたリンゴをおろし金に掛けて、木製のお椀わんの中にいれた。

「できましたっ」

「おぉ……ありがとう…………よっと」

「あ、リカルさんは寝たままでいてください」

　起き上がってお椀を受け取ろうとしたリカルを、ユキはそう言って制す。

「は？　……それじゃ、どうやって……けほっ……食べるんだよ？」

　リカルがそう訊ねると、ユキは片手にリンゴの入ったお椀ともう片方の手に木匙さじを持つ。

「どうやってって……それはほら、やっぱりお約束ですから」

「…………たまに俺はユキが何を言っているのかわからなくなるんだが、気のせいか？」

　困こん惑わくしているリカルを他所よそに、ユキはお椀からリンゴを掬すくって、その匙をリカルの口元へと近づけた。

「はい、あーん」

「……いや、子どもじゃないんだから、別にこんなことしなくても」

「あーんしてください。ほら、あーん」

　リカルの言葉を無視し、強ごう引いんに匙を口に押し付けるユキに、今のリカルは抵てい抗こうする気力はなかった。

「……あーん」

　大人しく口を開いたリカル。その口にユキは木匙を入れてリンゴを食べさせた。

　口の中に広がる甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうが、渇かわいた喉のどを潤うるおしていく。

　その甘さを少し惜おしいと思いつつも、口から喉へと吞のみ込んだ。

「…………美味しいですか？」

　ユキが少し不安そうにリカルの反応を窺うかがっていたので、リカルは小さく笑って頷うなずいた。
















「……ああ、美味しい……ユキが好きになるのもわかる」

　リカルがそう答えると、ユキは嬉うれしそうに笑う。

「よかった…………それじゃあもっと食べて、早く元気になりましょうね？」

「ああ…………つか、これって…………前と立場逆だな……」

「そうですね」

　二人はクスリと、おかしくて笑い合ったのだった。
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　一方、テントの外にいたアレーシャはどこか痛そうに頭を抱かかえた。

「……ねぇ、なんだかあのテントだけピンクっぽいオーラが出てない？」

「俺に訊きくな」

　そう、リカルとユキがいるのはテントだ。

　防音性なんてまったく期待ができないわけで、会話は筒つつ抜ぬけといっても過言ではない。

「……こういうの、日本では壁かべ殴なぐり代行とかで騒さわぐそうよ。リア充じゆう爆ばく発はつしろ、って……」

「いや、知らねェよ」

　どこか苛いら立だっているアレーシャに対し、ジョンは煙草たばこを口に咥くわえて興味なさそうにテントの方に視線を向けた。

「まぁどうせあのガキはナノマシンがある。明日あしたにはかなりマシになってるだろ」

「……ナノマシンって外傷以外にも効果ってあったのね」

　アレーシャはそんなことを呟きながら袖そでをまくり、自分の左手に着けられた腕うで輪わを見た。

「……今いま更さらだけど、このナノマシンって便利よね。ディライヴァーと搭とう乗じよう者の繫つながりを飛ひ躍やく的に向上させる上に……搭乗者のコンディションをベストに保とうとするし…………怪け我がしたら勝手に塞ふさいでくれるもの。即そく死しじゃない限り死なないっていうのは便利よね」

「厳密には死ににくいだ。あんまり過信はするなよ」

「わかってるわよ。…………で、話は変わるけど……ヴォールトのこと、どう考える？」

　アレーシャは川辺の近くで停止しているヴォールトを眺めてジョンにそう訊ねた。

　ジョンはくわえていた煙草に火を点つける。

「ハッキングを無人のまま無効化……で、そのトリガーはガキじゃなくて嬢じようちゃんの方……だったか？　間ま違ちがいないのか？」

　アレーシャの話に、ジョンは半信半疑といったリアクションを見せた。

「間違いないわ。あたしは目の前でそれを見た」

　アレーシャはヴォールトがリカルを叩たたき潰つぶそうとした直前のことを思い出す。

　あの時、ユキが咄とつ嗟さに飛び出して「止まって」とヴォールトに向かって叫さけんだ。すると、本当にヴォールトはユキの言われた通りに止まってしまったのだ。

　その光景を見たアレーシャは思わずその場で啞あ然ぜんと立ち尽つくしたものだ。

「ユキちゃんは自覚ないみたいだから咄嗟にリカルがやったって言ったけど…………これってやっぱりユキちゃんの失われた記憶に関かかわってると思うの」

「……搭乗者以外の人間に反応するディライヴァーか……」

　ジョンもアレーシャと同様にヴォールトを眺ながめる。

「もともとライブラリーにも乗ってなかった未み確かく認にんのディライヴァーで、俺たちのとは仕様が違ちがうとは思っていたが、そこまでとはな…………これは、本隊と合流したら本ほん腰ごし入れて調べる必要があるかもな。そして、嬢ちゃんの記憶も」
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「……リカルさん、少し……その、聞きたいことがあるんですけど」

　リカルがリンゴをお椀わん一杯ぱい分食べ終えてから、ユキは口を開く。

「…………なんだ？」

　そう聞き返したリカルだが、ユキが何を聞きたいのか大体は予想できた。

　……そうだ。リカルは自分のしてきた過去のことを黙だまったままでいられるはずが……

「──リカルさんって……もしかしてリリィさんのことが好きだったんですか？」

「──ゲホッ、ゴホエホッ!?」

　予想とはまったく違ったユキの質問に、リカルは激しくむせた。

「だ、大丈夫ですか？」

「──ゴホッ……だ、大丈夫だ……………はぁ…………なんでそうなる？」

「いえ……その…………診しん療りよう所じよのことは、リリィさんが意図的に仕し掛かけたってことはわかったんですけど…………リカルさん、すごくあの人のこと気にかけてましたし……」

「…………～～～～～～っ」

　頭痛がしてきたので、リカルは額を押さえた。おそらくこれは熱だけが原因ではない。

　一方で、ユキはそんなリカルの態度を見てすぐに頭を下げた。

「あ……ご、ごめんなさい……野や暮ぼなこと聞いちゃって……プライバシーですし、忘れてください」

「いや、別に野暮とかプライバシーとかじゃなくて…………」

「あの──ご、ごめんなさいっ」

　ユキはリカルに背を向け、テントから出て行こうとする。

「待て、ユキ！」

　リカルはそれを阻はばむようにその手を摑つかみ、引き寄せた。

「──え」

「──あ」

　最終的にユキを制止できたのは良かったのだが、今のリカルは引っ張ったユキを支えるような体力も力もなく、結果、巻き込んで倒たおれるような感じになった。

「…………またこのパターンか」

　リカルは思わずそう呟つぶやいた。リリィとも同じことがあった。強いて違うところをあげれば、あの時はリカルが上だったが、今は下になっているということだけだろう。

「あ、ああぁぁあああのッ、リカルさん！」

「流石さすがに、三回も追いかけられないなんて格好が悪いことくらい俺でもわかる。ちゃんと最後まで話を聞いてくれ」

「は……はい」

　自分の胸の中で激しく動どう揺ようしているユキが愛くるしく思え、リカルは微笑む。

　ユキを摑んでいた手を放し、ユキは先ほどまで座っていた位置に戻もどった。

「さっきの質問だが……」

　リカルのその言葉に、ユキの表情は緊きん張ちようのものへと変わった。

「俺はリリィのことを異性として意識したことなんて一度もない。そもそも…………殺したと思っていた相手だぞ？　生きてるとすら思ってなかった」

「な、なら……そういった過去を抜ぬきにして、改めて会ったリリィさんに心奪うばわれる……とかそういうのは……？」

「…………あのさ、なんでそんな頑かたくなに俺とリリィをくっつけようとするわけ？　現場見てたよね？　俺とアイツの関係知ってるなら、どうしてそうなるんだよ？」

　リカルとリリィの関係を言ってしまえば、親の仇かたき。

　そこからユキの考えているような関係に発展するなど、リカルには到とう底てい想像がつかない。

「その……愛あい憎ぞうはよくひっくり返るって言いますし」

「そんなコロコロひっくり返って堪たまるか。大体な……リリィでなくとも、俺はああいう女は苦手なんだよ」

「えっ……そうなんですか？」

　心底意外だと言わんばかりのリアクションをするユキにリカルは呆あきれたようなため息を吐つく。

「あのなぁ…………あいつの母親……父親もだったが、こっちの心を見み透すかしているような口調が落ち着かなかった。アイツがあの時のリリィだって確信が持てる前も……正直息苦しかった」

「………………あ、なるほどっ」

　突とつ如じよ、何か納なつ得とくしたようにユキは手を合わせた。

「リカルさんはどちらかというと引っ張られるより引っ張りたいタイプの人なんですね。いわゆるオラオラ系ですねっ」

「…………ユキ、その古代人特有の発言は俺には通じないんだが」

「雰ふん囲い気きで察してください」

「無茶言うな」

　ユキの発言に若じやつ干かん……いや、かなりついていけなくなっているリカルだが、どこか楽しそうに笑った。

「俺は…………やっぱりこうしてる方がいいかな」

「えっ……何がですか？」

「いや、なんでもない。…………というかそもそも、俺は仕事中は恋れん愛あいとかしない。プロの運び屋は仕事が終わるまでは依い頼らいのことしか考えねェからな。荷物を運び終えるまで、女に現うつつを抜かすなんて真似まねはしねぇんだよ」

「そうなんですか？　あれ………………でもこの間、私の身体からだ触さわろうとしましたよね？」

「──おやすみ」

　リカルは瞬しゆん時じに布ふ団とんを頭まで被かぶる。

「え……あの、リカルさん？　リカルさーん？」

　ユキが毛布の上から軽くリカルを揺ゆするが、一いつ切さい反応を返さない。

　傍はた目めから見ても完全な狸たぬき寝ね入いりであることは明白だ。

「………………リカルさん」

　リカルが本格的に寝てしまう前に、ユキは伝えておきたいことを伝えておく。

「私は、あなたの手を握にぎったことは後こう悔かいしてませんよ」

「………………」

「リカルさんが生きていてくれて……本当に嬉しかったです」

「………………」

「たとえ、リカルさんのことを周りがなんて言おうと……私は、あなたの味方です」

　そこまで言って、ユキは使った食器を持ってテントの外へと出ていく。

「……おやすみなさい、リカルさん」

　ユキがテントから離れていく気配を感じてから、リカルは被っていた毛布から顔を出す。

「…………俺、実はユキに結構引っ張られてるのかなぁ？」

　そんなことを考えつつ、リカルは瞼まぶたを閉じて意識を夢想の世界へと手放した。




　◆




『──話が違うぞっ！』

　通信機のスピーカーからケビン・ライアスの怒いかりに染まった声が響ひびく。

『何がスペリアーだ！　こちらの主戦力を預けて、一機も捕ほ獲かくできなかったどころか、逃にげ帰ってくるとはどういうことだッ!!』

「………………」

　通信機の向こうから聞こえてくる怒りの罵ば詈り雑ぞう言ごんで、スピーカーがハウリングを起こす。

　だが、それらのすべての雑音を、リリィはすべて右から左へと聞き流していた。

「……姫ヒメ島シマ雪ユキ……」

『──リカルさんは、あなたが殺あやめた会ったこともない人たちのために怒おこった！　それは、ちゃんと誰だれかを自分と同じ人間だって、そう思えるからだって、なんでそう思えないんですか!!』

「……八番……！」

『──だからって、お前が人を殺していい理由にはならないだろ！　お前は俺を憎にくいと言いながら、俺と同じことをしている！　それを間ま違ちがいと知っていて、なんで殺す!!』

　二人の言葉が、何度も何度もリリィの脳のう裏りを過よぎり、その度たびにリリィの中に苛いら立だちが募つのる。

「……何も、知らないくせに……勝手なことを……！」

　リリィは肩かたを震ふるわせて左手の腕うで輪わを握る。

　──人を殺すのは許されない。

　そんなことは幼いころから、リリィだってわかっていた。

　わかっていても……彼女はこれ以外に生きる道がなかったのだ。

『おい、聞いているのか!!』

　一人考え込むリリィに、ケビンが怒ど鳴なり散らす。

　リリィは顔をしかめて、音声通信の方に意識を向けた。

「……失礼、補給のために、本隊と合流するので、通信を切らせていただきます」

『待て、話はまだ終わって─────ブッ』

　こちらから強制的に通信を切断した。

　ようやく雑音がなくなり、リリィはコクピットの中で膝ひざを抱かかえこむ。

「私は……間違ってない…………そうだよね、お母さん……？」




　◆




「…………ん？」

　気が付けば、リカルはどこかの通路に立っていた。

「…………ここは…………バーナーズの屋や敷しき？」

　幼い頃ころに通ったことのある通路が視界に広がる。

　自分がどうしてここにいるのか？　そんな疑問が頭を過った。

「……夢か？」

　ここに来る前までのリカルの直前の記き憶おくはテントの中で眠ねむっていたことだった。

　だとすれば、ここは夢だと考えるのが道理。

『ふふっ……残念。外れよ。夢とは似てるけどこれは仮想現実──ＶＲ……っていっても、この時代に生まれた君には難しいわよね』

　どこからか響いてきた声。

「その声……ッ！」

　リカルにとっては聞き覚えのある声が聞こえてきて、思わず身構えるリカル。

『大だい丈じよう夫ぶよ。あなたに何もしない。〝あの部屋〟で待ってるから。道はわかるでしょ？』

「…………」

　構えは解いたが、警けい戒かいはしたままリカルは通路を歩き出す。そのまましばらく進んでいくと見覚えのある扉とびらが見えてきて、リカルはドアノブを捻ひねって部屋の中へと入っていく。

　その部屋にはぬいぐるみなどが多くあり、子ども部屋であることが窺うかがえた。

『──久しぶりね……リカルくん……そう呼んだ方がいいわよね？』

「………………………お久しぶりです」

　部屋の中央には一人の女性が立っていて、リカルはその女性に恭うやうやしく頭を下げた。

　すると、眼の前の女性は最初は驚おどろいた顔をしたが、楽しげに笑う。

『あらあら……ふふっ、ソースを顔につけてた子が、随ずい分ぶんと礼れい儀ぎ正ただしくなったわね』

「…………いくら俺でも、あなたに普ふ段だん通りに接することはできませんよ……だって、あなたも俺が殺したんだから」

　リカルの目の前に立っている女性。その人物こそ、リリィの母親だったのだ。

『もういいのよ…………あなたの記憶を見させてもらったわ。あんな目に遭あってたんじゃ、子どもが抵てい抗こうできるはずないもの』

「………………一つ聞いていいですか？」

『何、リカルくん？』

「……これは夢じゃないって……そう言ってましたけど……じゃあ、眼の前にいるあなたはなんなんですか？　まさか……幽ゆう霊れいっていうんじゃないですよね？」

　リカルがそう訊たずねると、女性はおかしそうに笑いながら首を横に振ふる。

『ふふっ……似てるけど違ちがうわよ。私はネビュラスに残っていた搭とう乗じよう者人格データの一部……ディライヴァーを通じて接せつ触しよくしたときにあなたのナノマシンに干かん渉しようして、この姿をあなたに認にん識しきさせているの』

「…………えっと…………はい？」

　困こん惑わく顔になるリカル。はっきり言って、眼の前の女性が何を言っているのかさっぱり理解できていない。

『無理に理解しなくてもいいわ。……まぁ、もう幽霊って認識でいいから私のお話を聞いてくれないかしら？』

「…………なんですか？」

　恨うらみ節でも言われるだろうと覚かく悟ごしたリカルだったが……

『娘むすめを──リリィを助けてあげて』

「…………助けるって……俺が？」

　予想とは違った言葉に、リカルは驚いた。もっとも、ユキに比べればジャブ程度だったので驚きの度合いは小さいが。

「い、いきなり何を…………そんなの無理に決まってる。俺は、あいつに恨まれてる。父親や、あなたも殺したし……俺が、リリィを刺さしたんですよ？」

『そうね…………でも、もう私にはあなた以外に頼たよれる人がいない。だって、あなたしか私の声は届かなかったんだから』

「声が届かないって……」

『私は、ネビュラスの中から何度も何度もあの子に呼びかけた。今でもずっと……私の本体が呼びかけている。それでも届かない』

　女性が何を言っているのかわからない。だが、少なくともリリィは今リカルが体験しているようにこの女性と会うということができないのだろうと、リカルは予想した。

「……俺は」

　リカルは目を閉じると、頭を過よぎるのはかつて出会った幼いリリィと、先日会った自分を殺そうとしてきたリリィの二つの姿だった。

「……俺には、到とう底ていリリィを救えるとは思えません」

　それがリカルの結論だ。自分はそれができるような立場ではない。役者不足にも程ほどがある。

『…………そう』

　リカルの言葉に、女性は悲しげな表情をした。しかし、それでも彼女はリカルを責めようとはしなかった。女性自身も、リカルに対してどれだけ無茶なことを頼たのんでいるかの自覚があったのだ。

「──でも昔のあいつを俺は知ってます。あんなことをするような、したいと思うような奴やつじゃなかった。俺の所為せいだから……どうこう言えた義理じゃないけど……あんなこと、して欲しくない」

　リカルは拳こぶしを握り、堂々と言い放つ。

「だから、俺はあいつを止めます。俺にリリィは救えなくても、リリィを止めることは俺がすべきことだと思うから」

　女性はリカルのその言葉に驚いた顔をしたが、すぐに優やさしい微笑ほほえみに変わる。

『……………………ありがとね、リカルくん』

　女性がそう言うと、急にその輪りん郭かくがぼやけだした。

『……そろそろタイムリミットみたい。話せてよかったわ』

「あ……待ってください、最後に訊ききたいことがあるんです」

『なに？』

「……あなたの名前は──」




　◆




　翌日、目を覚ましたリカルは絶好調だった。

　昨日まで着ていた服を着き替がえ、洗せん濯たくされた服に袖そでを通す。

「よし！」

　トレードマークの青いバンダナを頭に巻いて、リカルはテントの外に出た。

　テントの外に出ると、最初に目に入って来たのは川辺の近くで寝ねながら煙草たばこを吸うジョンの姿だった。

「ようグラサン」

　リカルがそう挨あい拶さつすると、ジョンは顔だけをリカルに向けた。

「なんだ、もう治ったのか？」

「まあな。いっそ元気すぎて困るくらい………………ん？」

　ふと川辺で膝をついているヴォールトを見上げて、リカルはある違い和わ感に気が付く。

「……なんで武装が取り付けられてんだ？　ガトリングに、突とつ撃げき銃じゆう……？」

　今まで武装の類たぐいを一いつ切さい着けていなかったヴォールトの背中に、先日襲おそってきたステアクラスト部隊の装備が着けられていたのだ。

　武装を運うん搬ぱんするためのバックパックアームには、大型のガトリング砲ほうが一つに、マガジンが複数と、突撃銃二挺ちように、こちらも予備のマガジンがあった。

　さらに胸部左右にはホルダーが追加され、そこにはナイフ型武装もある。

「……マーキーやジアの補給は済んだが、持ってきた武器が余ったから着けただけだ。あとでアレーシャに礼を言っとけ。全部アイツがやってくれたんだからな」

「…………グラサンはいいのか、俺に武器持たせて？」

　ヴォールトに武器を持たせなかったのは、ある意味リカルへの釘くぎ刺さしの意味もあった。

　いくら高性能なディライヴァーでも、武器がなくては下手なことはできないだろう、と。

　リカルがそんなことを訊ねると、ジョンは煙草を吸いこみ、ゆっくりと吐はき出して顔の前を白い煙けむりで覆おおう。

「別にいいだろ。お前も嬢じようちゃんも、俺らと戦う理由はないからな」

　ジョンはそれだけを言うと、最初のように寝たまま煙草を吸った。

　そんな時、今までリカルが寝ていたテントの隣となりからアレーシャが出てきた。

「おはよー……って、リカル、もう大丈夫なの？」

「ああ、もちろん。で、さっきグラサンから聞いたけど、ありがとな、ヴォールトに武器着けてもらって。おかげでこれからはかなり楽できそうだ」

「礼なんて別にいいわよ。とりあえずちょっと口を開けて舌を出して」

　リカルはアレーシャに言われたようにする。

　アレーシャはリカルの口の中を見て、目の下を指で引っ張り、瞼まぶたの裏を確かく認にんする。そして最後にリカルの額と自分の額にそれぞれ手を当てて熱を確認する。

「……ふーん……確かに、昨日の熱はもう引いてるし、体調も良くなってるわね」

「だろ？　これで出発しても文句ないよな？」

「まあ、そこまで言うならね。アルカディア抜ぬけたら険しい道を行くことになるわよ？　病やみ上がりでも、その辺は覚悟しておいてね」

「おう──あ、そうだ……アレーシャ、教えて欲しいことがあるんだ」

「？　なに」

「実は──…………」

　アレーシャから聞きたいことを訊き終え、リカルはさっさと荷物の片づけを始めた。

　その顔にはどこか確信のようなものがあり、強い意思がその眼めに宿っていた。

　そうしていると、アレーシャが出てきたテントから次はユキが姿を現した。

「あ、リカルさん」

「おはよう、ユキ」

「おはようございます。もう動いて大丈夫なんですか？」

「アレーシャ先生からのお許しが出たからな」

　リカルは荷物の片づけの手を一いつ旦たん止めて、ユキに向き直る。

「ユキ、一つだけ……頼みがあるんだ」

「？　どうしたんですか……急に？」

　リカルは自分の左手にある腕うで輪わに触ふれ、ユキの眼を真まっ直すぐに見る。

「リリィは俺の所為でああなった。俺はこのまま目を背けて知らないフリはしたくない。だけど、俺一人じゃリリィを止められない……だから、アイツを止めるためにヴォールトを使わせて欲しい…………頼む」

　ユキに向かって頭を下げたリカル。その姿を見て、ユキは一いつ瞬しゆんだけ目を見開いたがすぐにリカルの左手を握にぎる。

「リカルさん、顔を上げてください」

「…………ユキ」

「ヴォールトはもうリカルさんのものです。リカルさんが正しいと思うように、使ってください。……だから」

　ユキはリカルの手をしっかり握る。

「絶対に死なないでください。……それが、私の願いです」

「…………ああ！」

　リカルはしっかり頷うなずき、ユキの手を力強く握り返す。

　荷物をすべてまとめ終え、リカルはヴォールトに乗り込む。ジョンはマーキーに、アレーシャとユキはジアにそれぞれ乗り込み、すべてのディライヴァーが立ち上がる。

『今日中にアルカディアを抜けるわよ。流石さすがにもうライアスの追っ手はないと思うけど、気を付けて行きましょ』

　そう言って、アレーシャが操あやつるジアがその場から脚きやく部ぶローラーを使って走り出す。

『はぁ……メンドくせぇなぁ……』

　ジョンの乗るマーキーもその後をついていく。

　一方でリカルはすぐに出発せず、コクピットの中にあるモニターに〈ネビュラス〉に関しての情報を映していた。

「ネビュラスの正規搭乗者〈エリン〉……あの女性の名前は〈エリン・バーナーズ〉……偶ぐう然ぜん、なのか……？」

　そんなことを言ってみたが、モニターに映る〈エリン〉の顔は、リカルが夢で会った女性を若くしたような容姿と言ってもいいものだった。

「…………まぁ、今いま更さら夢でも偶然でもいいか」

　そう呟つぶやいて、リカルは操そう縦じゆう桿かんを握る。

「リリィは、俺が……俺たちが止めるんだ。なぁ、ヴォールト」







　あとがき







　どうも、白しら星ほし敦あつ士しです。

　一巻に引き続き、二巻も手に取っていただき誠にありがとうございます。

　自分としては初めて出した作品で、色々と手探りなところがあり、至らない点が多々ありましたが、今回の作品で自分はまだまだ未熟だったなということがよくわかりました。

　これからもそのようなところを直し、より良い作品を作っていけるようにして行きたいと思います。




　今回の話ではリカルの過去を掘ほり下げ、ユキとの関係を深めていくということを意識して書いてみました。

　リカルはユキと接することで、今まで目を背そむけていた自分の過去とも向き合うようになり、自分が何をすべきなのかをしっかりと考える。

　ユキの方は自分の持つ常識と、遥はるか未来での常識とのギャップに悩なやまされながらも、自分が正しいと思うことをやっていく。

　そういった主人公とヒロインの成長を、自分なりに書けたと思います。




　しかし、個人的にはやっぱりこういう二人の活かつ躍やくは周囲の環かん境きようやサポートがあって成り立つものだなと、作品を書いている最中にふと思いましたね。

　悪役や脇わき役やくがいかに重要か、悪役がいてこそ主人公たちがカッコよく、脇役がいるからこそより栄はえると……

　今後も執しつ筆ぴつを続けていくにあたって、その辺りを重点的に意識していきたいです。




　そんなわけで、改めて『ブルークロニクル２』を手に取っていただきありがとうございました。

　またすぐにお会いできるように頑がん張ばります。










ブルークロニクル２








白しら星ほし敦あつ士し
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